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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が残されています。

それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するの

に欠くことのできない資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたっ

て大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、平成21年度に当センターが発掘調査をした遺跡の調査成果をまとめ、調査報告書及び

調査概報として発刊するものです。全県下で41遺跡46件、約15万 だが調査され、旧石器時代から近世

までの遺構、遺物が検出されております。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました委託

者をはじめ、地元の各市町村教育委員会及び関係各位に対し、深 く感謝の意を表します。

平成22年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄
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平成21年度の発掘調査成果について

平成21年度の発掘調査事業は39遺跡44件150,979だで開始したが、年度途中での追加を含めて最終的に

は4遺跡46件151,128どの調査に着手した。本調査以外では、農業基盤整備事業等に関する試掘確認調査

を実施している。

後期旧石器時代では前年度から継続になる奥州市下嵐江 I・ Ⅱ遺跡 (15)と水尻遺跡 (38)を 調査した。

下嵐江 I・ Ⅱ遺跡では石器集中区が10箇所確認され、7,859点の旧石器が出上している。水尻遺跡からは

石器集中区4箇所が確認され、彫刻刀形石器やスクレーパーなど305点の遺物が出土している。

縄文時代では盛岡市芋田沢田Ⅳ遺跡 (11)。 川目A遺跡 (12)。小屋野遺跡 (30)、 北上市滝ノ沢遺跡 (10)、

遠野市新田Ⅱ遺跡 (14)、 奥州市鵜ノ木南台地遺跡 (31)、 宮古市人木沢野来遺跡 (18)な どを調査した。

芋田沢田Ⅳ遺跡では中期末～後期初頭と早期の住居跡諺棟などからなる集落跡や円環が二重に回リグル

マの形状をした配石遺構などが検出された。川目A遺跡は4年目の調査となり、これまでに55基の配石遺

構や16基の埋設土器などが検出され、縄文時代後期を主体とした祭祀遺跡と考えられる。多量の遺物が

包含されていて、これまで出土した遺物は土器732箱 (10ト ン強)、 石器444箱、土偶約700点、各種土製品。

石製品3,000点などである。滝ノ沢遺跡は縄文時代前期末から中期初頭の遺物包含層を調査し、土器228箱・

石器298箱など多量の遺物が出土した。鵜ノ木南台地遺跡も後晩期の遺物包含層が検出され、そのほか

竪穴住居跡 l棟等もある。新田Ⅱ遺跡は前期の大型竪穴住居群が検出された国指定史跡綾織新田遺跡の

北東の一段低い段丘面に広がり、中期の竪穴住居跡26棟・掘立柱建物跡4棟などが検出され、中期の集

落の中心域だったと考えられる。

弥生時代では、北上市境遺跡 (32)・ 舟渡IoⅡ遺跡 (43)・ 野沢Ⅱ遺跡 (44)、 宮古市佐原Ⅱ遺跡 (29)

がある。4年目の調査になる境遺跡からは住居跡や土坑が検出されている。舟渡 I・ Ⅱ遺跡からは土坑 3

基、野沢Ⅱ遺跡からは竪穴住居跡 1棟、佐原Ⅱ遺跡からも竪穴住居跡 1棟が検出されている。

奈良時代は向中野館遺跡 (23)。 台太郎遺跡 (27)がある。いずれも盛岡南新都市土地区画整理事業 (盛

南開発)に伴う継続調査で、集落を構成していた竪穴住居等が検出されている。

平安時代は縄文時代同様に多くの遺跡で調査されている。紫波町南日詰小路口 I・ Ⅱ遺跡 (36・ 37)、

細谷地遺跡 (22)。 向中野館遺跡 (24)。 飯岡オ川遺跡 (28)、 奥州市古城方八丁遺跡 (39)・ 鵜ノ木南台

地遺跡、舟渡 I・ Ⅱ遺跡・野沢Ⅱ遺跡などがある。南日詰小路口Ⅱ遺跡からは竪穴住居跡3棟が検出され、

細谷地遺跡など盛南開発の継続遺跡からは竪穴住居跡や建物跡が検出されている。古城方八丁遺跡でも

3棟、南日詰小路口Ⅱ遺跡では3棟、舟渡 IoⅡ 遺跡からは5棟の竪穴住居跡などが検出されている。ま

た、宮古市金浜I遺跡 (17)か らはl棟の竪穴住居跡から多数の支脚や製塩土器が出土している。

中世は樋爪氏の関連する居館と推定される紫波町南日詰小路口 I・ Ⅱ遺跡が注目され、掘立柱建物跡

3棟や井戸跡が検出され、井戸跡から12世紀の遺物が出土している。そのほか遺物がはっきり伴わなかっ

たが台太郎遺跡からは中世から近世にかけての建物跡72棟、竪穴建物跡 3棟などが検出されている。細

谷地遺跡では建物跡 1棟、向中野館遺跡では昨年の調査から継続する堀の一部が確認された。

近世は下嵐江 I・ Ⅱ遺跡、住田町子飼沢 IoⅡ 遺跡 (34・ 35)、 花巻市落合 2区 I遺跡 (2)´等がある。

下嵐江 I・ Ⅱ遺跡では「下嵐江の香所跡」とみられる建物跡数棟が確認された。矢盛遺跡 (25。 26)か

らは建物跡21棟や井戸跡5基・墓24基などが検出された。子飼沢 I・ Ⅱ遺跡では地下構造を持つ製鉄炉

や大鍛冶炉、3箇所の煙出しを持つ木炭窯等が調査された。落合 2区 I遺跡では花巻城の石垣を築いた

際の採石場 (石切り場)の跡が見つかった。

(調査第一課長 佐々木清文)

-1-



Ⅷ

ず

多罷群
,ユ

ゞ
・■
義

半
,1

● 15。 lo

ll射甲 I

ミ■

イ帯
1整

。人幡

t―・r.41

議

螺

一筆イ
・・・
ド

ィF
轄||

耳ヒ

● 1彦・

凛一
蕪

落合2区 I

i縄互

義

-2-

報告遺跡位置図

国土地理院発行の数値データを用いて作図



I 発掘調査報告



凡例

本書で記載されているコンテナの大きさについては下記のとお りである。

大コンテナ :42× 32× 30cm

中コンテナ :42× 32× 20cm

/Jヽ コンテナ :42× 32× 10cm



(1)

所  在  地 盛岡市玉山区芋田字武道58-15ほ か

委  三託  1者  回土交通省東北地方整備局岩手河川回道事務所

事  業  名 一般国道4号渋民バイパス建設事業

発掘調査期間 平成21年 4月 9日 ～ 5月 15日

遺跡コード・略号 KE57-1125・ TBDE-09

調査対象面積 3,741∬

調査終了面積 3,741∬

調 査 担 当 者 羽柴直人・本多準一郎・田中美穂

跡逹退Ｖ
め
道

ぶ
武

1 調査に至る経過

「武道V遺跡」は渋民バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存することから発掘調

査を実施することになったものである。

一般国道 4号は、東京都中央区日本橋を起点として、青森県青森市に到る国道で、東北地方の大動

脈を担っている主要幹線道路である。国道 4号渋民バイパスは盛岡市玉山区渋民と同区馬場の間、約

5.6kmの 区間で計画されている。現国道は、ほぼ区の中心を南北に縦断し、全幅員 8～ 12mと 狭 く、

両側に歩道がない状態であり、近年の自動車交通の増大と車両の大型化に伴い、増加する交通需要に

対応 し、通過交通の分離による交通の円滑化、交通安全の確保及び沿道環境の改善を図ることを目的

に昭和61年度に事業着手、平成 8年から工事着手、平成16年度に一部供用 し事業を進めている。

「武道V遺跡」については、過年度において岩手県教育委員会および盛岡市教育委員会が分布調査

を実施 し確認され、平成20年度に試掘調査を実施 している。その結果に基づいて岩手県教育委員会と

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事

業団埋蔵文化財センターの受諾事業とすることとした。

これにより、平成21年 4月 1日 付けで岩手河川国道事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間

で受諾事業を締結し、「武道V遺跡」の発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)
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第 刊図 遺跡位置図
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(1)武道V遺跡

岩手県遺跡情報検索システムから引用・改変

第 2図 遺跡の立地、周辺の遺跡
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(1)武道V遺跡

2 遺跡の位置と立地、及び周辺の遺跡 (第 1・ 2図 )

武道V遺跡はいわて銀河鉄道好摩駅の南東約2.lkm、 盛岡市玉山区芋田字武道に所在 している。遺

跡の西側には北上川が南流し、北上川の東岸には武道集落が位置する砂礫段丘が形成され、さらにそ

の東には姫神山を主峰とする小起伏山地が広がる。遺跡はこの小起伏山地の西端縁辺部に立地する。

遺跡の北西側には砂礫段丘面が谷状に奥深 く入 り込み、また、南東側にも砂礫段丘面が小規模ながら

入 り込み谷が形成されており、遺跡の乗る小起伏山地は西側に張 り出す岬状の丘陵地形を呈している。

そして遺跡の東側には標高250mの急峻な高地を背負っている。調査範囲からは西側への展望が開け、

北上川や岩手山を望むことができる。

調査範囲の標高は213.5～ 219.5mで、調査区域の中央部の標高が高 く、北側、南側ではそれぞれ標

高を減ずる。調査区域中央部が丘陵の尾根に、南側、北側は丘陵端部の斜面部に相当する。

調査範囲は中央から北側が牧草地、南側が山林として利用され、牧草地と山林の境界部には農作業

用の通路が調査区を横断していた。農作業用通路については、地権者の通行確保の必要があり、関係

機関との協議の上、周辺の遺構分布から、遺構の存在の可能性は低いと判断し、表土除去をおこなわ

なかった。

周辺の遺跡は第 2図 に位置を示 し、第1表 に概要を示 した。表中に記した 7の昼久保V遺跡の「後

北上器」は高橋・武田1982の 文献中の「武道遺跡」出土の土器に相当すると推測されるが、詳細は不

明である。また昼久保V遺跡は2005。 2006年 に渋民バイパス建設工事に係る発掘調査が盛岡市教育委

員会によりおこなわれており (盛 岡教育委2008)、 縄文早期の貝殻文土器や縄文中期の住居跡が検出

されている。 4の人幡館は沖積低地に突出する段丘で構成されてお り、現在は人幡宮が祀 られている。

源義家、義経に関わる伝承や玉山氏の一族渋民助市秀明の居館 との説があるが、詳細は不明である。

採集された陶器、磁器の内容も明らかではない。また、第2図の範囲からはわずかに外れるが、 8の

昼久保Ⅳ遺跡の東側に「昼久保Ⅲ遺跡」が所在する。平成20年に渋民バイバス建設工事に係る発掘調

査 (lMl岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2009「平成20年度発掘調査報告書 昼久保Ⅲ遺跡」

第546集)がおこなわれ、縄文時代早期の貝殻文土器などが出土している。

第 1表 周辺の遺跡

No 遺跡名 よみがな 種 別 時代 遺構・遺物 所在地 文献等

l 武道 I ぶどうI 散布地
文
字

縄
平

縄文土器
土師器

盛岡市玉山区
芋田字武道

2 武道Ⅱ ぶどう] 散布地 縄 文 縄文土器
盛岡市玉山区
芋田字武道

3 武道Ⅲ ぶどうⅢ 故布地 縄 文 縄文土器
盛岡市玉山区
手田字上武道

4 武道 IV ぶどうⅣ
場り

落
狩
集

縄文
平安

縄文土器 (晩期)

陥し穴 土師器
須恵器 竪穴住居

盛岡市玉山区
芋田字武道

⑫岩埋文2007「平成18年度発掘調査報告書
式道Ⅳ遺跡 2次調査」第505集

5 武道V ぶどうV 地
場

布
り

散
狩 縄文

縄文土器 (晩期)

陥し穴

区山憾
離

岡
字

盛
田

本書報告

6 人幡館 はちまんたて 成館跡 中世
郭
磁器 陶器

盛岡市玉山区
芋田字下武道

本堂寿―他編1980「 日本城郭大系2青森・岩手・
秋田J新人物往来社 239頁

7 昼久保V ひるくぼV 葬布地
文
生

縄
弥

縄文土器
後北式上器

盛岡市玉山区
芋田
字昼久保・武道

高橋昭治・武田良夫孔982「 岩手県における後北式
文化」F北奥古代文化』第13号

盛岡市教育委員会2008「昼久保V遺跡」

8 昼久保Ⅳ ひるくぼⅣ 数布地 隠文 縄文土器
玉山区芋田
字昼久県・武道

9 昼久保Ⅱ ひるくぼ] 散布地 健文 縄文土器
盛岡市玉山区
芋田字昼久保
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(1)武道V遺跡

3 基本層序 (第 3図、写真図版2)

基本層序を調査区申央の東端で観祭した。土層の厚さは調査範囲各地点で異なる場合もあるがヽ

序は調査範囲全域で共通である。

I層

五層

Ш層

Ⅳ層

10Y R 2/1黒色土 草根多量混入 牧草1地造成時に動いた土 層厚20～60cm

10Y R 3/2黒褐色± 10Y R 4/4褐色土少量混入 層厚50～120cm

10Y R 4/4褐色土 浮石少量混入 10Y R 3/2黒褐色土少量混入 層厚10～ 20cm

10Y R 6/8明黄褐色上 下部に行くほど浮石多量混入 層厚不明

I層は牧草地を造成する際に動かされた上であり、ビニール屑などが混入していた。遺構検出はⅢ

層上面で、陥し穴状遺構の検出が可能であった。また、その下位の第Ⅲ層及びⅣ層中からは、試掘調

査の際に縄文早期等の遺物は全く検出されておらず、当該期の遺構遺物は存在しないと判断され、第

Ⅳ層上面までの上層除去は基本的にはおこなつていない。

―込と・ L■22031111m

第3図 基本土層

4 調査の概要

野外調査は平成21年 4月 9日から5月 15日 までおこなった。実質の稼働日数は23日 間である。調査

対象面1積はa741ポ である。調査区域内の出土遺物、検出遺構は寡少な状況であったが、表―土及び、

牧草地の造成上の堆横が厚く、重機による表土除去は調査終了直前までの時間を有した。よって表土

除去、違構検出、遺構精査、遺構実測の作業を並行して行う調査状況になってしまった。

検出された遺構は、陥し穴状遺構6基、焼土遺構l基である。盛岡市教育委員会の指定により、陥

し穴状遺構は「RD」、1焼土遺構は「RF」 の記号を用いて表示する。出土遺物は縄文土器深鉢の日

縁～体部片が1片出土している。出土遺物はこの縄文土器以外には全く出土していない。
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(1)武道V遺跡

X=-15945.000
Y= 29295000
H=219222

X=-15975000
Y= 29295000
H=219.432

X=-15975000
Y= 29280.000
H= 218.847

X=-16000.000
Y= 29280.000
H= 218,979

0              20m

第 4図 遺構配置図
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(1)武道V遺跡

(1)遺構

<陥 し穴状遺構>
R D001陥 し穴状遺構 (第 5図、写真図版 3)

[位置]調査区北側 X=15,988m、 Y=29,292m付近に位置する。検出面はⅢ層上面で、黒色のプラ

ンとして検出した。重複関係はない。

[形態]平面形は、北西一南東方向に長い溝状を呈するが、北西側は調査区外にのびているため未調

査である。平面規模は、検出できた範囲で296× 54cm、 深さは104cmである。壁面は底面からほぼ垂直

に立ち上が り、上部に向かって開きながら立ち上がる。南東壁側はややオーバーハングしている。底

面は、ほぼ平坦である。

[堆積土]周辺から流れ込んだと思われる土と壁面の崩落土からなり、自然堆積 と思われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。

[性格 と時期]出 土遺物がなく詳細は不明であるが、検出面及び遺構の形態から縄文時代の陥し穴

と考えられる。

R D002陥 し穴状遺構 (第 5図、写真図版 3)

[位置]調 査区中央部X=-15,982m、 Y=29,278m付近に位置する。検出面はⅢ層上面であるが、試

掘 トレンチにかかる部分の検出はⅣ層上面である。黒褐色のプランとして検出した。重複関係はない。

[形態]平 面形は、南北方向に長い溝状を呈する。平面規模は、332X34cm、 深さは131cmである。

壁面は底面からほぼ垂直に立ち上がり、上部に向かって開きながら立ち上がる。底面は、若干起伏は

あるがほぼ平坦である。

[堆積土]周 辺から流れ込んだと思われる土と壁面の崩落土からなり、自然堆積 と思われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。

[性格 と時期]出 土遺物がなく詳細は不明であるが、検出面及び遺構の形態から縄文時代の陥し穴

と考えられる。

R D003陥 し穴状遺構 (第 5図、写真図版 3・ 4)

[位置]調 査区中央部X=-15,980m、 Y=29,280m付近に位置する。検出面はⅢ層上面であるが、試

掘 トレンチにかかる部分の検出はⅣ層上面である。暗褐色のプランとして検出した。重複関係はない。

[形態]平 面形は、南北方向に長い溝状を呈する。平面規模は、366× 28cm、 深さは126cmである。

壁面は底面からほぼ垂直に立ち上がり、上部に向かって開きながら立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で

ある。

[堆積土]周 辺から流れ込んだと思われる土と壁面の崩落土からなり、自然堆積 と思われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。

[性格 と時期] 出土遺物がなく詳細は不明であるが、検出面及び遺構の形態から縄文時代の陥し穴

と考えられる。

R D004陥 し穴状遺構 (第 6図、写真図版 4)

[位置]調 査区中央部X=15,984m、 Y=29,288m付 近に位置する。検出面は皿層上面である。黒

褐色のプランとして検出した。重複関係はない。
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(1)武道V遺跡
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(1)武道V遺跡

[形態]平 面形は、南北方向に長い溝状を呈する。平面規模は、392× 48cm、 深さは102cmである。

壁面は底面からほぼ垂直に立ち上が り、上部に向かって開きながら立ち上がる。南北壁はややオーバー

ハングしている。底面は、ほぼ平坦である。堆積土は、周辺から流れ込んだと思われる土と壁面の崩

落土からなり、自然堆積 と思われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。

[性格 と時期] 出土遺物がなく詳細は不明であるが、検出面及び遺構の形態から縄文時代の陥し穴

と考えられる。             ´

R D005陥 し穴状遺構 (第 6図、写真図版 4)

[位置]調 査区中央部X=-15,960m、 Y=29,294m付 近に位置する。検出面はⅢ層上面である。黒   ,
色のプランとして検出した。重複関係はない。

[形態]平 面形は、東西方向に長いやや九みを帯びた溝状を呈する。平面規模は、236× 58cm、 深さ

は147cmである。壁面は底面からほぼ垂直に立ち上が り、上部に向かって開きながら立ち上がる。

東西壁は大きくオーバーハングしている。底面は、若干起伏はあるがほぼ平坦である。

[堆積土]堆 積状況は、周辺から流れ込んだと思われる土と壁面の崩落土からなり、自然堆積 と思

われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。

[Jl■格 と時期]出 土遺物がなく詳細は不明であるが、検出面及び遺構の形態から縄文時代の陥し穴

と考えられる。

R D006陥 し穴状遺構 (第 6図、写真図版 4)

[位置]調 査区中央部X=-16,015m、 Y=29,295m付 近に位置する。検出面はⅢ層上面である。黒

色のプランとして検出した。重複関係はない。

[形態]平 面形は、北西―南東方向に長い丸みを帯びた形状を呈する。平面規模は、223× 122cm、

深さは139cmである。壁面は底面から中央部までほぼ垂直に立ち上がったあと、外傾 して開口部にい

たる。底面は、若千起伏はあるがほぼ平坦である。

[堆積土]周 辺から流れ込んだと思われる土と壁面からの崩落土からなり、自然堆積 と思われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。

[性格 と時期] 出土遺物がなく詳細は不明であるが、検出面及び遺構の形態から縄文時代の陥し穴

と考えられる。

第 2表 陥 し穴状遺構観察表

遺構名
調査 区内の

位置

翔慎(cm)
主軸方向 埋 土 時期ほか

長軸 短軸 深 さ

R D001 北 側 104 N-42°  W 自然堆積 隠文時代と推測される

R D002 中央部 N-10° ―E 自然淮積 縄文時代と推測される

R D003 中央部 366 N‐ 6° ‐W 自然堆積 縄文時代と推iHlさ れる

R D 004 中央部 392 48 N‐ 17° ‐W 自然堆積 鶴文時代と推測される

R D005 中央部 236 147 N-87° ‐∬パI 自然堆積 縄文時代 と推測される

R D006 南側 223 N-3σ ‐W 自然堆積 縄文時代と推測される
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(1)武道V遺跡

R D001、くくミ、こ
r

B

_遅Lo L=21&800m

R D006

B

R D004

: 言こ髯傷139:孝与1韓権::尋
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締まり中

締まりやや疎

締まりやや疎

推瑚

R D005

B′

R D006

0      1150     2m

A

第6図 RDO04～006
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(1)武道V遺跡

<焼土遺構 >
R F001焼土遺構 (第 7図、写真図版 5)

[位置]調 査区中央部 X=-16,028m、 Y=29,278m付 近に位置する。検出面はⅢ層上面である。重

複関係はない。

[形態]焼 土は赤褐色で、74× 48clllの 不整形で検出された。焼土の厚さは、12clllほ どである。現地

性のものと思われる。

[出土遺物]出 土遺物はない。      ´

[性格 と時期] 出土遺物がなく詳細は不明である。検出面から推測 して、縄文時代よりも新 しい時

期に属する可能性が高い。

(2)出土遺物 (第 7図、写真図版 5)

縄文土器片が 1片出土している。出土位置は調査区南側中央付近 (第4図参照)で、基本土層のⅡ

層中からの出土である。重機での表土除去中に出土したため、一部欠損させてしまったが、本来は単

一の破片と判断される。15× 26cm程の大形破片で、日縁部から体部上半までの部位である。単独での

出土で土器埋設遺構の可能性を検討したが、その状況は見出せなかった。また、周辺に直接関連する

遺構や、共伴する遺物の出土は皆無であった。

器種は深鉢である。口径は反転実測で32.Ocmと 求められた。器高は17.9cm分が残存 している。器壁

は6～ 711111と かなり薄い。外面には単節 LR縄文が全面に施されている。内面には箆状の工具による

器面調整が横位に施されている。外面の色調は10Y R6/6明黄褐色をベースに10Y R 3/3暗 褐色の

むらが部分的にみられる。内面の色調は7.5Y R5/8明褐色である。口唇～口縁部の断面形は、口唇

部が平らな角張った形態である。外面には成形の際の輸積みの継 目がみられるが、継ぎの調整は下部

から上へ向けての調整である。また、外面の体部上半にはえ化物が付着し、口縁部には吹きこぼれ痕

と推測される波の付着痕跡がみられ、実際に煮沸に使用した土器と判断できる。

縄文施文のみの深鉢で、共伴する時期特定可能の土器もなく、詳細な時期特定は難しいが、口縁部

断面形の形状、継目の調整方向、また器壁の薄さなどを考慮すると、縄文晩期初頭～前葉の可能性が

高いとの所見を複数の当埋文センター調査員から得た。あえて形式に当てはめると、大洞B式ないし

大洞BC式に相当する可能性が高い。

5 まとめ

武道V遺跡の今回の調査範囲では、縄文時代に属する陥し穴状遺構が 6基検出され、縄文時代のあ

る時期には狩 り場であったことが明らかになった。陥し穴状遺構の形態、軸方向は多様であり、単独

の時期ではなく、複数以上の時期にわたる構築が推測される。この中でR D003陥 し穴状遺構 とRD

004陥 し穴状遺構は形状 と軸方向が類似 し同時存在の可能性を指摘できる。また、 1片 のみであるが

晩期の縄文土器片が出土したことは、調査区の近隣に縄文晩期集落の存在を示唆している。

なお、武道V遺跡に関する報告は、これをもって全てとする。
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R F001

土器出土状況

縄文土器実測図
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赤褐色焼土 粘性弱 締まり密 黒色土プロック5%

(1)武道V遺跡
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第 7図  R F001、 土器出土状況 。縄文土器実測図
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(1)武道V遺跡

粋|

調査区遠景 (東から)

RD002・ 003・ 004M旨 し穴 位蜀から)
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写真図版 1



調査区北側調査前風景 (南 から)

(1)武道V遺跡

調査区南側調査前風景 (北から)

調査区近景 (東から) 調査区北側北端部 (南 から)

調査区中央部 (北から) 調査区南側全景 (南から)

違跡遠景 (北から) 基本土層

写真図版 2
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(1)武道 V遺跡

RDl 検出状況 (西から) RDl 平面 (東 から)

RDl 断面 (東 から) RD2 検出状況 (北から)

RD2 平面 (北 から) RD2 断面 (南 から)

RD3 検出状況 (北 から) RD3 平面 (北から)
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写真図版 3



RD4 平面 (北 から)

RD5 平面 (西から)

ii■―装Ⅲ

(1)武道V遺跡

RD5 断面 (東 から)

RD3 断面 (南から) RD4 検出状況 (北から)

RD4断 面 (北 から)

RD6 平面 (南から)

写真図版 4

RD6 断面 (南 から)
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(1)武道V遺跡

RFl 断面 (南 から)RFl 平面 (西 から)

土器出土状況 陥し穴状違構調査風景

実測作業風景 検出作業風景

―-20-―

縄文土器 (表 )

写真図版 5

縄文土器 (裏 )



(2)落合 2区 I遺跡

所  在  地 花巻市東和町落合 2区57地内ほか 遺跡ヨード・略号 ME38-0293・ OA21-09
委 託  者 回土交通省東】動方整備局岩手河す|1国道事務所 調査対象面積 1,515ご

事  業  名 東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業 調査終了面積 1,515∬

発掘調査期間 平成21年 9月 1日 ～9月 17日   調査担 当者 晴山雅光・福島正和

1 調査に至る経過         
´

落合 2区 I遺跡は、東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)の施工に伴って、その事業区域

内に遺跡が存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

東北横断自動車道は、東北縦貫自動車道 (東北道)に合流、さらに北上市にて分岐し、西和賀町・

横手市 。大仙市を経由して秋田市に至る総延長212km(内 岩手県内113kmで供用区間は45km)の高規格

道路である。

本路線は、金石港・大船渡港といった重要港湾や観光資源豊富な陸中海岸国立公園を有する三陸地

方拠点都市地域と、先端技術産業の集積が著しい北上中部地方拠点都市地域や花巻空港等の岩手県内

と秋田県とを結び、周辺地域のみならず岩手・秋田両県全域の産業・経済発展を担うことを目的に策

定された。遠野～東和間については、平成10年度に遠野～宮守間で整備計画が、宮守～東和間では施

行命令がそれぞれ出されている。また、平成16年度には新直轄方式による整備が決定している。

落合 2区 I遺跡については、過年度において岩手県教育委員会および東和町教育委員会が分布調査

を実施し確認されたものである。落合 2区 I遺跡については、平成21年度に試掘調査を実施している。

その結果に基づいて、平成21年 7月 8日 付けで岩手県教育委員会教育長あてに協議し、平成21年 7月

31日 付けで国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所あてに通知されたことに基づき、発掘調査

を財団法人岩手県文化振興事業国の委託事業とすることとした。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

2 遺跡の位置と立地 (第 1・ 2図 )

落合 2区 I遺跡は花巻市東和町落合 2区に所在する。遺跡は」R釜石線土沢駅より約1.5k皿 南に位置

する。旧東和町内を蛇行しながら東西に流れる猿ヶ石川とこれに南から注ぎ込む毒沢川との間に挟ま

れた低位段丘上に立地し、調査区は南から北へ延びる小丘陵に挟まれた谷部である。周辺は現地表面

でも巨大な花筒岩の転石が点々とみられる地帯である。これら花筒岩の転石は、背後の丘陵起源のも

のであると推測される。調査地点の標高は約127mであり、調査前は山林や畑地として利用されていた。

3 基本層序 (第 3図、写真図版 2)

調査区内の地形は西に向かって緩やかに下る。したがって、土層の堆積状況は高低差により東に向

かって堆積の厚みが増す傾向である。

調査区内の基本層序は、上からI層 (表土)、 Ⅱ層 (黒褐色シルト)、 Ⅲ層 (黒色シルト～暗褐色砂

質シルト)、 Ⅳ層 (灰黄褐色～褐色シルト)、 Ⅳ層以下は花筒岩の風化層が再堆積した状況などが認め

られる。なお、調査区内に多く点在する花尚岩の転石はⅣ層やそれ以下の堆積層に入り込んでいるも

のもみられる。そのため、これら転石はすべて同一時期に流れ込んだものではなく、かなり古い時代

から幾度も流転して調査区内に落ち着いたものであると考えられる。
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(2)落合 2区 I遺跡

4 調査の概要

(1)遺構

今回の調査で検出した遺構は土坑 5基 (SK01～ 05)、 溝 l条 (SD01)で ある。いずれの遺構 もⅣ

層上面で検出した。

SK01土坑 (第 5図、写真図版 3)

調査区中央に位置する。平面やや不整な円形で底面はレンズ状に窪む。規模は南北長1.95m、 東西

長1.86m、 深さ65cmで ある。埋土はおおむね上下 2層からなり、上層は黒褐色の粘質シル ト、下層は

暗褐色の中粒砂である。いずれも軟質の土壌である。埋土上層には縄文土器片が多 く含まれ、特に検

出面に近い上位のレベルでは集中して認められた。下層には遺物が含まれておらず、最底面を検出す

ると湧水する。また、底面北半は地山に含まれている花尚岩が露出している。この遺構の性格は不明

であるが、埋土より出上した縄文土器より縄文時代晩期の遺構であると考えられる。

SK02土坑 (第 5図、写真図版 3)

調査区中央より南西に位置する。平面形態は円形であると推測されるが、水路などの攪乱等によっ

て判然 としない。規模は lm程度の直径を有するものと考えられ、残存する深さは22cmで ある。埋土

はおおむね 3層からなり、いずれも砂質の土壌で構成される。また、地形的に沢筋にあたっているた

めか湧水著 しく、なおかつ、埋土はグライ化が顕著である。埋土中より縄文土器の細片が一定量出土

した。遺構の南側側面は地山に含まれている巨大な花筒岩が露出してお り、この巨石までが遺構の範

囲であるとみられる。この遺構の性格は不明であるが、埋土より出土した縄支土器より縄文時代晩期

の遺構であると考えられる。

SK03土坑 (第 5図、写真図版 3)

調査区南側に位置する。一部、木の根によって攪乱されているが、平面長楕円形の上坑であると考

えられる。規模は長軸方向である南北長1.92m、 短軸方向である東西長0.65m、 深さは中央最深部で

16cmである。埋土は褐色を帯びたシル ト質砂の単層である。埋土や遺構周辺から遺物は出土 しなかっ

た。遺構の時期、性格とも不明である。

SK04土坑 (第 5図、写真図版 3)

調査区中央に位置する。西側の一部を攪乱によって失われているが、平面形態はおおむね円形であ

1265m

ると考 えられる。規模 は南北長0.68m、

東西長0,93m、 深 さは26cIIlで ある。埋土

は 3層からなり、上層は掲色 と黒色のブ
AI

ロック混合上であり、中層は褐色の砂質

シルトである。下層は断面図や断面写真

に掛からなかったが、遺構の中心部にわ

ずかな範囲で黒色粘質シル トが存在す

る。この埋土下層より縄文土器の細片が

数点出土している。この遺構の性格は不

明であるが、埋土下層より出土した縄文

土器より縄文時代の遺構であると考えら

れる。
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(2)落合2区 I遺跡

SK05土坑 (第 5図、写真図版 3)

調査区中央 より南西に位置する。平面形態は楕円形であると推測 されるが、水路などの攪乱等によっ

て判然 としない。規模 は lm程度の直径 を有するものと考えられ、残存する深 さは22cmで ある。坦土

はおおむね2層からなり、いずれも砂質の土壌で構成される。また、地形的に沢筋にあたっているた

めか湧水著しく、なおかつ、埋土はグライ化が顕著である。埋土中より縄文土器の細片が一定量出土

した。遺構の周辺には地山に含まれている巨大な花商岩が露出しており、この巨石によって遺構の範

囲が区切られているように思われる。この遺構の性格は不明であるが、埋土より出上した縄文土器よ

り縄文時代晩期の遺構であると考えられる。ただし、出上した土器類は微細な破片が多く、なおかつ

摩減が著しく文様等が不鮮明である。

SD01溝 (第 5図、写真図版 3)

調査区南側に位置し東西方向に延びる。長さ12.8m、 幅60cm、 深さ約10cmの 直線的な溝である。埋

土は土坑などとは異なり、しまりのない暗褐色シルトの単層である。出土遺物はなく、時期および性

格は不明である。

切石 (写真図版 4)

調査区内には花筒岩の転石が多く存在する。これら転石には、石材として割り採った痕跡が認めら

れるものがいくつか存在する。この切石の痕跡は矢穴が連続して打ち込まれている点で共通する。ま

た、これら痕跡のみで時期は特定できないものの、その痕跡は形状や寸法が等しく、おおむね一時期

におこなわれているものと考えられる。

(2)遺物 (第 6。 7図 写真図版 5～ 7)

出土した遺物のうち、図化可能なものを中心に選択し本書に掲載した。また、これら掲載遺物は表

1に一覧としてまとめた。出土遺物量は、土器が大コンテナ約 2箱、石器が小コンテナ 1箱である。

なお、遺構出上の土器類はそのうち約 1割の量である。

1～56は いずれも縄文土器である。 1～22は SK01の埋土より出土した。21・ 23～ 25は SK02の埋土

から出土した。26～ 56は遺構外出上である。これらは縄文時代晩期の所産と考えられる。

57は須恵器の壷底部片である。 9～ 10世紀の所産と考えられる。58・ 59は磁器碗である。いずれも

近世のもので、581ま大堀・相馬産である。591ま在地で焼かれた蔓 (台)焼である。

60～ 62は遺構外出上の石器である。いずれも縄文時代のものと考えられる。601よ 乳白色の頁岩製石

匙である。基部に対して縦方向に長い刃部を有する。

63・ 64は遺構外出土の砥石である。いずれも凝灰岩製とみられるが、所属時期は不明である。

65は石切作業で生じた花闘岩残淳の一部である。調査区北側で出土した。矢穴痕跡が認められ、人

為的に割り採られたものの残津であると考えられる。矢穴痕跡は逆台形であり、最小幅である先端部

が 3 cm、 最大幅が3.5cmで ある。石質は粗粒花聞閃緑岩とみられ、この周辺で検出されるその他の転

石と同じである。

5 まとめ

今回の調査では縄文時代晩期と考えられる土坑 4基、時期不明の上坑 l基、溝 1条 を検出した。調

査区内において竪穴住居などの遺構はみられなかったが、縄文時代晩期の土器を包含する土坑の検出

は、周辺にこの時期の集落が存在することを示唆している。

また、調査区内に点在する巨大な花筒岩転石群の中には石切作業がおこなわれた形跡を残すものが
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第 1表 遺物観察表
NO 種 別 器 種 部 位 出土遺構・位置 時 期 調 整 ・ 特 徴   備 考

1 縄 文 土 器 深  鉢 口縁 SK01 ・上 層 後期 中 沈線区画の磨消縄文 雲母

2 縄 文 土 器 鉢 胴部 SK01 ・上 層 後期 末 沈線 瘤付 (剥離) 雲 母

3 縄 文 土 器 浅 鉢 口縁～底部 SK01 ・上 層 晩期 中 審消縄文 雲形文

縄 文 土 器 浅 鉢 口縁 SK01 ・上 層 晩期 中 審消縄文 雲形文

5 縄 文 土 器 浅 鉢 口縁 SK01 ・上 層 晩期 中 審消縄文 雲形文

6 健文 土 器 浅 鉢 底部 SK01 ・上 層 晩期 中 蕃消縄文 雲形文 平行沈線

7 隠文 土 器 鉢 口縁 SK01 ・上 層 晩期 中 コ縁突起 羊歯状文

8 偲文 土 器 鉢 口縁 SK01 ・上 層 晩期 中 口唇刻目 羊歯状文

9 隠文 土 器 鉢 口縁 SK01_・ 上 ～ 下層 晩期 中 コ縁突起 キ歯状文

偲 文 土 器 深 鉢 口縁～底部 SK01 ・上～下層 晩期 中 口縁突起 羊歯状文 下位沈線 1

健 文 土 器 台 付 鉢 口縁～底部 SK01 ・上 層 晩期 中 口縁突起 羊歯状文 台部刺突列 (遺構外接合)

2 健文 土 器 注 口 ? 体部 5K01 ・上 層 晩期 中 羊歯状文

3 俺文 土 器 鉢 体部 5K01 ・ 上  層 晩期 末 平行沈線

健文 土 器 鉢 体部 SK01 ・上 層 晩期 末 平行沈線 変形工字文

5 健文 土 器 鎌 口縁 SK01 ・上 層 晩期 平行沈線 刺突列

健文 土 器 鉢 底部 3K01 ・上 層 晩期 末 平行沈線

健 文 土 器 深  鉢 口縁～体部 SK01 ・上 層 晩期 粗製 口縁突起 刺突列

蠅文 土 器 深 鉢 口縁 SK01 ・上 層 晩期 阻製 LR 縄文

隠 文 土 器 深  鉢 体部 SK01 ・上 層 鬼期 粗製 LR 縄文

偲文 土 器 深 鉢 底部 SK01 ・上 層 兜期 阻製

健 文 土 器 深  鉢 口縁～体部 SK02 ・下 層 兜期 粗 製 RL 縄文 (細 )

健文 土 器 深 鉢 底部 SK01 ・上～下層 兜期 阻製 LR 縄文

縄 文 土 器 鉢 口縁 SK02 ・埋 土 宛期 末 平行沈線 工字文

縄文 土 器 鉢 口縁 SK02 ・埋 土 宛期 末 平行沈線

縄 文 土 器 深  鉢 口縁 SK02 ・埋 土 兜期 粗製 RL 縄文

健文 土 器 深 鉢 口縁 Iヒ 西 ・黒色土層 lPt期 中 磨消縄文 雲形文

縄 文 土 器 深 鉢 口縁 南 東 ・検出面 宛期 中 口縁突起 羊歯状文 P

縄 文 土 器 深 口縁 中央 ・試掘埋土 宛期 中 口唇刻目 羊歯状文 煤痕

縄 文 土 器 鉢 口縁 中 央  ・試掘坦土 兜期 中 口唇刻目 羊歯状文

縄 文 土 器 鉢 口縁 南 東 ・検出面 宛期 中 刺突列 羊歯状文

縄 文 土 器 鉢 口縁 中 央  ・試掘埋土 宛期 中 羊歯状文 (摩滅)

縄 文 土 器 鉢 口縁 中央 ・試掘坦土 宛期 中 口唇刻目 羊歯状支

縄 文 土 器 鉢 口縁 中 央  ・試掘坦土 宛期 中 口唇刻目 羊歯状文

縄 文 土 器 鉢 口縁 中南 ・試掘埋土 宛期 中 口唇刻目 羊歯状文

縄 文 土 器 台 付 鉢 底部 Iヒ 東  ・検出面 宛期 中 台部刺突列

縄 文 土 器 台 付 鉢 台 中東 ・試掘坦土 宛期 中 台部刺突列

縄 文 土 器 鉢 口縁 中 ゴヒ ・検出面 宛期 末 平行沈線 工字文

縄 文 土 器 鉢 口縁 中北 ・検出面 宛期 末 平行沈線

縄 文 土 器 鉢 口縁 中北 ・検出面 宛期 末 口縁突起 平行沈線

40 縄 文 土 器 霊 口縁 南 東  ,表土層 宛期 末 平行沈線 工学文

縄 文 土 器 深 鉢 口縁 南 東 ・表土層 変期 P 口縁突起

42 縄 文 土 器 深 鉢 口縁 北 西 ・表土層 宛期 末 波状口縁 無文

43 縄 文 土 器 深 鉢 口縁 南 東 ・表土層 宛期 末 波状口縁 無文

縄 文 土 器 深 鉢 口縁 北 西 ・表土層 宛期 末 口唇刻目 平行沈線 (多条)

縄 文 土 器 深 鉢 体 部 中 央  ・試掘坦土 宛期 末 LR 縄文 44・ 46と 同一個容

46 縄 文 土 器 深 鉢 底都 中央 ・試掘坦土 宛期 末 LR 縄文

4i 縄 文 土 器 鉢 口縁 南 東 ・表土層 兜期  ? 平行沈線

48 縄 文 土 器 鉢 口縁 中南 ・表土層 免期 ? 平行沈線 沈線内細かな刺突列

縄 文 土 器 鉢 口縁 中北 ・検出面 兜期  P 縄文 平行沈線 束1突

縄 文 土 器 鉢 口縁～体部 北 東 ・表土層 宛期 P 無文 口縁に緩やかな括れ

縄 文 土 器 深 鉢 口縁 1ヒ 西  ・検出面 宛期 粗製 LR 縄文 口縁突起

縄 文 土 器 深 鉢 底部 北 西 ・黒色土層 免期 粗製 縄文(摩滅)

縄 文 土 器 深 鉢 底部 南 東 ・表土層 宛期 粗製 網代痕

縄 文 土 器 深 鉢 底部 中 北 ・検出面 宛期 粗製 LR 縄文

縄 文 土 器 深 鉢 底都 1ヒ 西 ・検出面 免期 粗製

縄 文 土 器 深 鉢 底都 北 西 ・検出面 宛期 粗製

須 恵 器 霊 底都 中北 ・検出面 9C 剥 離

磁 器 碗 底部 中 Jヒ  ・検出面 18C 大堀相馬

磁 器 碗 口縁～底部 北 西 ・表土層 19C～ 台焼 (花巻)

石 器 石匙 長形 中 央 ・検出面 隠文 長 75c皿 、幅 2 3cm、 厚 ■0伽 頁岩

石 器 石鍬 調査区 北西 隠文 長 6 1cll、 幅 12 8clll、 厚 3 6cm 疑灰岩

石 器 凹石 調査区 北西 隠文 長 0 4cm、 幅 9 5cm、 厚 6 1cm 凝灰岩

砥 石 長 形 中央 南 長 5 8cm、 幅 5 7cn、 )享 3 2cn

砥 石 方形 中央 北 長 3 8cm、  幅 9 2cm、  厚 7 8cn

石 切 跡 盤 痕 一部 Z三99 17C～ 石切場 サンプル 花闘岩

(2)落合 2区 I遺跡
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(2)落合 2区 I遺跡

いくつか存在する。文献史料によると、「御城築直し御縄張は彦九郎政直公御代より北松齋勤中のよし。

但切石等は五大堂小山田辺より取候よし、・・ 。
(以下省略)」 とされている。この史料は『郷村古実

見聞記』であるが、同様の記述は安政七年 (1860)に 書かれた『花巻古事記』や18世紀末頃に書かれ

た『石鳥谷町邦内郷村志』でもみられる。このことから、北上川東岸に位置する花巻市東和町小山田

地区や花巻市五大堂地区より花巻城の石垣に用いられた石材がもたらされたことがわかる。この事実

を考えると、川船によって花巻城まで石材が運ばれたことが想像できる。この近世初頭におこなわれ

た花巻城修築以降の改修等は不明であるが、その後も石垣を改修している可能性も考えられよう。今

回調査した落合地区も同様の花闘岩が点在する土地であるため、南部氏指揮下この遺跡で花巻城の石

垣に用いるための石切作業がおこなわれた可能性も考えられる。また、遺跡は族ヶ石川に近く、船で

石材を運ぶことも容易であると推測される。花巻城の石垣普請に関する考古学的な資料が少ないため、

今回の調査でこのような石切場の一つが想定されることは大変有意義な成果であると考えられる。

なお、落合 2区 I遺跡の平成21年度調査に関わる報告は、これをもって全てとする。

<引用 。参考文献>

花巻市 F4t巻市史』第二巻

花巻市教育委員会 1997『花巻城跡―平成 4年度・ 5年度発掘調査報告書』

調査前現況
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写真図版 1 調査前現況



(2)落合 2区 I遺跡

調査区全景

基本層序断面

写真図版 2 調査区全景、基本層序断面
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(2)落合 2区 I遺跡

SKO司 出斤[面 SK01完掘

SK02完掘

SK03完掘

SK04凶FF罰 SK04完掘

-32-

写真図版 3 SK01～04



SK05凶 F[面

転石199(拡 大)

転石80。 162・ 199

(2)落合 2区 I遺跡

SK05完 掘

SD01断面 SD01完掘

転石80 転石199

転石 162

写真図版 4 SK05、 SD01
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(2)落合 2区 I遺跡

写真図版 5 出土遺物 (1)
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(2)落合 2区 I遺跡

け

写真図版 6 出土遺物 (2)
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(2)落合 2区 I遺跡

写真図版7 出土遺物 (3)
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たちばなだて

(3)立花館遺跡

所  在  地 北上市立花第 5地割108-4ほ か

委  託  者 回土交通省束】ヒ整備局岩手河ナ|1回道事務所

事  業  名 北上川中流部治水対策事業 (立花地区)

発 掘 調 査 期 間 平成21年 9月 1日 ～ 9月 30日

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当者

�IE66-1263・ TBD-09

1,2501N

l,2501N

北村忠昭 。米田 寛

1 発掘調査に至る経過

立花館遺跡は、「北上川中流部治水対策事業 (立花地区)」 の築堤盛土工事に伴い、その事業区域内

に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

北上川は、岩手県岩手郡岩手町御堂にその源を発 し、幾多の大小支川を合わせて岩手県を南に縦断

し、岩手 。宮城県境の狭窄部を経て、宮城県石巻市で太平洋に注 ぐ、幹線流路延長249kmの 一級河川

である。事業対象地域である「立花地区」は、北上川上流左岸76km付近に位置 し、平成14年 7月洪水

及び平成19年 9月洪水により、僅か 5年間で 2度も甚大な浸水被害が発生 している。背後地には住家

等の資産が集中していることから早期の治水対策が必要となっているため、事業着手したものである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、岩手河川国道事務所から平成21年 4月 13日

付国東整岩正-13号「北上川中流部治水対策事業 (立花地区)に係る埋蔵文化財の試掘調査 (依頼 )」

により岩手県教育委員会に対 して試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成21年 5月 7日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには立花

館遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成21年 5月 11日 付教生第258号「北上川中流部治水対策事業予

定箇所における埋蔵文化財の試掘調査について (回答 )」 イこより当事務所へ回答 してきた。

その結果を踏まえて当事務所は岩手県教育委員会と協議 し、調整を受けて平成21年 8月 31日 付けで

財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することとなった。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

第 1図 遺跡位置図
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(3)立花館遺跡

市営ラグビー場

嘲 理シ仁

調査区

0      1 :2,000    500m

第2図 調査区位置図

2 遺跡の位置と立地

北上川東岸の氾濫平野上に位置する (第 1図 )。 本遺跡周辺では、北に館Ⅳ遺跡、南に立花南遺跡

などで、古代集落跡が確認されている。現況は市営ラグビー場、桜並木 となっていたが、ラグビー場

整備以前は、雑木林 と畑地が広がっていた。その状況は1948年撮影の米軍空中写真でも確認できる(国

土交通省 国土地理院ホームページhttっノ/archive.宜 si.宜ojp/airphoto/「 国土変遷アーカイブス 空中写

真閲覧」を参照)。 なお、本地域は、北上川との比高差が少なく、北上川の洪水被害をたびたび受ける。

3 基本層序

堆積層を8層 (I～Ⅷ層)に大別し、さらに一部の堆積層については細分 した。調査区全体に I～

Ⅲ層の堆積が認められる。斜面地ではⅢ層の下にⅦ層が見 られ、Ⅳ～Ⅵ層が確認できなかった。 I層

は盛上、Ⅱ層は耕作土で、調査区北偵1では薄く、もしくは見られない。Ⅲ層は耕作の痕跡が見 られる。

Ⅲ a～ Ⅲd層 まで細分できたが、堆積の時期については判明していない。Ⅲ層はラグビー場造成前の

表土層で、遺物を包含する。主に調査区の南側で細分可能な堆積状況であった。Ⅳ層は洪水砂層、V

層は暗褐色粘土層で、遺物を包含 しない。Ⅵ層は5～ 10cm大の礫を主体 とする礫層である。

―-38-―



(3)立花館遺跡

―
L=57 500Ⅶ層は黄褐色砂層 と暗褐色粘土層の互層を一括 し

た。Ⅷ層は礫層である。Ⅳ層～Ⅷ層は北上川に向かっ

て、緩やかに傾斜 して堆積 している。

I層
Ⅱa層

Ⅱb層

Ⅲ 層

Ⅷ 層

暗褐色土 (盛土)

にぶい黄褐色砂層 (耕作土)

褐色砂層 (耕作土)

暗褐色土層 (遺物包含層 )

a～ d層 に細分可能である。

にぶい黄褐色砂層

暗褐色粘土層

暗褐色砂礫層

にぶい黄褐色砂 と暗褐色～褐色粘上の互

層を一括

暗褐色砂礫層

V

lllb

Ⅵ

一Ⅶａ

―
L=55 500

層

層

層

層

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

番晟審爆?7暮恩最虐含賽界とⅦ層内

第 3図 基本層序
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第 4図 遺構配置図
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(3)立花館遺跡

4 調査の概要

岩手県中世城館跡分布調査報告書 (岩手県教育委員会1986)に よれば、立花館は「範囲、遺構不明」

とある。今回の調査では、中世に関わる遺構・遺物を確認できなかった。

(1)遺構

1号土坑

調査区平坦面のⅣ層上面で検出した。楕円形プランである。平面規模1,60× 0,76m、 深さ15cmを 測る。

底面標高56.150m、 底面面積0.645だ である。長軸はN-46度―E。 堆積土は単層で、Ⅲ層に由来する。堆

積土下部から、弥生時代前期の特徴を有する土偶と、蛤刃状磨製石斧が出土 している。本遺構は弥生

時代前期の所産と考えられる。本遺構を墓媛と捉えるならば、これらは副葬品と捉えることが可能で

ある。一方、たまたま窪地に土偶 と磨製石斧が流入 したと解釈するこ

とも可能であり、積極的に墓壊と解釈するには根拠不足かもしれない。

なお、土偶は両腕、左乳房、両足先が欠損 してお り、磨製石斧は刃

部に摩耗やエッジダメージが見 られ、使用されたものであると考えら

れる。

1号畝間状遺構

時期不明の遺構である。Ⅲ層の堆積年代によって時期決定の判断が

左右されるが、今回の調査では、決定できなかった。調査区東側に広

がる畑地の延長線上にあることから、近現代の所産の可能性 も当然考

えられる。この場合、Ⅲ層内の遺物は客土や流れ込みによるものと判

断される。Ⅲ層をⅢ a～ Ⅲd層 に細分 したが、畝間状遺構はⅢb層～

1号畝間状遺構
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第 5図 検出遺構



(3)立花館遺跡

Ⅲ c層 内で検出している。調査区内での面積約32ど、芯芯間距離90～ 112cm、 深さ4～ 8 cmである。

やや広めの芯芯間距離であり、根菜類の栽培が考えられる。現代では大根・ニンジン畑が候補である。

(2)遺物

縄文土器・弥生土器 (中 コンテナ1.5箱 )、 弥生時代の上偶 2点、土師器・須恵器 (中 コンテナ0.5箱 )、

石鏃 5点、尖頭器 1点、石錐 1点、剥片・砕片 (小 コンテナ0.5箱 )、 打製石斧 1点、磨製石斧 1点、

スタンプ形石器 1点などの礫石器、鉄津 1点、銅銭 1点が出土した。主にⅢ層内から出土している。

ほとんどの上器が磨耗 しており、細片であった。廃棄場の様刑 を示す遺物出土状況であるが、廃棄時

の位置を保持しているとは考えがたく、少なくともⅢ層上部の遺物は、耕作やラグビー場造成により

流入出が繰 り返されたと考えられる。

縄文土器は晩期末の粗製土器、弥生土器は前期の多重沈線で区画された鉢類が主体である。 1号土

坑出土の弥生時代の上偶 (10)は、一見すると四足動物と見紛うが、動物形土製品のような丸みはな

く、頭頂部が扁平で、体部も板状であることから土偶と考えられる。類似形態の上偶は、二戸市火行

塚遺跡や北上市金附遺跡など、弥生時代前期の遺跡にみられる。背部に「 6」 の字状の文様が沈線で

描かれていることが特徴のひとつである。頭部、両腕、左乳房、両足先は欠損している。平坦面Ⅲ層

出上の土偶 (11)は、右腕部と考えられる。当該期の土偶には、腹面側に沈線文様、背面側に円形刺

突文の見られるものが多数ある。土師器・須恵器 (17～ 25)は平安時代の所産である。24の郭は底面

に穿孔がある。石鏃 (26～ 30)は有茎鏃である。在地系頁岩を使用している。尖頭器 (14)は頁岩製

で、押圧剥離によって両面を調整加工している。両端部のうち、丁寧な加工が施されるほうを先端部

とし、簡易な側縁調整によって器体整形されているほうを基部と認定した。 1号土坑出上の磨製石斧

(13)は安山岩製で、縄文時代に隆盛する擦切技術による形態、すなわち基部断面が長方形あるいは

隅丸方形の形態ではなく、基部が円形もしくは楕円形の形態を呈する。刃部の研磨は正裏両面に施さ

れている。刃部の破損は使用痕跡と考えられる。スタンプ形石器 (16)は、安山岩製で、長方形に近

い素材を分割し、分割面を打面として調整を施す。

5 まとめ

今回の調査は、立花館遺跡の西側縁辺部分が対象となった。Ⅲ層から土師器、須恵器、縄文土器、

弥生土器などが出土しているが、Ⅲ層の明確な堆積年代を把握するまでには至らなかった。調査区南

部の平坦面 (A区 )で遺物が比較的多く回収できた。ここではビニール製品を伴う現代の建物跡と、

弥生時代の土坑を検出した。斜面地ではⅢ層内に畠の痕跡と考えられる畝間状遺構を確認した。畝間

状遺構の時期を決定する明確な根拠はない。今回の調査では、縄文～古代の集落の西端にある廃棄領

域の存在を明らかにした。したがって集落の主体は、その東側に広がっていると考えられる。

なお、立花館遺跡2009年度調査に関わる報告はこれをもってすべてとする。

<引用・参考文献>

岩手県教育委員会 1986『岩手県中世城館跡分布調査報告書』岩手県文化財調査報告書第82集

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1981『 二戸バイパス関連遺跡発掘調査報告書 ―上田面遺跡 大桜U遺跡火行塚遺

跡 』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第23集

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2006『金附遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第

482歩篤
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(3)立花館遺跡

0            1 :3           1 0cm

オ

一界 表 遺物観察表

第 7図 出土遺物 (2)

〃~//―

No 種別 器種・部位 位置 層位 調整 特徴・備考

1 土 器 浅休  日縁 AttT13付近・ I層 沈線、突起、穿孔、 内外面 ミガキ、日径 15 5cm

土 器 浅外 ? 日縁 AttT12-13間 すⅢ層 多重沈線、口唇部突起、

3 土 器 鉢類・日縁 AttTll-12間  Ⅲ層 多重沈線、波状口縁、内外面 ミガキ

4 土 器 鉢類・口縁 AttTll-12間  ■層 多重沈線

5 土 器 浅鉢 ?・ 口縁 AttT13付近・ Ⅲ層 多重沈線

土 器 浅鉢 ?・ 胴部 AttTH-12間  Ⅲ層 多重沈線、ボタン状突起、縄文LR斜、磨消

7 土 器 深鉢 ?`口縁 AttT13付近・ I層 口縁 ヨコナデ、縄文LR斜、磨消

土 器 浅鉢・底部 AttTll-12間 ・Ⅲ層 多重沈線、縄文LRヨ コ、磨消、底径6cn

土 器 浅鉢・底都 AttTll-12間 ・I層 多重沈線、底径8cn

土製品 土偶 体部 l号土坑 堆積土
頭部 両腕・左乳房 ,両足先欠損、沈線、刺突、背部に 6の字状沈線、長5 2cm、 幅29∞、

厚22c41、 重量259質

11 土製品 土偶 ・右腕 AttT12-13間 'Ⅲ 層 沈線、刺突、長3 8cn、 幅4 9cn、 厚 1 7cm、 重量241g

石 器 石錐 T13・ I層 長4 60cn、 幅 1 59cm、 厚 1 16cm、 重量73g、 メノウ製

13 石器 磨製石斧 1号 土坑・堆積土 長8 91cm、 幅4 93cm、 厚3 37cm、 重量2341質 、安山岩製

14 石器 尖頭器 r18・ Ⅱ層 長5 89cm、 幅2 61cn、 厚0 71cn、 重量135宮、買岩製

15 石器 打製石斧 r13・ Ⅱ層 長11 08cШ、幅4 66cla、 厚2 26cm、 重量1902g、 買岩製

石 器 ス タンプ形石器 Ⅱ層 長7 63cШ 、幅7 03cm、 厚 3 99cm、 重量3671g、 安山岩製

17 須恵器 壼養類 口縁 AttT14-15間 ・I層 ロクロナデ、頚部ケズ リ、口径18 35cm

須恵器 壼甕類 顕部 AttTll-12FHl・ Ⅲ層 ロクロナデ

19 土師器 鉢類 ・底部 AttT13-15FHl・ Ⅲ層 ロクロナデ、底径14 6cm

土師器 養・口縁～胴部 AttT13付近・Ⅲ層 口縁部 ヨコナデ、外面ナデ、内面ハケメ、 日径 16 0cl

21 須恵器 壺甕類・胴部 11 ・ Ⅲ層 外面タタキメ、自然釉、内面ロクロナデ、ナデ

22 土師器 宛杯類 。日縁 AttTll-12間  Ⅲ層 外面ナデ

土師器 養 胴部 AttT12-13間  Ⅲ層 日縁部ヨヨナデ、外面ナデ、内面ハケメ

土 R扁 器 不・底部 Ⅲ層 ロクロナデ、内面黒色処理、内面 ミガキ、底面穿孔、底径6cm

土師器 宛不類 台部 rlo Ⅲ層 ロクロナデ、内面黒色処理、内面 ミガキ、底径6cn

石器 石鏃 A区  Ⅲ層 有茎鏃、長3 95cm、 幅1 79cm、 厚 1 20cll、 重量55E、 買岩製

石 器 石鏃 A区・Ⅲ層 有茎鏃、長2 33c ll、 幅1 20cm、 厚0 51cll、 重量 1lg、 頁岩製

石 器 石 鏃 Ⅲ層 有茎鏃、長2 07cll、 幅1 05cm、 厚0 39cll、 重量07g、 頁岩製

石器 石鏃 AttT13付近・Ⅲ層 有茎鏃、長289伽、幅1 02cn、 厚0 41cn、 重量10々、頁岩製

石器 石鏃 r19 Ⅲ層 有茎鏃、長1 65cn、 幅0 73cm、 厚0 39cla、 重量09g、 頁岩製
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(3)立花館遺跡

1号畝問状遺構検出状況 (7号 トレンチ内)           1号 畝間状遺構近景 (7号 ドレンチ内)

写真図版 1 調査区、検出遺構 (1)

調査前現況 調査風景

基本層序 (4号 トレンチ東壁) 8号 トレンチ南壁断面

7号 トレンチ東壁断面 1号畝間状遺構断面

-44-



13号 トレンチ北璧断面東端部 (南から)

写真図版 2 検出遺構 (2)

(3)立花館遺跡

平坦面完掘状況 (南から)

1号土坑遺物出土状況 (北から) 1号土坑全景 (北から)

写真図版 3 出土遺物 (1)
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(3)立花館遺跡

一．

写真図版 4

い に
25

30

29
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(4 I遺跡

所  在  地 奥州市胆沢区若柳字平根原5-1ほか

委  昌モ  ;旨  回土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所

事  業  名 胆沢ダム建設事業

発掘調査期間 平成21年 9月 1日 ～ 9月 30日

遺跡ヨード・略号  NE31‐1090。 HNH I-09

調査対象面積 12,000ポ

調査終了面積 12,000だ

調 査 担 当者  濱田 宏・佐々木智久

鴎
原

ね
根

嶋
平

1 調査に至る経過

平根原 I遺跡は、剛旦沢ダム建設事業」に伴い、その事業区域内に位置することから、発掘調査を

実施することとなったものである。

胆沢ダムは、北上川右支川胆沢川に建設中の堤体高132m、 堤頂高723m、 総貯水容量 1億4,300万

ゴの中央コア型ロックフィルダムであり、その目的に洪水調節・河川環境保全等のための流水確保・

かんがい用水・水道用水・水力発電を有する多 目的ダムである。

胆沢ダム建設事業は、平成 2年 5月 11日 に「胆沢ダムの建設に関する基本計画」が官報告示 されて

建設着手し、その後平成12年 6月 14日 に基本計画変更が官報告示され、事業費及び工期改定を行い現

在に至っている (当初工期 :平成11年度→変更工期 :平成25年度)。

埋蔵文化財の取 り扱いについては、事業に先立ち昭和58年 10月 に建設省 (現国土交通省)新石淵ダム

調査事務所 (昭和63年 4月 に胆沢ダムエ事事務所に組織改正)か ら、ダム事業区域内における埋蔵文化

財の有無を岩手県教育委員会に照会し、周知地区864,000ゴ、可能性有地区490,000ど を確認した。その後

は、水没面積4,400,000∬ を含む事業区域内における埋蔵文化財の包蔵地について、毎年度、各工事の実

施に先立って岩手県教育委員会との協議を行いながら、計画的に調査を実施してきているところである。

胆沢ダム建設事業に関する平根原 I遺跡の埋蔵文化財調査は、ダムの湛水により影響を受ける常時

満水位以下の区域 (約 64,000�)を実施することとし、平成20年 5月 21日 付け国東整胆調設第14‐2号

により、胆沢ダムエ事事務所長から岩手県教育委員会に試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会が平成20年 9月 2日 ～ 5日 の 4日 間にわたり試掘調査を実施 した結

果、調査区域東側に位置するA地区 (常時満水位以下)では、埋蔵文化財は確認されなかったが、同

じく常時満水位以下の C地区 (調査区域西側)では、引き続き調査が必要な状況であった。

ミ
涯
Ｗ
ｋ

「， 一ヽ
清一崩「一一”

手弘亙

第 司図 遺跡の位置
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(4)平根原 I遺跡

そのため、埋蔵文化財調査計画について、平成21年 1月 9日 に岩手県教育委員会 と協議し、財団法

人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに委託して発掘調査を実施することになったものである。

(国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所 )

2 遺跡の位置と立地

遺跡は、奥州市胆沢総合支所の南南西およそ18km、 石淵ダムの南西 3 km付近に位置 し、北東方向に

流れる前川によって形成された】ヒ西向きの段丘上に立地する。標高は337.Om～ 349,Omである。

本遺跡の周辺は、かつて開田されたが数年で放置され、現在ではほぼ全域が原野となっている。

3 基本土層

L‐343600M

調査区は、高位面 と低位面の大 きく2つからなるが、

その中間地点に設定 したT6付近では、次のような土層

が観察された。

I層 黒褐色の現表土 (層 厚 5～15cm)腐植上の発

達が良くない。

Ⅱ層 黒褐色 と黄褐色土の混合土 (層厚20～ 60cm)開

田時に凹部に入れられた盛土か。本層下の凹部

には、泥炭層や灰色の粘土層がみられる箇所が

ある。

Ⅲ層 責褐色土 (層厚10cm以上)地 山。層厚不明。

Ⅳ層 にぶい黄褐色砂層 (層厚20～40cm)

V層 明責褐色砂礫層 (層厚20cm以上)

なお、高位面では表上下に暗褐色上の漸移層を挟んで

地山となる。

第 2図  T6北壁 基本土層
4 調査の概要

調査では、まず全体の状況を把握するため2m幅のトレンチを26本 (Tl～ 26)設定し、重機によっ

て掘削後人力で遺構の検出作業を行った。あわせて遺物の有無や土層の観察も行った。Tlか らT19

については、新設されるダムの常時満水位 (標高345.6m)以下の本調査範囲に、 T20か らT26は、

常時満水位以上の確認調査範囲に設定したものである。

トレンチの総長は950mを数え、調査面積の約15%を掘削したが、遺構。遺物は全く確認されなかっ

た。各 トレンチの上層の観察によって、今回の調査区は比較的新しい前川の氾濫箇所が主体となるこ

とが明らかとなり、このことから全域の表土掘削は不要との判断がなされ、調査は当初予定を―ヶ月

ほど繰り上げて終了した。

調査区高位面には、今現在でも湿地が形成されている箇所があり、この周辺は居住するには適さな

い土地であったと考えられる。既述のとおり、水田耕作も長くは営まれなかったようであり、さらに

さかのぼって昭和20年頃には人家が 2軒ほどあったらしいが、これもまた 2、 3年で引き上げたとの

ことである。次ページの写真に見えるコンクリートの構造物は、前川の姑岸に渡した吊り橋の橋脚と

のことであるが、その人家があった際に使われていたものであろう。

なお、平根原 I遺跡平成21年度調査に関わる報告はこれをもって全てとする。

０。

く
ｃｍ
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A

(4)平根原 I遺跡

(本調査区〉

第 3図  トレンチ配置図

基1(拒 1°

B:::]:B

級(拒
1°

::識 ]:B
(※ 世界測地系 )

(標高345600mラ イン)

0 1:2.OO0 25m
十

一

/1

常時満水位

昼
窮

T13■ 14

1表  トレン
トレンチ
No 深 さ (cm) 状  況

Tl 20～40 巳濫 1回

T2 50～200 落±15m
T3 30～ 180 聾±12m
T4 7o～210 E濫 1回

T5 20～40 表上下黒褐色土腐食層あ り

T6 40～ 120 L濫 1回 、上位砂層

T7 20～ llXl 巳濫 1回

T8 20～ 180 :2回 、下位砂

T9 20～ 120 B濫 2回

T10 20～ 150 L濫 4回

Tll 20～ 170 L濫 3回

T12 50-゛ 180 B濫 3回

50～200以 上 l濫 3回、盛土厚 い、下位ヱ

T14 lllll～200 L濫 3回、盛土厚い、下位湧水

T15 70～ 21111以上 すべて盛土

T16 10～200以 上 すべて盛土、壁湧水により崩落

T17 20～200以 上 甚上、上位岩盤

10～200以 上 下位湧水、上位岩盤

T19 10～180 L濫 1回、上位岩盤

30～40
I表土  Ⅱ黒褐色土 lll漸 移層
Ⅳ褐色土 (地 山)

T21 30～40

T22 30～40

T23 30～40

T24 30～40

T25 20～50

T26 30～40

第 4図 遺跡範囲と調査区
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(4)｀ r根原 I追跡

調査前の状況 T6北壁基本層序

T7全景 T9全景

T14全景 T19全景

T20全景 T25全景
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(5) 第25次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田4地割47-1ほか

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 9月 15日 ～ 9月 17日

遺跡ヨード・略号 L E26-0139。 IYM-09-25
調査対象面積 1,234ゴ

調査終了面積 1,234だ

調 査 担 当 者 金子昭彦・藤原大輔

跡逹退
勘
盛

や
矢

1 調査に至る経過

盛岡南新都市土地区画整理事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (当時)の三者が地域

振興整備公団 (現、独立行政法人都市再生機構)に対して事業要請を行い、これを受けて公団が実施

計画を作成した。平成 8年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事業の実施許可が下り、平成 3年度から

面積約313haを 対象とした土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取扱についても協議が重ねられた。その結果、本調

査に関しては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行って本調査を必要とする範囲を確定した上で、財団

法人岩手県文化振興事業団の受託事業とすることとなった。

矢盛遺跡第25次調査については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成21年度の事業とし

て確定した。これを受け、平成21年 5月 1日 に財団法人岩手県文化振興事業国理事長と盛岡市長の間

で委託契約を締結した。

(盛岡市都市整備部盛岡南整備課)

第 1図 遺跡の位置
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(5)矢盛遺跡 第25次調査

2 遺跡の位置と立地 (第 1図 )

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南に約 3 km、 仙北町駅から南西約1.8kmに 位置 し、

雫石川によって形成された沖積段丘上および周囲の旧河道に立地する。標高は122m前後である。

3 基本層序

0層  盛土。層厚 0～ 120cmo I層  表土。腐食土か耕作土 (水 田 )。 層厚 0～50cmo V層

10YR4/4褐色砂層。地山。層厚不明。

*こ の地域では、通常、 Ⅱ層 :ク ロボク上、Ⅲ層 :漸移層、Ⅳ層 :黄褐色土が認められるのだが、本

調査区では全 く認められなかった (Ⅱ 層上部が平安時代遺構の掘 り込み面)。

4 調査の概要

今回の調査区は、遺跡推定範囲の南東端に相当する。第26次調査区が南側の飛び地北側に隣接し(第

2図 )、 トレンチは通 して設定したが (第 3図 )、 トレンチ 1(Tl)は 第25次で報告する。

トレンチ 3～ 6(第 3図 T3～ 6)の地点は、既に工事が一部進められていたため (写真図版上段 )、

lm前後の盛上が見 られた。 トレンチ 3。 4では、80cmの盛上の下に50cmほ どの水田耕作土が認めら

れ、すえた臭いが鼻につ く。 トレンチ 5は、110～ 120cmの盛土の下は地山で、既に表土は残っていな

かった。 トレンチ 6は、90cmほ どの盛上下に表土である水田耕作土が10～ 20cm残 っており、ここでも

すえた臭いが鼻についた。ただし、北側は大きく攪舌しされ、表土は残っていなかった。

遺構、遺物は全く出土せず、今回の調査区の大部分は、既に遺跡範囲から外れている可能性が高い。

南側に隣接する第13次調査区 (当 センター報告書第534集 )で も、同様の結果が得られている。西側

ノ
イ

/´
//′

/

調査済み

綾  第25次調査区

機  第26次調査区

ド、
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第2図 これまでと今回の調査範囲
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古代の溝跡などが検出されている (第 2

これをもって全てとする。

(5)矢盛遺跡 第25次調査

3図 )。
に隣接する第 9次調査区 (同第508集)では、

なお、矢盛遺跡第25次調査に関わる報告は、
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第 3図 今回の調査区とその周辺
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(5)矢盛遺跡 第25次調査

第25次 。26次調査範囲全景 (北から)

トレンチ3 トレンチ 4

トレンチ5 トレンチ 6
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写真図版 1 第25次調査区



(6) 第26次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田 4地割49-1ほ か 遺跡コード・略号 L E26-0139・ IYM-09-26
委  託  者 独立行政法人者【市再生機構岩手都市開発事務所 調査対象面積 334ゴ

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業  調査終了面積 334∬

発掘調査期間 平成21年 9月 15日 ～ 9月 17日   調 査 担 当 者 金子昭彦 。藤原大輔

1 調査に至る経過

盛岡南新都市土地区画整理事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (当時)の三者が地域

振興整備公団 (現、独立行政法人都市再生機構)に対して事業要請を行い、これを受けて公団が実施

計画を作成した。平成 3年 12月 に建設大臣と回土庁長官から事業の実施許可が下 り、平成 3年度から

面積約313haを対象 とした土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取扱についても協議が重ねられた。その結果、本調

査に関しては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行って本調査を必要 とする範囲を確定 した上で、財団

法人岩手県文化振興事業国の受託事業とすることとなった。

矢盛遺跡第26次調査は、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成21年度の事業として確定し

た。これを受け、平成21年 6月 11日 に財団法人岩手県文化振興事業団理事長と都市再生機構岩手都市

開発事務所長の間で委託契約を締結 した。

跡注退
御
盛

や
矢

希一工〔澪　蜘

(独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所 )

第 1図 遺跡の位置
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(6)矢盛遺跡 第26次調査

2 遺跡の位置と立地 (第 1図 )

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南に約 3 km、 仙北町駅から南西約1.8kmに位置 し、

雫石川によって形成された沖積段丘上および周囲の旧河道に立地する。標高は122m前後である。

3 基本層序

0層  盛土。層厚 0～120cmo I層  表土。腐食土か耕作土 (水 田 )。 層厚 0～50cmo V層

10YR4/4褐色砂層。地山。層厚不明。

*こ の地域では、通常、 Ⅱ層 :ク ロボク土、Ⅲ層 :漸移層、Ⅳ層 :黄褐色土が認められるのだが、

本調査区では全 く認められなかった (Ⅱ 層上部が平安時代遺構の掘 り込み面)。

4 調査の概要

今回の調査区は、遺跡推定範囲の南東端に相当する (第 4図 )。 第25次調査区飛び地が南側に隣接

するが (第 2図 )、 トレンチは通 して設定 した (第 3図 )。

トレンチ 1。 2(第 3図 Tl・ 2)では、表±40～50cm下 に地山が認められた。表土は水田耕作土

あるいはそれを動かしたものが主だが、腐食上の部分もある (桜、柳の大木があったところ)。

遺構、遺物は全 くなかった。水田造成前には残っていた可能性もなくはないが、地形と地山からそ

の可能性は低 く、今回の調査範囲は既に遺跡範囲から外れている可能性が高い。北側に隣接する第13

次調査区 (当 センター報告書第534集)で も、同様の結果が得 られている (第 2・ 3図 )。

遺跡の南限は堰になってお り (第 4図 )、 この方向に沖積段丘が伸びる。段丘上西端 (第 4図 1次

調査区付近)では平安時代の集落が (当 センター報告書第205・ 555集 )、 段丘下 (同 10～ 13次調査区
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第 2図  これまでと今回の調査範囲
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(6)矢盛遺跡 第26次調査

以西)では中近世の居館跡・集落跡が検出されている (同第534集ほか)。

なお、矢盛遺跡第26次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。
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(6)矢盛追跡 第26次調査

※ 座標値は日本測地系第X系 による。

0  1:■000 100m 醤
ヒ======土======ヨ     8

第 4図 遺跡推定範囲における調査区の位置 (右下網部分)

調査範囲全景
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写真図版 1 第26次調査区



おおみやきた

(7)大宮北遺跡第15次調査

所  在  地 盛岡市本宮字小幅 3-3ほ か  遺跡コード・略号 L E16-2036。 00K-09-15
委  託  者 岩手県盛岡地方振興局土木部  調査対象面積 2,000ゴ

事  業  名 主要地方道盛剛B賀線飯岡地区道路整備事業 発掘調査面積 2,000ポ

発掘調査期間 平成21年 6月 1日 ～ 6月 30日  調 査 担 当 者 小林弘卓・北田 勲

1 調査に至る経過

大宮北遺跡は、「主要地方道盛岡和賀線飯岡地区道路整備事業」の道路改良工事に伴い、その事業

区域内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

主要地方道盛岡和賀線は盛岡市を起点とし、矢巾町、紫波町及び花巻市を経由し、北上市に至る延

長51.49kmの幹線道路である。本事業は、現道における交通混雑の緩和 と歩行者等の安全性の向上を

図るとともに、幹線道路である本路線の年間を通 じた機能向上を図ることを目的として整備するもの

である。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、平成20年 8月 27日 付盛地土第7103号「主要

地方道盛岡和賀線飯岡地区道路整備事業における埋蔵文化財の試掘調査について(依頼)」 により岩手

県教育委員会に試掘調査を依頼 し、平成20年 10月 2日 、平成20年 10月 3日 及び平成20年 11月 17日 に調

査を実施したものである。

調査の結果、埋蔵文化財の存在が確認され、平成20年 11月 25日付教生第1111号「埋蔵文化財の試掘

調査について(回答 )」 イこより、工事に着手するには大宮北遺跡の発掘調査が必要とのことから、岩手

県教育委員会と協議 。調整を行い、平成21年 5月 25日 財団法人岩手県文化振興事業団と委託契約を締

結 し、発掘調査の実施に至ったものである。 (岩手県盛岡地方振興局土木部 )

11い 歳ヽ1潔〔I′好

1:25,000 小岩井農場・盛岡

第 1図 遺跡位置図
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(7)大宮北遺跡第15次調査

2 遺跡の位置と立地

大宮北遺跡は、 JR盛岡駅から南西に約 2 kmの本宮字小幅地内に所在する。遺跡は雫石川右岸の低

位沖積段丘面に立地 してお り、標高は126m前後、現況は宅地及び果樹園である。

3 基本層序

基本層序は I～Ⅵ層に分層される。 I層黒褐色土と褐色土の混合である表±30～ 50cm、 Ⅱ層黒色土

の旧表±10～ 20cm、 Ⅲ層にぶい黄掲色土 (上面が第一遺構検出面)10cm、 Ⅳ層褐色土 (最終遺構検出

面)20～ 50cm、 V層 にぶい黄褐色砂礫50cm、 Ⅵ層にぶい黄褐色砂・層厚不明である。

4 調査の概要

大宮北遺跡は昭和59年度から平成19年度までに14次の調査が行われてお り、今回は第15次調査にあ

たる。これまでの調査における主な成果 としては、第 4次調査では平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建

物跡、土坑、溝跡、第 8次調査では建て替えの認められる掘立柱建物跡や土坑が検出され、10世紀に

位置付けられる土器が多数出上している。第 9次調査では近世から近代にかけての土坑墓が60基確認

されている。また、第11次調査では今次調査 とも関連する溝跡 1条などが検出されている。

今回の調査で確認された遺構は、竪穴住居跡 1棟、溝跡 1条である。また、この他に調査区北端に

おいて段丘状の落ち込みが確認された。

なお、グリッドの設定についてであるが、本遺跡の調査が複数次に亘 り、且つ調査機関も様々であっ

たため、過去において各々異なった設定を行っていることから、今次はグリッドを設定せず座標値 (日

本測地系)のみを付記することとした。

鷺亀
第 3次

0     1:3000    100m

一-60-―

第 2図 遺跡位置図



(7)大宮北遺跡第15次調査
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(7)大宮北遺跡第15次調査

(1)遺構

RA003竪穴住居跡 (第 4図、写真図版 1・ 2)

調査区北側に位置し、検出面はⅣ層である。現存していた宅地等によって大きく削平を受けており、

埋土が10cmに満たない部分もある。前年度に行われた試掘によっても南東側が若千の影響を受けている。

また、RG015溝跡と重複しこれに切られるため北側は消失している。確認された平面形は南隅が不整な

隅丸方形である。残存状態が悪く、断面等では確認ができなかったため可能性の示唆に止めるが、本遺

構は竪穴住居跡が2棟重複していた可能性がある。カマドが遺存する南東壁から繋がる部分が新期、こ

れより規模がやや大きく、西側に遺存する壁が見られる部分が旧期の住居跡と思われる。出土した遺物

もこの新期住居跡に伴うものであろう。西壁から推測すると、両者とも軸方向は概ね南東―北西方向にあ

るが、新期の方が同方向により傾いており、新期で一辺約2.9m、 旧期で一辺約3.5mの規模が推祭される。

壁は残存する部分では直角に近い角度で立ち上がり、壁高は最大25cmを測る。埋土は3層に細分したが、

主体となるのは1層黒褐色上である。床面は暗褐色土と褐色土を混合した只占床上がほぼ全面に施されて

いるがやや軟質である。床面施設は明確なものは確認できなかったが、カマド左側にあたる南東隅が全

体よりも若干窪んでおり、貯蔵穴としての機能も考えられるが判然としない。カマドは南東壁の北寄りに

付設されている。上述により煙道や右袖等が消失している。袖の基部は壁からの造り出しで、これに粘

土を貼り付けて構築していたものと思われる。焚回の両側には芯材として土師器の甕が用いられており、

倒立状態で設置されている (RPl・ 2)。 燃焼部焼土は赤褐色を帯び、不整な楕円形状に広がる。この南

東方向からは亜円礫 (Sl)が出土しており、支脚として使用された可能性がある。煙道は長さ約1.2m、

幅20～ 30cmで、概ね水平に先端へと向かう。構築方法は剣り貫きか掘り込みかは残存部からは判断でき

ない。煙出孔は大半が消失しており、下部の痕跡が3～ 5 cm残存するのみである。遺物は土師器が中コ

ンテナで1箱出上した。このうち掲載したのは1～ 8の 8点である。いずれもカマド及び床面からの出土

である。これらの出土遺物から、7世紀後半の遺構と考えられる。

RG015溝跡 (第 5図、写真図版 2)

調査区北側に位置し、検出面はⅢ層及びⅣ層である。本溝跡は規模・形状・走向方位等から、盛岡

市教委による平成19年度第11・ 13次調査で確認されたものと同一遺構と判断した。RA003竪穴住居と

重複するが上述のとおりである。今回検出した規模は、長さ24.6m、 幅2.5～ 3mである。直線状に廷

び、走向方位はおよそ北東京一南西西にある。底面標高は北東京に向かって低位となる。断面形は西

側では箱形、東側では流水などの影響によりV字状となり、深さは最深部で90cmを 測る。埋土は最大

5層に細分され、黒～黒褐色土を主体とする自然堆積土と考えられる。本遺跡北側から隣接する小幅

遺跡との間には北西―南東方向に走向する旧河道が存在すると考えられており、これに連結していた

ものと思われる。実際、本調査区内でも北端に段丘縁と思われる落ち込みが確認されている (北側段

丘縁)。 遺物は土師器が小コンテナで約0.5箱、須恵器が 2点出土した。このうち掲載したのは9～ 15

の 7′点である。過年度でも類似する土器が伴出しており、今回も同様に10世紀代に位置付けられると

思われる。本遺構は前回分を含めると全長120mと 長大な溝跡となり、北側は今回確認された自然地

形と連結することから、区画機能をもっていた可能性が窺える。

北側段丘縁 (第 5図、写真図版 3)

調査区北端に北側に向かって下がる落ち込みを確認した。調査区内では深さ1.2mを 測り、東側で

RG015溝跡と連結している。新旧関係は判断できなかったが、同時存在である可能性も考えられる。

遺物は小コンテナで約0.5箱 出土している。掲載したのは17～21の上師器 5点である。
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RA003竪穴住居跡

A L=1276m

(7)大宮北遺跡第15次調査

焼土範囲

貼床範囲

RA003
1 10YR22黒 褐色 粘性あ り 締 まりややあ り

炭化物微量、責褐色土粒少量含む

2 10YR3/4暗褐色 砂質 粘性なし 締 まりあ り
3 10YR17/1黒色 粘性あ り 締まりなし

4 10YR3/3暗褐色 粘性あ り 締 まりややあ り

掲色土プロック混合土 貼床土

一
』

0     1 :50    1m

―

0     1 :25   50cm

―

RA003カ マ ド
1 10YR1 7/1黒色 粘性あ り 締 まりややあ り

焼土プロック少量含む
2 10YR2/3黒褐色 粘性あ り 締 まりややあ り

焼土プロック・炭化物少量含む

3 10YR3れ 暗褐色 粘性・締まりあ り
4 10YR2カ 黒褐色 粘性 締まりあ り

一部黄褐色砂質土混入

5 75YR3/2黒 褐色 粘性・締まりあ り

焼土ブロック多量含む

6 10YR2/2黒褐色 粘性あ り 締 まりややあ り
7 10YR3/3暗褐色 粘性 締 まりあ り

焼土ブロック多量含む

8 10YR5/6黄褐色～ 4/4褐 色

粘性なし 締 ま りややあ り 地山再堆積土か

9 10YR2/2黒褐色 粘性・締 まりなし

10 10YRン4暗褐色 粘性 締 まりあ り
■ 10YR2/1黒 色 粘性あ り 締 まりなし

12 10YR3/3暗褐色 粘性なし 締 まりややあ り

焼土プロック微量含む
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10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性・締まりややあ り

焼土ブロック・褐色土ブロック多量含む

10YR3/4暗 褐色 粘性・締 まりあ り
10YR3/3暗 褐色 粘性・締まりあ り
5YR4//6赤 褐色 粘性 締 まりあ り 燃焼部焼土

10YR3/2黒 褐色 +10YR4/4褐色の混合土

粘性・締 まりあ り 芯材痕埋土

10YR3/3暗 褐色 粘性 締まりあ り 芯材痕埋土

5YR3/4暗赤褐色 粘性 締 まりあ り 焼土塊
10Y隠れ 暗褐色 粘性あ り 締 まりややあ り

災化物中量含む
10YR3/3暗 褐色 粘性・締まりあ り

黒褐色土ブロック多量含む

10YR3/3暗 褐色 粘性 締まりあ り 貼床土か

10YR2//3黒褐色 粘性 締 まりあ り 貼床土か

10YR3/3暗 褐色 粘性・締 まりあ り 貼床土か

10YR3/4暗 褐色 粘性・締 まりあ り 貼床土か

10YR3/8暗 褐色 粘性 締 まりあ り 貼床土か

」で
Ｏ

ＲＰ輔
か
塩

B L=1275m

RA003カ マ ド

第 4図 RA003竪 穴住居跡
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(7)大宮北遺跡第15次調査

RG015溝跡

北側段丘緑

A T=1"7

A L=127.hm

B  L=12■5m

|

第5図 RG015溝跡、北側段丘縁

＜
挙

殴
ゞ
部
Ｎ
Ｔ
＞

及iIミ 1任%難織 り粽帯4:P,野
3 10YR2/2黒褐色 粘性あり 締まりなし

.盆釜む君琶催絶争継議親～Й鞘働貯ルト
粘性 ,締 まりなしを混合

5.10YR2/2黒猾色 砂質 構牲4じ―締まり欠 砂礫層

北側段丘縁
1!10YR2/2黒tBt 粘性・締まりあり 楢痕多量 表土

箋!聯詐羅
'羅

1俸
う 10YR2/2～ a黒桐色+3/3暗褐色 粘控なし 締まりややあり

住総魂もえ魏 触 守
ら
纏樅し崩落土

L=12717卿
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(7)大宮北遺跡第15次調査

1琲 惟

第 6図 RA003(1)出 土土器
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(7)大宮北遺跡第15次調査

に マ ¶ ∈ 妻け 房
RG015出土

観
:1奮専と

遺構外出土

に

０¨

拗
礁 21
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第 7図  RA003(2)、 RG015、 遺構外出土土器
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(7)大宮北遺跡第15次調査

(2)遺物

今回出土した遺物の総量は大コンテナ 1箱である。大半が土師器で、その他は須恵器が十数点であ

る。このうち掲載したのは21点 と前年度試掘調査時に出土 した 2を点を合わせた計23J点である。

1～ 8はRA003竪穴住居跡出土である。すべて土師器で非ロクロ成形である。 1～ 4は長胴甕、 5

は球胴奏で、 1を除き内外面ハケメ調整されている。 1は内外面ともハケメ調整後、縦位のミガキが

行われている。 1～ 4はいずれも体部は寸胴で、底部に向かって急激に窄む形状をする。 6～ 8は郭

で、体部下半に段を持つ。 6・ 8は内外面黒色処理、 7は内面黒色処理でミガキ調整が施される。い

ずれも7世紀後半代の製作と考えられる。 9～ 15はRG015出土である。 9～ 12土師器郭、13～ 15須恵

器大奏である。いずれもロクロ成形で、土師器郭は非黒色、10世紀代の製作 と思われる。16～ 231ま 遺

構外出上である。16は高台付杯、17～20は郭で、いずれもロクロ成形で10世紀代の製作 と考えられる。

21は壷と思われ、縦位に赤色塗彩されている。22・ 23は ロクロ成形の必である。墨書が見 られるが、

文字については判別できなかった。 9世紀後半の製作 と思われる。

5 まとめ

今回の調査において、 7世紀後半の竪穴住居跡 1棟と10世紀代の溝跡 1条が確認された。古墳時代

終末期の住居跡が検出されたことから、該期集落の周辺への広が りが今後期待される。また、10世紀

代の遺物を出上したRG015溝跡及び北側段丘縁は、状況的にも同時に存在・機能していた可能性が高

いと思われるが、第 8次調査においても同時代の土器を多数伴出した建て替えの認められる掘立柱建

物跡や土坑が検出されていることから、これら建物群等と関連し、これらを構成する空間を区画する

用途があったものと推察される。

なお、大宮北遺跡第15次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。

第 1表 土器観察表 ( ):残存値、〔 〕:推定値

No
出土地点

層位 種類 器種
残存率 (°o) 計測値 (cm)

外面調整 内面調整 備考
遺構名 位 置 日縁部 底部 日径 底径 器 高 最大径

1 RA003 床面 土師器 箋 0 (279) 体 :ミ ガキ、

底 :ケ ズリ
体 :ハ ケメ ,ミ ガキ 非ロクロ

2 RA003 RP2 カマド 末面 土師器 甕 186〕 目 :ヨ ヨナデ、

体 :ハ ケメ
口 :ヨ ヨナデ、
体 :ハ ケメ

非ロクロ

3 RA003 RP4 Eベルト 床面 土台騒器 甕 5 66 日 :ヨ コナデ、
体 :ハ ケメ

日 tヨ ヨナデ、
体 :ハ ケメ・ミガキ

非ロクロ

4 RA003 カマド 鶉落土中など 土師器 甕 0 0 体 :ハ ケメ 体 :ハ ケメ 非ロクロ

5 RA003 RP3 末面 土師器 賓 0 75 体 :ヘ ラナデ 体 :ケ ズ リ 非 ロクロ

6 RA003 RP5床面一括 床 面 土師器 郭 日～体 :ミ ガキ、

底 !ケズリ、黒色処理

日～底 :ミ ガキ、

黒色処理
非ロクロ

7 RA003 カマド 崩落土中 土師器 郭 0 日 :ミ ガキ、

体 !ケズリ、黒色処理

日～体 :ミ ガキ、
黒色処理

非ロクロ

8 RA003 来面 土師器 イ 0 口～体 !ミ ガキ、

黒色処理

口～体 :ミ ガキ、

黒色処理
非ロクロ

9 RG015 埋 土 土師器 郭 底 :回転糸切 り

10 RG015 RA003重複部 埋 土 土師器 邸 100 底 :回転糸切 り

11 RG015 RA003重視付近 量土 土師器 ネ 100 体

底
指痕、

回転糸切 り

歪 み

12 5 里土上位 土師器 必 底 :回転糸切 り 小 型

13 埋 土 須恵器 篭 0 0 体 !敲 き目 体 :当 て具痕

RC0 埋土 質恵器 甕 0 0 体 :敲 き目 本 :当 て具痕

理土上位 須恵器 発 0 0 体 :敲 き目 本 :当 て具痕

遺構外 北側段丘縁 1層 土師器 台

郭

一局
付

17 遺構外 北側段丘縁 里土 土師器 郭 〔132〕

遺構外 北側段丘縁 と

RC015接 地箇所

里土 土師器 郭 〔125〕

遺構外 北側段丘縁
(ト レンチ)

埋土 土師器 郭 〔146〕 〔55〕

20 遺構外 北側段丘縁
(ト レンチ)

埋土 土師器 イ 0

遺構外 北側段丘縁 埋 土 土師器 一更 0 0 ヘラナデ ヘラナデ ボ色塗彩
22 遺構外 生文課試掘T7 土師器 郭 0 墨書 写真のみ

遺構外 生文課試掘T7 土師器 杯 0 0 墨書 写真のみ
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(7)大官北遺跡第15次 調査

カマ ド 完掘 (北西から)

完掘 (北西から)

断面 (南西から)

カマ ド 断面 (北西から)
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写真図版 l RA003竪 穴住居跡 (1)



RAO03 遺物出土状況 1(北西から)

RG015 断面 A‐A'(1ヒ東力ゝら)

写真図版 2

(7)大宮北遺跡第15次調査

RA003 遺物出土状況 2(北西から)

RG015 完掘 (南西から)

RG015 出斤Ftt B‐B'(膏三F蜀 力ゝら)

RA003星Ъ代イ主雇子i亦 (2)、  RG015浦斬亦
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(7)大宮北遺跡第15次調査

北側段丘縁 完掘 (南東から) 北側段丘縁 断面 (北西から)

調査区北側 全景 (南西から)

調査区南側 全景 (北東から)

写真図版 3 北側段丘縁、

基本土層 (北西から)

調査区全景、基本土層
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(7)大宮北遺跡第15次調査

写真図版 4 RA003出土遺物 (1)

-71-



(7)大宮北遺跡第15次調査

RGO刊 5出土

423

遺構外出土

Cm

t爾
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写真図版 5 RA003(2)、 RG015、 遺構外出土遺物



(8) Ⅱ遺跡

遺跡コード・略号 NF13-1389・ TYSⅡ -09

調査対象面積 1,190∬

調査終了面積 1,190∬

調 査 担 当 者 米田 寛・高橋静歩

発掘調査期間

1 調査に至る経過

高屋敷 Ⅱ遺跡は、「道路改築事業高屋敷工区」の道路改良工事に伴い、その事業区域内に存在する

ことから発掘調査を実施することとなったものである。

一般国道397号 は気仙郡住田町西部に位置 し、内陸部と大船渡地域 とを連絡する道路である。 この

路線は急峻な北上山地を東西に横断するため、平面線形および縦断線形の劣悪な箇所が点在 している

ことから、大船渡地域と岩手県内陸部の主要都市の物流を阻害している。これらの道路状況を改善す

べ く、この路線を大船渡港湾関連道路として位置付け、重点的に整備を進めている。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、大船渡地方振興局土木都から平成20年 10月

23日 付大地土第454号「一般国道397号高屋敷地区道路改良事業実施計画における埋蔵文化財の試掘調

査について (依頼)」 により岩手県教育委員会に対 して試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成20年 11月 19日 および、20日 に試掘調査を実施し、工事に着手

するには高屋敷 Ⅱ遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成20年 12月 11日 付教生第■82号「一般国道397

号高屋敷地区道路改良工事における埋蔵文化財の試掘調査について (回答 )」 により当土木部へ回答

してきた。

その結果を踏まえて当土木部は岩手県教育委員会と協議 し、調整を受けて平成21年 6月 23日 付けで

財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することとなった。

(岩手県大船渡地方振興局土木部)

「鷹ノ巣山」

暁
敷や屋

埜
局

地

者

名

在

託

業

所

委

事

気仙郡住田町世田米字高屋敷36-1ほか

大船渡地方振興局土木部

一般回道397号線高屋敷地区道路改良

事業 (地域自立支援活性化交付金事業)

平成21年 7月 1日 ～ 8月 24日

第 1図 遺跡の位置
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(8)高屋敷 Ⅱ遺跡

2 遺跡の位置と立地 (第 1。 2図 )

住田町役場から西に約8.5kmの 場所にあり、大股川右岸の河岸段丘面上に立地している。標高は225

～230mで現況は宅地、水田、畑地である。地権者によれば、国道397号線の整備に伴い、かつて比

高差 1～ 2m程度の段丘崖 となっていた場所を、多量の土砂で埋め立てたと言う。今回の調査区は

国道を挟んで 2ヵ 所 (北側を I区、南側をⅡ区と呼称)あ り、そのうちⅡ区が埋め立てられた範囲

の一部に相当する。 Ⅱ区では道路面から約2.5mの深さで旧表上が確認された。測量用の基準点は、世

界測地系第X系で、I区に基準点A(X=-94523.000、 Y=55744,000)、 Ⅱ区に基準点B(X=-94607.000、

Y=55772.000)を 設置 した。

Ⅱ区で確認された崖線ラインは標高226.000mで 、 I区 のⅢ層が堆積 しているラインも226.000mで

ある。遺構・遺物が密集するのは、226.000mよ りも標高の高い範囲である。

なお、各調査区には地形面に沿うように大グリッド20× 20m、 小グリッド4× 4mを設置 して、遺

物の取 り上げを行っている (第 4図 )。

3 基本層序

堆積層は、 I区 とⅡ区で大 きく異なることはない。 4層 (I～Ⅳ層)に大別 し、さらに一部の地

積層については細分 した。 I区では、 I層 が厚 く、 Ⅱ oⅢ 層が薄い。大股川沿いは I層直下にⅣ層

が堆積 している。 I区内ではⅡa層 内に崖錐性堆積物が多 くみられることから、崖の崩落が起ったと

考えられる。 Ⅱ区では、厚い I層 を除去すると、Ⅱ層の堆積が30cm近 く確認された。 Ⅱ層は縄文土器。

第 2図 調査区位置図 (1)
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

石器を包含 している。

Ia層  黒褐色± 20cm～50cm

(現代の耕作土)

Ib層  暗褐色± 250～ 300cm

(国道整備事業に伴う盛土)

Ⅱa層 黒褐色± 10～ 30cm

(旧表土)遺物包含、下部にTo―Cuを

微量包含する。

Ⅱb層 暗褐色± 10～ 15cm

(漸移層)遺物を少量包含する。

Ⅲ 層 黄褐色± 30～ 80cm 上面を

最終遺構検出面とした。

Ⅳ 層 砂礫   層厚不明

基準点A
X=-94523.000
Y= 55744 000

基準点B
X三-94607 000
Y三 55772 000

0           10m
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第 4図 遺構配置図

L=226邸

第 3図 調査区位置図 (2)

第 5図  Ⅱ区上層断面図
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

4 調査の概要

(1)遺構

縄文時代晩期の竪穴住居跡 1棟、土坑 4基、焼土遺構 2基 と、時期不明の性格不明遺構 2基、土

坑 l基、柱穴状土坑 8個 を確認している。

1号竪穴住居跡

Ⅱ区の I B4eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。堆積層は薄 く、また、試掘 トレンチや

国道整備時の盛土 (Ⅱ 層)の上圧 と撹乱により、東半部は消失 していた。弧状のプランの残存が確

認された。残存部は平面規模2.90× 0.90m、 深さ24cmを 測る。底面標高226.65m、 底面面積1.35だ であ

る。住居範囲の堆積層は 3層に細分される。 l層 は、 Ib層 (盛土)の残存で、 2層は、遺物を包含

しⅡa層 を起源 とする。 3層 は、にぶい責褐色土で硬 く締まってお り、床の硬化面の可能性がある。

床面では、地床炉を1基検出した。炉の範囲は0.46× 0.34mで 厚さ 5 cmを 測る。遺物は、破損 した石

鏃 (87)と 石錐 (92)と 三叉文を特徴 とする晩期前葉の土器片 (2)が床面上で出土 し、堆積土下

部からは、三叉文が施文される晩期前葉の注口土器の胴部片 (1)、 土製円盤 (80)、 石鏃 (88)が

出土している。堆積層と出土遺物から、 1号竪穴住居跡は、縄文時代晩期前葉の所産である。

1号土坑

Ⅱ区のⅡ B4eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。遺構範囲は調査区外へ廷び、調査区内

のプランは半円形である。平面規模1.56× 0,82m、 深さ33cmを 測る。底面標高226.31m、 底面面積0.65

どである。堆積土は 2層 に分層される。 2層 ともに黒色シル トであるが、第 1層 には戊化物が微量

含まれ、黄褐色上の混入量が少ない。遺物は第 2層から縄文晩期の粗製土器 (6)、 三叉文の施文さ

れる土器 (4)が出土している。底面出土遺物はないが、本遺構の堆積層が1号竪穴住居跡の第 2層

と頚似することから、時期は縄文時代晩期前葉と考えられる。

2号土坑

Ⅱ区のⅡ B4dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。楕円形プランである。平面規模0.94× 0。70

m、 深さ20cmを測る。底面標高226.64m、 底面面積0,32だ。堆積土は単層で褐色土である。遺物は出

土 していない。1号竪穴住居跡の東壁を切る。時期は縄文時代の可能性 もあるが、特に判断材料 もな

く不明である。

3号土坑

Ⅱ区のⅡ C3aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。楕円形プランである。平面規模0,96× 0.74

m、 深さ42cmを測る。底面標高226.20m、 底面面積0.40ど である。堆積土は黒色～黒褐色シル トで 2

層に分離 した。第 1層 には炭化物が微量含まれ、黄褐色土混入量が少ない。堆積状況は 1号土坑に

類似する。遺物は、堆積土から微細剥離痕のある剥片と縄文土器片が出土している。堆積層が1号竪

穴住居跡の第 2層や 1号土坑 と類似することから、時期は縄文時代晩期前葉と考えられる。

4号土坑

Ⅱ区のⅡ B4eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。不整形プランである。平面規模2.16× 2.18

m、 深さ40cmを測る。底面標高226.34m、 底面面積2.65∬ である。堆積土は 3層 に分離 した。第 1・

2層 は黒褐色上で、遺物を包含する。 3層 は、にぶい黄褐色土でⅢ層の崩落層 と考えられる。遺物

は堆積土か ら土製円盤 (77～ 79)、 肩部の張る形状の粗製土器 (7)、 晩期中葉の上器 (10・ 12・

13)、 後期中葉の土器 (8・ 11)、 石鏃 (90。 91)、 楔形石器 (95)な どが出土 している。堆積層が1

号竪穴住居跡の第 2層や 1号土坑 と類似することから、時期は縄文時代晩期前葉と考えられる。本
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

遺構は、県教育委員会による試掘調査によって、プランが確認された。試掘 トレンチ掘削によって、

中央部の堆積土は若干薄 くなったものの、遺構形状は残存 していた。北壁が若千オーバーハングし、

本遺構の周辺に柱穴状土坑が巡ることから、調査当初は木根痕跡の可能性 も考慮 した。 しかし、底

面はフラットで、根によるカクランの痕跡はなかった。焼土、遺構内の柱穴など、住居跡と認識可

能な内部構成要素が確認できなかったため、土坑と捉えた。

5号土坑

Ⅱ区のⅡ C4bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。楕円形プランである。平面規模0.69× 0.53

m、 深さ16cmを 測る。底面標高226.14m、 底面面積0.23だである。堆積土は黒色～黒褐色シル トで 2

層に分離 した。第 2層 に黄褐色上の混入の量が多い。堆積状況は 1号土坑に類似する。遺物は出土

していない。時期は堆積層が1号竪穴住居跡の第 2層や 1号土坑 と類似することから、縄文時代晩期

前葉の可能性がある。

1号焼土遺構

I区の I C4aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。燃土範囲は0。91× 0.48m、 焼土厚 7 cmを

測る。焼土面標高225,98m、 焼土範囲面積0.23だ である。焼土は明赤褐色で、現地性である。焼土上

から遺物は出土していないが、焼土から半径50cm以 内のⅢ層上面では、晩期の粗製土器が出土 して

いる。周辺を沢跡によって削平されてお り、柱穴は確認できなかった。時期は遣物の分布状況から、

縄文時代晩期の可能性がある。

2号焼土遺構

Ⅱ区のⅡ B4eグ リッドに位置する。 Ⅱa層 で検出した。燃土範囲は0.27× 0.29mの 中にモザイク状

に分布する。焼土厚3cmを 測る。焼土面標高226,730m、 焼土範囲面積0.03だ である。焼土は赤褐色で

ある。 1号竪穴住居跡内の炉跡と近接 していることから、1号竪穴住居跡から外へ出された廃棄物の

可能性 も考えられる。形成時期は不明であるが、周辺の遺構 と何 らかの関係があるとすれば、縄文

時代の所産である。

1号性格不明遺構

I区の I A2eグ リッドに位置する。南側をⅢ層上面、北側をⅣ層上面で検出した。北側の溝部と

南側の半円形部で構成される。溝部は長4.52m、 幅1,80m、 深さ110cmで、半円形部は長軸8.36m、 短

軸4.84m、 深さ121cmを 測る。堆積土は上部が黒褐色シル トで、下部は洪水砂 と考えられる細粒砂が

混入する。本遺構は礫層を掘 り込んで形成されている。形態的特徴は金採掘坑 と類似する。遺物は

堆積土内から、鉄津、縄文土器、石器が出土 している。周辺住民によると、かつてこの遺構で、砂

金採取作業を行っていたとのお話をいただいた。また、本遺構に隣接する水車小屋では第 2次大戦

後頃には、大理石のような硬い石を先端に付けた杵があり、水車の動力で硬い物質を砕いていたと

いう。これらの情報が正しいとすれば、本遺構の存続年代は昭和時代で、その用途は鉱物を含む土

砂の洗浄 。選別作業場であろう。住田町を含む気仙郡は、金採掘の盛んな土地であったため、本遺

構が金採掘関連遺構である可能性は十分考えられる。今回の調査では、時期決定の根拠となる底面

遺物が出上していないため、時期 ,用途とも不明とした。

2号性格不明遺構

I区の I B4dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。作業上の安全を考慮し、調査区上場か

ら深さ1.8mの ところで、掘削を終了したため、底面形状と遺構深度は把握していない。東西2.88m、

南北3.02mを測る。堆積土は黒色土で、人頭大礫を多量に包含する。堆積層は、大形礫を使って埋め

戻したことで形成されたと考えられる。本遺構は礫層を掘り込んでいることから、採掘坑であった
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

可能性が考えられるが、全体像が把握できないため、ここでは性格不明遺構として報告する。また、

時期決定の根拠となる底面遺物は出土していないため、時期不明とする。

穴住居跡 1号焼土遺構

V
瑶
人

一画「‐‐‐‐
日
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Φ
．卜
¨̈
＝
『

シ

悦

やと94605000
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丸子
!餅離:88

と Lヨ22&200m J

ラン

1号焼土遺構被熱土
1.2 5YR5/6 明赤褐色土

粘性微弱、しまり密

2号焼土遺構

‐がヽ

鯵 珊 糊
か

住居堆積土
1.10YR4/1褐 灰色土 (I層 )粘性微弱、しまりやや密、砂利少量
2.10YR3/1黒褐色土 粘性やや弱、しまり粗、炭化物粒 1%、 遺物包含
3 19YR4/3にぶい黄褐色土 粘性強、しまりやや密、床の硬化面の可能性あり

守

い22■ mOm笹

七亀 ゎ 赤褐色土 粘′障微弱、しまり密、炭化物3%

L=227.500m

2号焼上遺構被熱土
1. 5VR4/6  'ド 串島てヨ」ヒ

粘性微弱、しまり密、
炭化物lX(1号住からの

廃棄物か ?)

てヽ'

3号土抗
i10YR 2/1 黒色ンル ト 粘性やや弱、

しまりやや粗、炭化物1%混入
2.10YR3/2 黒褐色シル ト 粘性やや強、

しまりやや粗、黄褐色上15%混入

0      1m

l:50

4
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］イ

レ   塾主L=2261800H J

昇[三翌墨ぎ弄プ
戸~

1.10YR1 71黒色シル ト 粘性やや弱、
しまりやや粗、黄褐色上3%・ 炭化物1%混入

2.10YR2/1黒色シル ト 粘性やや弱、
しまりやや粗、黄褐色土郭混入

2号上坑
1 10YR2/2 黒褐色シル ト
粘陛やや強、しまりやや粗、
炭化物1%・ 黄褐色上1齢混入

1号土抗
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

4号土坑 5号土坑
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1号性格不明遺構
1.10YR2/2黒褐色シル ト 粘性強、しまり密
彦.10YR3/2黒掲色砂質シル ト 粘性やや弱、しまりやや密|、 礫3 7%混入
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5号土抗
1 10YR2/1 ヨ啓ぞヨうわL/ト

雅性やや弱、しまりやや弱、
黄褐色土朝混入

2.10YR3/2黒褐色ンル ト
粘性強、しま りや|や粗、
黄褐色上1朝混入

0      1m

l:50

黄褐色土粒2%混入

第7図 検出遺構 (2)
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(8)高屋敷Ⅱ遣跡

(2)遺物

縄文土器・弥生土器 (大 コンテナ2.5箱:総

重量38.93kg)、 石鏃 5点、石匙 1点、石錐 1点、

楔形石器 1点、微細剥離痕のある剥片 1点、

剥片・砕片 1/Jヽ コンテナ0.5箱 )、 磨製石斧 1点、

敲石 2点、磨石 1点、敲磨器 1点、石製円盤

2点、石棒 3点、鉄津 7点が出土 している。

主にⅡa～ Ⅱb層 内から出土 している。ほとん

どの土器が、細片で、完形近 くまで復元でき

る個体はなかった。

土器 は、早期 の貝殻沈線文系土器 (17・ 第8図 検出遺構 (3)

18)、 後期前葉 (19～ 26)、 後期中葉～後葉の

土器 (27～ 33)、 晩期前葉 (34～ 38)、 晩期中葉 (39～ 70)、 晩期後葉 (71～ 74)、 晩期末葉～弥生前

期 (75'76)が出土 している。

石器は石鏃 (87～ 91)、 石錐 (92)、 石匙 (93)、 微細剥片痕のある剥片 (94)、 楔形石器 (95)、 石

棒 (98～ 100)、 石製円盤 (101・ 102)、 磨製石斧 (103)、 磨石 (104)、 敲磨器 (105)、 敲石 (106・

107)な どが出土 している。

5 まとめ

今回の調査は、高屋敷Ⅱ遺跡範囲のうち、北側の縁辺部分が対象となった。住居跡、土坑、焼土

遺構などが確認され、縄文時代後期～晩期にかけての集落跡と判明した。主にⅡ層から縄文土器・

弥生土器、石器が出上している。また、時期不明の性格不明遺構は、金採掘に関連する遺構の可能

性がある。気仙郡では陸前高田市古舘跡で採掘坑の調査事例がある。類似遺構の調査が蓄積されれば、

気仙郡における採掘活動の様相を明らかにできるものと期待する。

なお、高屋敷Ⅱ遺跡平成21年度調査に関わる報告はこれをもってすべてとする。

<引用 。参考文献 >
岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2007『里古屋遺跡発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

第499集

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2009「子飼沢Ⅱ遺跡」F平成20年 度発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財調査報告書第546集

2号性格不明遺構
1 10YR2/1 黒褐色土
粘性微弱、しまりやや密、
人頭大換10%・ 炭化物粒1%混入

0   1m
中

l:100

2号性格不明遺構

Y= 55754.000

L=226500m 二
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

第 1表 遺物観察表

種 別 器種・部位 時 期 位 置 ・ 層 位 調整・特徴・備考

1 縄 文 土 器 注 目上器 ・胴 言Б 晩 期 前 乗
1号竪穴住居・

堆積上下部

三叉文、沈線、内外面 ミガキ、

母同言Б最大径17 1cm

2 縄 文 土器 鉢 類 ・ 口縁 晩期前葉
[号竪穴住居 .

末面

三叉文、沈線、 日唇部亥」目、

LRヨ コ、外面 ミガキ

3 健文 土器
深鉢 。

日縁 朝ヽ同言Б
晩期前葉

1号竪穴住居・床面
3号土坑・堆積土

日縁4単位、RLRヨ コ、外面上部スス付着

4 健文土器 沐鞭 ・ 日縁 晩 期 前 葉 1号土 坑 ・ 2層 日縁小突起、入組三叉文、沈線

5 健文 土器 沐類 ・ 胴 部 後期 中薬 1号土坑・ 1層 LRタ テ・ ヨコ、沈線、外面 ミガキ

6 健文 土器 沐当霊・ 月同音偲 免期 1号土 坑 ・ 2́層 RLタ テ

7 縄文土器
日縁 ヤヽ月同吉Б

免期 4号土坑 。2層 LRヨ コ

8 縄 文 土器 鉢頚 ・月同者躊 陵期中葉 号 土 坑 ・ 1層 帯縄 文 、 沈 線 、 外 面 ミガ キ

9 縄文土器 ・月同ヨζ? 後 晩 期 号土坑・堆積上 有 子L

縄 文 土器 沐券霞・ 口縁 晩期中業
4号土坑・

堆積上下部
多重沈線、 ミガキ

11 縄 文 土器 鉢 類 ・ 口縁 後 期 中乗
4号土坑・

堆積上下部

皮状 日縁、RLタ テ・ ヨコ、沈線、磨消、

備北歩子し?

と2 縄文 土器 深鉢・ 口縁 晩期中葉 4号土 坑 ・ 2層 日唇吉骸」日、 沈線

13 縄文 土器 鉢 類 ・ 口縁 晩期中葉 生号土坑・2層 フRヨ コ、沈線、内外面 ミガキ

14 電文 土器 深鉢・底部 後 期
1号不明遺構

1層
ミぞ&7 70cm

15 鶴文 土器 深鉢・ 日縁 1/t期 中葉
1号不明遺構・

1層
多重沈線、 日唇刻 目

健文 土器 鉢類・ 口縁 後期前葉
2号不明遺構・

1層

波状 日縁、刺突列、平行沈線、

弥生土器 ?

17 健文 土器 深 鉢 ・月同吉Б 早期 中葉 Ⅱ C4b・ Ⅱa'署 貝殻腹縁文、沈線

18 隠文 上 器 深鉢・ 日縁 早期中葉 Ⅱ C4b・ Ⅱ a)召 貝 殻 腹 縁 文 、 沈 線

κ電文土器 決鉢 。日縁 後期前葉 E C3a・ Ⅱa層 隆帯、刺突、沈線

偲文 土器 壺 ? 。月同吉Б 隆期 前 葉 五 C3b・ Ⅱ a層 沈 線

健文 土器 壺 ? ・ 月同言Б 後期前葉 II C3a・ Ⅱa層 施線

縄文土器 深つ卜・月同言Б 後期前葉 Ⅱ区・ カ ク ラ ン 沈線、 RLヨ コ、 磨消

縄 文 土器 深鉢 ・ 日縁 後期前葉 E C4b・ Ⅱa'詈 沈線、弟U突、Rヨ コ、磨消

縄文土器 深鉢 ・ 胴 部 後 期 前 葉 I C5b・ Ⅱa)蕃 沈線、R、 磨消

縄文土器 深鉢・胴部 後期前業 Ⅱ区 ・ Ⅱb層 LRヨ コ、沈線、磨消

縄文土器 深 鉢 。胴 部 後 期 I C4c・ Ⅱa)詈 木 目状 撚 糸 文 R

縄文土器 深鉢・月同吉Б 後期中葉 IA4bo Ⅱb層 LR帯縄 文 、 沈 線

縄 文 土 器 深 鉢 ・月同言Б 後期中葉 I A4b・ Ⅱb)詈 LRヨ コ、 沈 線 、 内外 面 ナ デ

縄文土器 深 鉢 ・ 月同部 後期中業 I B3e・ Ⅱb層 沈線、RLタ テ・ ヨコ

縄 文 土器 鉢 類 ・ 胴 部 後期中葉 I C4a・ Ic層 とR、 RLヨ コ、 沈線

縄文上器 ・底 吉Б 後 期 中葉 Ⅱ区 ・ I層

縄文土器 深鉢・ 口縁 後期中葉 Ⅱ C4b・ Ⅱa層 しR、  Rし、 羽状縄文、 器面摩オ毛

縄 文 土器 深 鉢 ・月同言Б 後期後葉 Ⅱ C4b・ Ⅱa)詈 沈線、刺突

縄文土器 鉢 頚 口縁 晩 期 前 葉 Ⅱ C4C・ Ⅱ a提雪 三叉文、LRヨ コ、沈線、磨消

隠文 土器 鉢 類 ・ 口縁 晩 期 前 薬 Ⅱ B4e・ Ia層 三叉文、沈線、帯縄文、磨消

健文 土器 鉢類・ 口縁 晩 期 前 葉 E C4b・ Ⅱa)雷 LRヨ コ、沈線、羊歯状文、内面 ミガキ、磨消

隠文 土器 鉢類 。日縁 晩期前葉 ⅡC5co Ⅲ層 LRヨ コ ?、 沈線、羊歯状文、磨消

健文 土器
ミニチュア ?

・月同吉Б
晩期前葉 Ⅱ C4b・ Ⅱa'詈 沈線、三叉文?

偲文 土器 浅鉢・ 口縁 晩期中葉 Ⅱ区 。こb層
LRヨ コ ?、 沈線、内外面 ミガキ、

スス・コゲ付着

健文 上器 壼・ 月同部 免期 中葉 I A4b・ Ⅱb)詈 眈繰 、器 面 摩 耗

縄文土器 琳類 。日縁 兜期中葉 E C5b・ Ⅱa層 口唇部亥」日、LRヨ ●、沈線、内外面 ミガキ

健文 土器 沐扶買 。日縁 免期中葉 E C4a・ Ⅱa)雷 LRヨ コ、沈線、内外面 ミガキ

縄 文 土器
浅鉢 ?注 目?

・月同言Б
兜期中葉 E C4b・ Ⅱa層 LR?、 沈 湘R、 磨 消

縄文土器 T・ 月日吉Б 晩期中葉 II C4b・ Ia)蕃 LR、 沈線、磨消

縄文上器
台 付 鉢 ・

口縁 ～ 底 部
晩期 中葉 EC4bo Ⅱa層

LRヨ コ、沈線、匹宇状文、 日唇刻 日、磨消、

日径 12 1cm、 底径 7 65cm、 器高H05cm
縄 文 土器 重・頸喜Б 晩期中棄 I C2a・ Ⅲ層 隆帯 、 沈 線 、外 面 ミガ キ

縄文土器 注 目 :注 目吉Б 晩 期 中葉 I Clc・ Ⅱb)雇雪 姿帯上に刻 目

縄文 土器 鉢類・ 口縁 晩期中葉 I A4b・ Ⅱb帰雪 多重沈線間に刻 目、LR、 RL、 磨消

縄文 土器 鉢類・ 口縁 晩 期 中葉 I Clc・ Ⅱa層 沈線間に刻 目、内外面 ミガキ

電文 土器 鉢類・ 口縁 晩期中棄 I C4a・ Ⅱa層 ′Rヨ コ、沈線間に刻 日、磨消

電文 土器 鉢 類 ・ 曰縁 晩期 中葉 IA4co Ⅱb層 RLタ テ 、 沈 線 、 日唇 都 刺 突

蠅文 土器 深鉢・ 口縁 晩期中葉 Ⅱ C3b・ Ⅱa'署 Rヨ コ、多重沈線、器面摩耗

縄文 土器 鉢類 。日縁 晩 期 中乗 Ⅱ C4c・ Ⅱa)詈 フRヨ コ、 沈線、 日唇刻 目、 磨 V肖

鶴文 土器 鉢頚・ 口縁 晩期 中葉 E C4c・ Ⅱ a撮雪 フRタ テ、多重沈線、 日唇刻 目

礎文 土器 鉢 類 ・ 口縁 兜期中葉 II a層 器面摩耗、多重沈線、 日唇突起
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種 別 器 種 ・ 部 位 時 期 位 置 ・ 層 位 調 率 ・ 特 徴 ・ 備 考

縄 文 土器 深鉢 。日縁 児期中葉 Ⅱ B3e・ Ⅱa層 器面摩耗、LRヨ コ、多重沈線、日唇刻 目

縄文土器 深鉢・ 口縁 免期 中采 I A4b・ Ib帰雪 多重 沈 線 、 口唇 刻 目

縄 文 土器 深鉢 ・ 口縁 免期 中葉 蛋A4c・ Ⅱb)詈 多重沈線、口唇突起

縄 文 土器 深鉢 ・ 口縁 免期 中葉 I A4c・ Ⅱ b)書 LRヨ コ、 多重沈労泉、 日唇亥」目

縄 文 土器 台付鉢・底部 虹期 中薬 I B3e・ Ⅱb耀雪 多重沈線、有孔

61 縄 文 土器 深鉢 ・ 口縁 完期 中葉 Ⅱ区・ Ⅱa層 LRヨ コ、 沈 線 、 磨 消 、 日唇 亥J目

縄 文 土器 深 鉢 ・ 日縁 児期中葉 I A4b・ ■b)詈 沈 線 、 日唇 亥」目

縄文 土器 突笠本・ 日縁 免期中実 Ⅱ C4b・ Ia)詈 Rし 、 LR、 多 重 沈 線 、 波 状 口縁

縄 文 土器 深鉢 ・ 日縁 虹期 中葉 Ⅱ C4b。 二a)署 RL、 LR、 多重沈線、波状 口縁

縄 文 土器 鉢 ・ 口 縁 免期 中葉 I C4b・ Ⅱa梶畳 LRヨ コ 、 沈 斗果、 日唇 亥1目

縄文土器 壺 ・ 日 縁 兜期中実 Ⅱ C4c・ Ⅱa)詈 口唇亥」日、内外面 ミガキ

縄文土器 沐談預・ 日縁 免期 中葉 Ⅱ B3e・ Ia)詈 日唇 沈 線 、 日唇 突 起

縄 文 土器 浅鉢 ・ 日縁 完期 中薬 Ⅱ C3a・ Ⅱ a)薯 沈線、内外面 ミガキ

縄文 土器 台 付 鉢 ・ 口縁 免期 中 葉 I C4b ・ Ic泥雪 ミガキ

縄 文 土器
鉢頚 ・

日縁 ^朝同音Б
に期 中葉

Ⅱ C3c・ 五 a)冒

E C4b・  Ⅱa)詈
LR夕 7、  RLタ テ

71 縄文 土器 沐類 ・ 胴 部 免期後薬 I A4b・ Ⅱ a提雪 此線 、 匹 宇 文

縄 文 土器 琳類・胴部 免期 後 薬 I C4c・ Ⅱb提雪 沈 線 、 工 字 文

縄 文 土器 沐類 ・ 口縁 免期 後 葉 Ⅱ C4b・ Ⅱ a)薯 沈繰 、 工字 文 、 突 記 、 内外 面 ミガ キ

縄文土器 沐類 ・ 口縁 免期後葉 I C3a・ ■b)詈 沈線、突起

縄文土器 琳類 ・ 口縁 兜期 末 葉 Ⅱ C3c・ Ⅱa層 RLタ テ ?、 磨消

弥 生 土器 沐類 ・ 口縁 小生 前 期 Ⅱ C4a・ Ⅱa提畳 沈線、刺突

77 土製 品 円盤 縄文 後 晩 4号土 坑 ・ 1層 撚 糸 R、  長 4 3cm、  幅 3 4cm、  厚 0 8cm、  重 量 13 2

土製 品 円盤 蠅文 後 晩 生号 土 抗 ・ 1層 j毒 4 6cm、  輌ヨ2 3cm、  )享0 6cI「、 昌目看魯4 3g

土製品 円盤 電文 後 晩 4号土坑・1層
RL、  穿子し途 E,、  長 2 6cm、  幅2 5cm、  厚0 6cn、

H置警4 3g

土製 品 円盤 蠅文 晩 期
1号竪大住居・

堆積上下部

RL、  有 子し、 長 2 8cm、  幅 2 9cm、  厚 0 6cm、

重 量 51g
土製 品 円 爆 蠅文 後 晩 Ⅱ C4a・ Ⅱa層 LR、  長4 9cm、  幅3 3cm、  サ享0 7cm、  重量 13 4富

土製 品 円盤 蠅文 後 晩 I C4a・ Ⅱa層 RL、  長 4 4cm、  幅 3 7cm、  厚 0 9cm、  重 量 16 1g

土製品 円盤 蠅文後晩 Ⅱ B4d・ Ⅱa)署
R、 沈線、長 3 6cm、 幅3 9cm、 厚0 8cm、

重量131富

土製 品 円盤 蠅文 後 晩 Ⅱ B4d・ Ⅱa層 RL、 長2 1cm、  幅3 8cm、  厚 0 6cm、  重量4 5g

土製品 円盤 蠅文 後 晩 Ⅱ区・ I層
LR、 有子L、 jこ 4 6cm、  幅3 0cm、  サ享0 6cm、

目室看警5 9富

土製品 円盤 蠅文 後 晩 Ⅱ区・ Ⅱa層
LR、 有 子し、 長 2 9cm、  幅 2 7cm、  厚 0 6cm、

目三ξ34 8g

石 器 石 鏃 縄文 晩 期 1号住 居 ・ 床 面 長 1 8crl、 幅 1 4cm、 厚05伽、重量06g、 頁岩製

石 器 石鏃 縄文晩期 1号竪 穴住 居 。床 面
長 1 8cll、 幅 1 5cm、 厚 0 6clll、 重量10g
メノウ製

石 器 石 鏃 縄～ 弥 I C4b・ Ⅱa)詈
長3 1cm、 幅 1 5clll、 厚 0 5clll、 重量 14g、

頁岩製

石 器 石 鏃 縄～ 弥 1号上 坑 。2層
長 2 5clll、 幅 1 2cn、 厚 0 4clll、 重量07g
頁岩製、アスファル ト付着

石 器 石鏃 縄～ 弥 1号土 坑 ・ 2層
長3 1cm、 幅 1 8cll、 厚 0 5clll、 重量 13g、

頁岩製、アスファル ト付着

石 器 石 錐 縄文晩期 1号竪 穴住 居・ 床 面 長5 3cm、 幅 1 55cm、 厚 0 6cm、 重 量 21g、 買岩 製

石 怒 石 匙 縄～弥 Ⅱ区・ 狙b層 長 2 3cm、 幅 3 1cIIl、 厚 0 6cm、 重 量 23富 、 頁岩 製

石 器
微細ま1離痕
ある剥片

縄～弥
3号土坑・

堆積土
長4 9cm、 幅4 4clll、 厚 1 4cm、 重量280g、 頁岩製

石 器 楔形石器 縄 ～ 弥 4号土坑 。1層 長4 9clll、 幅4 1cn、 厚 1 4cm、 重量233g、 買岩製

石 器 剥 片 縄 ～ 弥 Ⅱ C3c・ Ⅱa層 長 3 1clll、 幅2 0cm、 厚 1 4cm、 重量61g、 黒曜石製

石 器 剥 舟 縄 ～ 弥 Ⅱ C3a・ Ⅱa層
長 1 9cm、 幅 1 6clll、 厚0 8cm、 重量61g
黒曜石製

石 製 品 石 棒 縄 ～ 弥 I B4c・ Ⅱb層 長8 8clll、 幅3 2cn、 厚 2 7cm、 重量1023g、 頁岩製

石製品 石棒 縄 ～弥
1号不明遺構・

1層
長 16 2clll、 幅3 2clll、 厚 1 3cm、 重量968g、

頁岩製

石製品 石 棒 縄～弥 E区・ I層
石刀未製品、長28 2cm、 幅3 6cm、 厚 1 5cm、

重量2156g、 頁岩製

石 器 円盤 縄 ～ 弥 E C4b・ Ⅱa)薯 長8 3clll、 幅 7 6clll、 厚2 1cm、 重量2499g、 頁岩製

石 器 円盤 縄 ～ 弥 号土坑・ 1層 長 4 2clll、 幅 3 8cm、 厚 1 lcm、 重 量 275日、 頁 岩 製

石 器 磨 裂 石 斧 縄 ～ 弥 I C4a・ I)蕃 長 12 3clll、 幅4 6cll、 厚 3 2cm、 重量2317g、 砂岩製

石 器 磨 石 縄 ～ 弥 I B4e・ Ib渠雪 長9 8cm、 幅7 65clll、 厚 5 5cm、 重量6032g、 安山岩製

石 器 敲磨器 縄 ～ 弥 Ⅱ C4b・ Ia層 長5 1cm、 幅3 9clll、 厚2 3cm、 重量697日 、安山岩製

石 器 敲 石 縄 ～ 弥 I C4a Ⅱa)署 長 11 3cn、 幅 6 8clll、 厚4 2cm、 重量4763g、 安山岩製

石 器 敲 石 縄～ 弥 E C4c・ II a)署 長12 1cn、 幅7 9cm、 厚4 3cm、 重量5592g、 砂岩裂

(8)高屋敷 Ⅱ遺跡
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

調査区現況 調査区完掘 (Ⅱ 区埋め戻し終了後)

Ⅱ区Ⅱa層遺物出上状況 Ⅱ区土層断面 (A― Aり

1号竪穴住居跡全景 1号竪穴住居跡断面 (B― Bり

1号竪穴住居跡断面 (A― Aり 1号竪穴住居跡焼± 1全景
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写真図版 1 検出遺構 (1)



1号土坑断面

(8)高屋敷Ⅱ遺跡

可号土坑全景

2号土坑断面 2号土坑全景

3号土坑断面 3号土坑全景

4号土坑断面 (B一 BI) 4号土坑全景

写真図版 2 検出遺構 (2)
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(8)高屋敷Ⅱ遺跡

5号土坑断面 5号土坑全景

1号焼土遺構断面 1号焼土遺橋全景

1号性格不明遺構断面 (A― Aり 1号性格不明遺構全景

2号性格不明遺構断面 2号性格不明遺構全景
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写真図版 3 検出遺構 (3)



(8)高屋敷Ⅱ遺跡

亀1

写真図版 4 出土遺物 (1)
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写真図版 5 出土遺物 (2)
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写真図版 6 出土遺物 (3)
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写真図版 7 出土遺物 (4)



(9)

所  在  地 奥州市前沢区白山字八幡91ほ か  遺跡コード・略号 N E46-2317・ HM-09
委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室  調査対象面積 800ご

事  業  名 経営体育成基盤整備事業白山地区  調査終了面積 800だ

発掘調査期間 平成21年 5月 1日 ～ 5月 29日    調 査 担 当 者 北田 勲・小林弘卓

1 調査に至る経過

人幡遺跡は、経営体育成基盤整備事業白山地区の施工に伴い、その事業区域内に存在することから

発掘調査を実施することになったものである。

本地区は、前沢区白山地区の約270haを ほ場整備するもので、大部分は昭和29年～31年の非補助土

地改良事業により10a区画に整備されているが、農道幅員が 2～ 3mと 狭小で農作業の効率が悪 く、

水路は用排兼用土水路のため用水不足や排水不良をきたし維持管理に多大な労力を投 じている現状で

あった。そのため本事業により営農規模拡大を目指 した大区画ほ場 とし、作業体系の受委託および農

地の流動化を促進し経営規模拡大による担い手農家の育成を図ると共に、生産コス ト低減のための整

備を行ない近代農業化による農業経営の安定を期すため、平成12年度に採択され事業を実施 している。

本事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、県南広域振興局農林部農村整備室から、平

成20年 10月 27日 付け県南広農整第141-6号 (八幡遺跡)に より岩手県教育委員会に対 して試掘調査を

依頼した。

依頼を受けた県教育委員会では平成20年 11月 4日 ～ 6日 に試掘調査を実施し、工事着手するには発

掘調査が必要となる旨を平成20年 12月 4日付け教生第■57号 (八幡遺跡)に より当農村整備室へ回答

した。

その結果を踏まえて当農村整備室は岩手県教育委員会と協議 し、財団法人岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財センターとの間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することとなった。

(岩手県県南広域振興局農林部農村整備室)
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第 1図 遺跡の位置
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(9)人幡遺跡

2 遺跡の位置と立地

八幡遺跡は、奥州市役所前沢支所の北東方向約2.8kmに 位置 し、北上川右岸の低位段丘上にあ り、

遺跡西側を流れる明後沢川によって開析 されている。標高は27～28m前後、現況は水田・畑地である。

3 基本層序

調査区内の基本層序は I～Ⅵ層に分層される。 Ia層 は褐灰色粘土や黒褐色土の現耕作土 (表土)

10～ 40cm、 Ib層 は暗褐色土 と黄褐色粘土の混合する盛±20～ 40cm、 Ⅱ層暗褐色の旧表±10～ 30cm、

Ⅲ層暗掲色±10～ 30cm、 Ⅳ層黄褐色粘土の地山 (遺構検出面)50～ 80cm、 V層褐灰色砂・層厚不明、

Ⅵ層岩盤・層厚不明である。

4 調査の概要

調査区は農道を挟んで 2箇所あ り、西区、東区の 2つ に区分 している。現況は西区北西端及び東

区が水田、西区の大半が畑地で周囲よりも高位である。水田部分の削平は著 しく、造成時の影響を

受けている。反対に畑地部分は全体に盛上がなされてお り遺存状況は良好である。

今回の調査で確認された遺構は、住居状遺構 2棟、土坑 3基、陥し穴状遺構 1基、溝跡 3条、柱穴

状ピット (Pと 略号を付 した)30個である。このほか、西区西側において縄文時代の遺物が集中す

る窪地状の低位部分と、炭化物が集中して広がる部分を確認 した。

(1)遺構

1号住居状遺構 (第 3図、写真図版 2)

西区西側に位置する。北側が削平されているため全容は不明だが、平面形は不整な円形を呈 して

お り、規模は3.5× G.8)mを 測る。壁は緩やかに立ち上が り、壁高は15cmが残存する。堆積土は 3層

に細分 したが、黒褐色上が主体 となっている。床面はⅣ層土となり概ね平坦で堅 く締まるが、炉な

どの床面施設は確認されなかった。出土遺物は大半が剥片石器であ り、縄文時代に属すると思われる。

2号住居状遺構 (第 4図、写真図版 3)

西区東側に位置する。 1号陥し穴状遺構・ 2号溝跡 と重複が認められる。断面状況から1号陥し

穴状遺構 より新期 と判断できるが、 2号溝跡 との新旧関係については判断が付かなかった。平面形

は隅丸方形を呈 してお り、規模は一辺約8.0～8.8mを測る。壁は床面から直角に近い角度で立ち上が

り、上半部で崩落のため外傾する。壁高は最大で約75cmが残存する。堆積土は13層 に細分されるが、

黄褐色を主体 した壁際の崩落土 と自然流入 した黒褐色土に大別できる。流入時に水分が多かったた

めか粘土質で土色が変性 している。床面はV層土となり、平坦で堅 く締るが、砂質であ り地下水位

が高いためか水分を多 く含む。北西隅にピット1を確認 したが、その他に床面施設は認められなかっ

た。出土遺物は土師器や須恵器が主であるが、床面からの出土はほとんどなく大半が 1～ 3層 の流

入土に含まれている。遺構形状や出土遺物から平安時代の構築と推測される。

1号土坑 (第 5図、写真図版 4)

東区中央に位置する。平面形・規模は径0,9～ 1.Omの 円形を呈する。断面形は鍋底形で副穴を伴っ

ている。深さは最深部で44cmを 測る。堆積土は4層 に細分される自然堆積土 と思われる。出土遺物

はなく、時期・性格等詳細は不明である。

2号土坑 (第 5図、写真図版 4)

西区西側に位置する。平面形・規模は約1.5× 0.5mの 長方形を呈する。断面形は逆台形状で、深さ

は最深部で36cmを 測る。堆積土は 2～ 4層は壁崩落上、 1層 は流入土で自然堆積 と考えられる。遺

物は堆積土中より上師器片が数点出土 している。平安時代に属する可能性がある。

3号土坑 (第 5図、写真図版 4)
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(9)八幡遺跡

西区東側に位置する。調査区外に掛かるため全容は不明だが、径約1,2mの 円形を呈するものと思

われる。断面形は皿形で、深さは最深部で32cmを 測る。いずれの堆積土にも廃棄焼土を含む黒褐色

土主体で、人為堆積の可能性がある。遺物は堆積土中から土師器片が数点出土している。平安時代

に属する可能性がある。

1号陥し穴状遺構 (第 5図、写真図版 4)

西区東側に位置する。 2号住居状遺構と2号溝跡と重複し、これらの精査中に検出した。断面状

況から両者よりも旧期と判断される。平面形は溝形で北側は崩落の影響で変形している。規模は3.0

×0,7mである。断面形はU字状となり、深さ48cmを 測る。堆積土は5層 に細分される自然堆積土と

考えられる。出土遺物はなく時期不明であるが、形状から縄文時代に属すると考えられる。

1号溝跡 (第 5図、写真図版 4)

西区南際に沿うように位置する。調査区外へと続 くため全容は不明であるが、長さ約35m以上、

幅30～55cmである。走向方位は東―西方向にあり、蛇行している。深さは約10～ 20cmで 、底面標高

は西に向かって低位となる。堆積土は暗褐色土の単層である。出土遺物は土師器・須恵器のほか、

陶磁器・砥石といった近現代のものも見られる。

2号溝跡 (第 6図、写真図版 5)

西区東側に位置する。 2号住居状遺構 。1号陥し穴状遺構 。P31と 重複し、 1号陥し穴状遺構 。P

31よ りも新期と判断したが、 2号住居状遺構とについては不明である。長さ約12.7m以上、幅55～90

cmである。走向方位はやや蛇行するものの、およそ北北西―南南東方向にある。深さは最深部で約25

cmを測 り、底面標高は北に向かって低位となる。堆積土は最大 2層 に分別されるが、概ね黒褐色粘質

土を主体とする。遺物は堆積土中より上師器・須恵器が出土している。このうち、須恵器の大奏片が

2号住居状遺構出上のものと接合した (14)。 出土遺物から平安時代に属するものと思われる。

3号溝跡 (第 6図、写真図版 5)

西区西端に位置する。北側が削平により消失され、南側が調査区外へと延びるため全容は不明だが、

長さ約4.6m以上、幅40～55cmを測る。走向方位は北―南にあり、直線状に延びる。深さは最深部で

約30cmを 測 り、底面標高は北に向かって低位となる。堆積土は3層 に細分されるが、黒褐色土主体

の自然堆積の様相を示す。遺物は堆積土中から土師器片が少量出土している。出土遺物より平安時

代以降に属する可能性がある。

柱穴状ピット (第 2図、写真図版 5、 第 1表 )

西区西側を中心に30個検出している。円形・楕円形を呈するものが大半で、径30cm前後のものが多い。

深さは16～ 73cIIlと 各々である。列状に並ぶ傾向のある部分も認められるが、調査範囲が狭いことや、

現況における営農用具痕の可能性も否定できないため、個々についての表記載にのみ留めた。出土

遺物もなく時期等詳細は不明であるが、P31の みは2号溝跡より旧期であることが確認されており、

平安時代に属するものと考えられる。

西区西端窪地 (第 2・ 6図、写真図版 5)

西区西端に北東から南東方向に帯状に広がる黒掲色プランを確認した。規模は長さ12m以上、幅 7

～10m、 深さ35cm、 面積114どである。遺物は縄文時代の土器・石器 。石製品が主体で、土師器・須

恵器も少量出土している。大半が堆積土上位の 2層からの出土である。

炭化物集中範囲 (第 2図 )

西区西側に12.2× 1.0～ 2.lmの範囲に炭化物を多量に混合した黒褐色土が 5～ 8 cmの 厚さで広がる。

1号住居状遺構 。1号溝跡と重複するが、いずれの堆積土上部にこれが堆積 している状況であり、
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(9)八幡遺跡

新 しいものと判断される。地主の方のお話 しでは隣接する社が何十年か前に火災にあっているとの

ことから、これに起因する可能性がある。

(2)遺物

今回の調査で出土 した遺物はコンテナ大 l箱である。種別ごとの内訳は縄文土器コンテナ中 1箱、

石器114点 (石鏃 3点・石匙 3点・削掻器 7点・二次加工ある剥片 4点・剥片95点 。打製石斧 1点 。

礫器 1点 )、 有孔石製品 l点、土師器 2袋、須恵器 l袋、近現代の砥石 3点である。このうち、土師

器 3点 (1～ 3)、 須恵器 6点 (4～ 8・ 12)、 縄文土器 3点 (9～ 11)、 石器12点 (13～24)、 石製

品 1点 (25)の 計25点 を掲載 した。

縄文土器は破片資料が多 く、器形や文様などが判然 としないものばか りであるが、大半が縄文時

代後期前葉に位置付けられるものと思われる。11は植物質繊維を混入 してお り、前期前葉の可能性

が考えられる。土師器・須恵器はほぼ単一時期で平安時代中期の 9世紀後半に属すると考えられる。

石器は伴出した土器から大半は縄文時代後期前葉と考えられるが、 1号住居状遺構は時期を決定す

るような土器が伴出していないため縄文時代 と広 く捉えてお く。

再号住居状遺構

塩

こ
ヽ

卜
い
――
、厳
　

Ｉ
耐

―

10YR2/3黒禍色 近現代の掘削また1ま杭痕
10YR3/2黒褐色 粘性 ,締 まりあり 禍色プロック微量含む
10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性・ 締まりあり 暗褐色生少量含む

0       1:40      1m

第 3図  1号住居状遺構
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(9)八幡遺跡

2号住居狭逮構

A 
鮮 27.714

B  Lド 2713m

輸

>

▼

ズ

ま,V繋慾翻鰺観飴こ甥 )

:傘 懲 み 彗 霊 蟻 棲 肇 蟄 覇 ご 継 発誓 鬱 と 凄
箋 馨 修

覇 霧 馨 静
瞼 む

儀韓談覇魯1鶴が越羅勤―羅鋒ン奪鑢愁
1,, 10YR4/3,こぼマ嗅 鶴色 砂質 埼性・縦ま,森し

隅介爾 轟麟ック盗嘲 1%絡雄・緯まりなし
10YR4/S褐色 秒賓 藉性・締まりなし

ユ L-27.2m
，４
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第4園  2号住居状遺構



刊号陥し穴状遺構1号土坑

浮
1号溝跡

(9)人幡遺跡

轟十
一

0     1:150    3m

―

A'

螂
盟

柔

癬

A  L=274m A'

1_ 10YR2/3幕 櫛色 粘土質 粘性・結まりあり

2 10YR4/4鶴 色 粘土質 粘性 ,締まりあり
3 10YR3/4暗 褐色 粘上質 粘性・締まりあり

4 10YR2/3黒褐色 粘上質 粘性・ 締まりあり

2号土坑

A  L=269m

l dtlYR2/3黒 褐色 粘土質 粘性・締まりあり
2 10YR3/3暗 褐色 粘上質 粘性・締まりあり

灰黄褐色土少最含む
3 ЮYR2/3黒 褐色 粘土質 粘性・締まりあり

褐色砂質土を縞状に含む
4 10YR4/4福 色 砂質 粘性なし 締まりあり

3号土坑

/
2号住居状遺構

B

A  L=27.3m

B  L=27.3ぬ

10YR4/4褐色 砂質 粘性・絡まりなし
10VR4/3にぶい黄褐色 粘性・締まりややあり
10YR2/2黒褐色 粘性あり 締まりややあり

炭化物微量含 む
lllYR2/3黒 褐色 粘性あり 締まりややあり

黄褐4土ブロック中量含む
lllYR3/3暗 褐色 粘性・締まりあり

黄褐色土ブロック (大径)多量含む

0       1:40       1m

1

珠 と‐103844
Y=27420

1

2

3

A  歩 27.6m

IllYR3/2 elB色～ 3/3暗掲色 粘性・縮まりなし

5YR4/8赤褐色焼とプロック (径生ca)1～ 2%、

炭化物1%含む
10YR3/2黒禰色 粘上質 粘牲・締まりあり

上部に 10YR5/6黄褐色地山プロック (径 lon)1～ 20/Oを義状、

全体に 5YR4/8赤褐色焼土プロック (径 1～ 3cm)2～ 3%、

炭化物 (径■cl以 下)1%含 む 人為雄積か
10YR2/2黒搬色 粘土質 粘性・締まりあり

10YR5/6黄褐色地 I砦プロック (径 lcm)1～ 2%銹状に含む

L=27.5na        重 生

1 10VR3/8暗 褐色 粘土質 粘性・締まりあり
10YR5/6黄掲色粘土 (地曲)を混在する

1号陥し穴状遺構、 1号溝跡

調査区外

B  L=27.5m    一趣上

上
繋
や

第 5図  1～ 3号土坑、

-101-



2号薦跡

(9)八幡遺跡

2号住居状

西区西端窪地

A 【=,A ttrn

3号溝

C  L=27.6m C'

10YR2/3黒揖色 粘上質 粘性 。籍まりあり

下位に褐色粘上質上が鋳状に少量混入

10YR4/2灰黄褐色 雅性・締まりあり

10YR3/3暗褐色 粘土質 粘性・ 14まりあり

責鶴色ブロック (径 lcn)を多最含む

,31埋土 人為堆積か

ユ ー L=26.8破
A'

10YR3/2黒褐色 粘土質 粘性・締まりあり

10YR3/2黒褐色 粘上質主体に褐色粘土質

プロック (径54ull)を5%含む

lllYR2/2黒鶴色 粘土 粘性・締まりあり

10YR3/3暗 褐色 粘土質 粘牲・締まりあり 新しい坑か 攪乱の可能性あり

10YR2/3黒褐色 粘土質 粘性・ 締まりあり 酸化鉄集積多量 段丘縁に堆積した土、縄文時代の進物を包含する

10YR2/1黒色 粘土 粘性・締まりあり 上面付近まで若千の進物を混入する

101R2/1黒 色～ 3/1黒褐色 粘上 酸化鉄集積多量 粘性・ 締 まりあり

第6図  2・ 3号溝跡、西区西端窪地

L=26.8m

第 1表 柱穴状ピット計測一覧表

遺構名 開 口部規模 (cm) 深さ(cml 底面標高(ml 遺構名 開 口都規模 (cm) 深さ(cnl 底面標高(m) 遺構名 開 日鶴規種 (cml 深さ(cm) 底面標高ln.l

35× 31 26990 83× 29 26780 32× 27 26750

33X31 27135 83× 27 27105 P23 26× 26 26915

83× 31 26950 37× 30 31× 27 26754

27× 26 27095 29× 28 26790 P25 25× 24 26774

29× 27 27100 36× 80 P26 29× 25

31× 29 26575 29× 27 26976 P27 27× 27 26710

29× 28 26960 P17 29× 26 26903 P28 31× 80 26715

30× 24 27130 29× 27 26905 P29 57X45

35× 31 26885 P19 40× 28 26765 P30 38X32 26378

29× 25 27110 P20 32× 25 26631 P31 31X30 26960
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□

第 9図 出上遺物 (石器 2・ 石製品)

第 2表  土器観察表 ():残存値、〔〕推定値

第 3表  石器・石製品観察表 ():残存値、〔〕:推 定値

5 まとめ

今回の調査から縄文時代後期前葉、平安時代中期の遺構・遺物が確認され、明後沢川の河岸に立

地する縄文時代 。平安時代の複合遺跡であることが確認された。後世の削平が著 しい部分 もあり、

遺構の存否については現況の造成度合に因るところが大きいが、高位面が残存する部分であれば遺

構の遺存率も高いものと思われ、調査区北方及び明後沢川河畔まで遺跡が拡がる可能性 も考えられ

る。

なお、人幡遺跡平成21年度調査に関わる報告は、これをもって全てとする。

(9)八幡遺跡

lWO

出土地点
眉位 種類 器種

残存率 (%) 計測値(枷 )

外面調整 内面調整 備 考
遺構名 位置 (グリッド) 口縁部 底 部 口径 底径 器 高 最大径

号住居状遺構 窮西 土師器 甕 〔248〕 本:ケズリ ハケメ

号住居状遺構 IF土 土師器 甕 本:ケズリ

3 号住居状遺構 1層褐色土 土師器 郭 O 〔138〕 (28)

号住居状遺構 埋土上位 須恵器 大甕 O 本:敲き目

号住居状遺構 化西 」層灰色土 須恵器 瓶

6 号溝跡 東端 塁土 須忘器 大甕 0 O 本:敲き目 当て具猿

号溝跡 二土 須恵器 節 〔144〕 ミ:回 転糸切り

号住居状遺構 陀東 」層灰色上
須恵器 大甕 O 0 (126) 木:敲き目 把手 :ヘラナデ

1号溝跡 埋土

9 菫構外 q区西端窪地 黒色土 縄文土器 深鉢 〔65〕
頃 :沈線・無文、胴 :地

文、底 :網代

萱構外 q区西端窪地 理土上位 縄文土器 深 鉢 75 (97) 同:地文

壺構外 q区西端窪地 土器集中 縄文土器 深鉢 同:地文、底 :木葉痕 陰上に植物質繊維混入

置構外 号住居状南西ljI 現代溝 須志器 不 〔137〕 〔51〕 氏:回 転糸切り

l10

出土地点

層位 器 種

石 質 計韻1値

欠損 自然面 備 考
遺構猪 位置 (グリッド) 石材 産地

長さ

(cm)

幅

(cn)
騰
くｃｍ＞

肇
①

号住居状遺構 化東 埋土中～下位 石鏃 貢岩 奥羽山脈 有 Щ基形

号住居状遺構 1ヒ東 理土中～下位 石 鏃 貢岩 奥羽山脈 有 Щ基形

号住居状遺構 ミルト 埋 土 石鏃 貢岩 奥羽山脈 14 (12) 有 四基形

号住居状造構 |ヒ東 埋土中～下位 石匙 頁 岩 奥羽山脈 有 従型

1号住居状遺構 1ヒ 西 ケ層灰色土 削掻器 貢岩 奥羽山脈 O

号薄跡 理土 砥 石 凝灰岩 奥羽山脈 7673 有 近現代か

璧構外 写区西端窪地 黒褐色土 石匙 貢岩 奥羽山脈 有 徒型

璧構外 画区西端窪地 交出面 削掻器 頁岩 奥羽山脈

董構外 雪区西端窪地 削掻器 頁岩 奥羽 山脈

邑構 外 町区西端窪地 到木痕埋土 礫器 頁岩 奥羽山脈 1479 ○ 契状の使用痕跡あり

豊構外 打製石斧 赤紫色疑灰岩 北上山地 8444 O

聖構外 夫化物集中 砥 石 砂岩 (凝灰質) 奥羽山脈 近現代か

藍構外 夫化物集中 有孔石製湿 凝灰岩 奥羽山脈 13 O 斗位に直径 5E alの 穿孔
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(9)八幡遺跡

遼跡遠景 (西から)

遺跡近景 (直上から 下が北)

写真図版 1 航空写真
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完掘 (北東から)

(9)八幡遺跡

断面 (東から)

断面 (南から)

写真図版 2 1号 住居状遺構
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(9)八幡遺跡

完掘 (北東から)

断面 (南から)

床函ピット刊 完掘 (北から) 床蘭ピット1 断面 (南から)

-108-
写真図版3 2号住居状遺構



(9)八幡遺跡

1号土坑 完掘 (南から) 2号圭坑 完掘 (北東から)

3号土坑 完掘 (北から) 刊号陥し六状遺構 完掘 (北から)

1号溝跡 東縄完掘 (西から)

1号溝跡 西側完掘 (東から)

写真図版 4 4～ 3号上坑、

1号溝跡 断面 C―C'(西から)

1号陥し穴状遺構、 1号溝跡

-109-



(9)八幡遺跡

群 完親 (北から)               西盛西端窪地 (南から)

写真図版 5 2・ 3号溝跡、柱穴状ピット群、西区西端窪地

2号溝跡 断面 B―B'(南から)

2号溝勧 完擬 (北から〉 2号溝跡 HJI面 C―C'(北から)

3号溝跡 完掘 (北から) 3号溝跡 断面 (南から)

西区柱穴状ピット群 完親 (北から)
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(9)八幡遺跡

れ 5

写真図版 6 出土遺惨 (上器 )
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(9)人幡遺跡
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Ⅱ 発掘調査概報



Ⅱ 発掘調査槻報

凡例

1本書で記載されているコンテナの大きさ―については下記のとおりである。

大コンテナ :42X32× 30cal

中コンテナ :42X32× 20cn

小コンテナ :42X32X10cm



/■t掘調査慨報

たき の さわ

(10)滝ノ沢遺跡

所  在  地 北上市下鬼柳15地割31-3ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業  名 一般国道 4号北上拡幅

発掘調査期間 平成21年 4月 9日 ～ 8月 26日

調査終了面積 1,252∬

調 査 担 当 者 金子昭彦・藤原大輔

主 要 な時 代 縄文・平安

遺跡の立地

遺跡は、北上市の南部、JR東北本線北上駅の南西約 3 kmに あり、和賀川によって形成された中位段丘上

に立地している。段丘崖に沿って東西約1.2kmに広がり、今回の調査区は、その中央の北端段丘崖付近に相

当する。標高は70～78m。 これまでに10回 を越える調査が行われ、縄文時代前期末～中期初頭を中心にし

た大規模集落跡、晩期の小規模集落跡、平安時代の集落跡であったことがわかっている。

調査の概要

調査区は、国道の西側 と東側に分かれる (西、東区と仮称)(写真参照)。 どちらからも縄文時代前

期末～中期初頭の遺物が大量に出土 し、特に西区は、遺物包含層が厚さ50cmを 越える地点も多 く、ま

た住居跡の一部と考えられる焼土や柱穴状土坑が多数検出され、この時期の集落の中心であることが

わかった。東区は、この遺物包含層の東限であるらしく、東端は、南北に伸びる雨裂が形成されている。

ここから大量の礫石器 (磨製石斧、石錘ほか)が出土しており、未成品も多い。

この雨裂は、平安時代にはほぼ埋没したらしいが、窪みの一部は後に中世の丸子館の堀 として利用

されていたようである。東区の検出遺構は、雨裂底に確認された、平安時代の円形土坑1基だけである。

平安時代の遺構は、この上坑の他には、西区で検出された竪穴住居跡 1棟のみである。

調査で検出した遺構は、縄文時代炉跡 1基、焼±29基、土坑 2基、柱穴状土坑21個、整地層1箇所、

平安時代竪穴住居跡 (約 1,100年前)1棟、土坑1基である。

出土遺物は、縄文時代前期末～中期初頭上器大コンテナ228箱、石器中コンテナ298箱、土偶10点以上、

狭状耳飾 り数点、石剣数点、勾玉 1点、縄文時代晩期土器数点、平安時代土器 (土師器・須恵器)小
コンテナ2箱、鉄製品数点などである。

1 :50.000 北上

段丘崖に位置する調査範囲 (南から) 厚い遺物包含層
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発掘調査概報

(11)

所  在  地 盛岡市玉山区芋田字沢田4-10ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業 名 一般回道 4号渋民バイパス

発掘調査期間 平成21年 4月 9日 ～12月 4日

調査終了面積 1,250∬          ´

調査 担 当者 村上 拓・濱田 宏・杉沢昭太郎・北村忠昭

村田 淳・佐藤あゆみ・菅野 補・高橋静歩

主要 な時代 縄文

遺跡の立地

遺跡はIGRい わて銀河鉄道好摩駅の東方約1.Okm、 北上川左岸の河岸段丘上に立地する。北側を段

丘崖、南側を北上川に下る沢に区切られ、調査区付近は西側に舌状に張り出す高台となっている。標

高は214m前後。調査前は山林及び牧草地で、過去一部が畑地として利用されていた。調査対象は3,630

どで、うち今年度は1,250ゴの調査を終了。未了区域は次年度継続して調査する予定である。

調査の概要

縄文時代早期及び中期末葉～後期前葉の竪穴住居32棟、配石遺構 2基、土坑32基、土器埋設遺構 8基、

炉跡32基、柱穴620個、平安時代住居 l棟、近世の溝状遺構 3条を検出、縄文土器 (早期・中期末葉～

後期前葉が主体)50箱、石器10箱、平安時代の土師器・須恵器数片などが出上した。

縄文時代早期の住居は調査区南部に集中して検出されたが、調査未了の北半部に分布が広がる可能

性が高い。楕円形で底面中央にピット状に掘り込まれた炉をもつものと、不整形で炉を持たないもの

がある。土器には貝殻文のほか押型文・沈線文・表裏縄文等が含まれるなど時期幅を持っている。

中期末葉の住居は調査区西縁部に並列して分布する。このうち南西端部では他より図抜けて規模の

大きい住居が検出された。直径約1lmの 円形 (角の九い多角形)で、柱穴は直径、深さともにlm前後、

西側の壁に接して全長3.3mの複式炉をもつ。柱穴・周溝の重複状況から改築・拡張を経ていることが

わかった。床面直上には炭化材が多く出土。廃絶段階に焼失・倒壊したものとみられる。

このほか調査区中央からは、後期初頭～前葉のものとみられる環状の配石遺構が検出された。直径

約 9mの円環をなす配石の南縁に、方型基調の張り出し部を持ち、いわゆる柄鏡形住居に類似する。

次年度、下部構造を追加調査の予定。近接して長方形の配石に四まれた6本柱遺構も検出されている。

跡遺Ⅳ
だ
田

勒
沢

だ
田

』
芋

1:50,000 沼宮内

大形竪穴住居 (縄文時代中期末葉)

ど
氏
．．驀

，
盛
、

４

一

配石遺構 (縄文時代後期初頭～前葉)
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発掘調査概報

かわ め

(12)川 目A遺跡 第 5次補足調査

所  在  地 盛岡市川目第 5地割49-2ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手1可川国道事務所

事  業  名 一般国道106号都南川目道路

発掘調査期間 平成21年 4月 10日 ～10月 15日

調査終了面積 3,212∬

調 査 担 当者 高木 晃・須原 拓 。人重畑ちか子

主 要 な時 代 縄文

遺跡の立地                                  1:50,000盛 岡

本遺跡は」R東北本線盛岡駅の南東約7.5kmに位置し、北上川の支流である簗川左岸の河岸段丘上に立

地する。標高は177m前後で、遺跡の南東側は小起伏山地の末端にあたる。今回の第 5次調査は平成18

年度より開始され、過去 3年間の調査の未了区域436だ に加え、新規に2,776∬ の追加調査区について

実施した。このうち825だは南側の山地急斜面にあたり確認用の トレンチ調査で終了とした。なお平坦

面の東端区域には縄文時代の包含層下位に十和田中如火山灰の二次堆積層が広 く分布する。

調査の概要

今年度新たに検出した遺構は縄文時代のものとして竪穴状遺構 3基、配石遺構11基、土坑36基、土

器埋設遺構 5基、焼土遺構 8基、中世～近世のものとして土坑墓 3基である。他に縄文時代に形成さ

れた風倒木痕を11箇所確認した。なお、平成16年度から4年間の合計遺構数は竪穴住居跡 2棟、竪穴

状遺構 3基、配石遺構55基、土坑68基、土器埋設遺構16基、焼土遺構29基、炉跡 l基、中世～近世の

土坑墓 6基、縄文時代の風倒木痕33箇所である。今年度調査区の平坦面には縄文時代後期主体の遺物

包含層が広がるが、過年度までの調査区に比較し層厚は薄くなり平均0.5m程度となる。

遺物は土器が大コンテナ140箱、剥片石器類が約2200点、礫石器類が約4200点、土偶約70点、その他

各種土製品、石製品、アスファル ト塊、焼骨細片、炭化種実類、中世～近世の銭貨、鉄製品等がある。

4年間の遺物総量は縄文土器732箱 (10t強 )、 石器約60000点、土偶約700点、各種土製品・石製品約

3000点ほかで縄文時代後期初頭～中葉の遺物が主体である。

全体 として見れば、簗川と山地末端に挟まれた平坦面に形成された縄文時代後期の遺物包含層、配

石遺構群からなる遺跡で、今回の第 5次調査は南側半分を発掘したことになる。

埋設された注口土器 遺物包含層断面
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発掘調査概報

むかい

(13)向Ⅲ遺跡

所  在  地 遠野市綾織町下綾織第31地割20-1ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業  名 東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業

発掘調査期間 平成21年 7月 13日 ～ 8月 31日 、

9月 18日 ～10月 31日 ´

調査終了面積 8,750だ

調 査 担 当者 晴山雅光・福島正和・北村忠昭

主 要 な 時 代 縄文 。近世

遺跡の立地

向Ⅲ遺跡は、」R釜石線岩手二日町駅の南約1.5kmに位置し、東から西へと流れる猿ヶ石川南岸の河岸

段丘に立地する。調査前の状況は、南から北の傾斜方向に流れる水路を挟み、東西に2m幅の市道が

通る水田地帯であった。今回調査区の東側には、本遺跡の同事業に関わる未調査部分を残している。

調査の概要

今回の調査は、9月 1日～9月 17日 (落合2区 I遺跡調査)の期間、休止を挟んで断続的に行われた。検出

された遺構は、縄文時代の陥し穴状遺構15基、時期不明の焼土遺構4基、土坑25基、柱穴8個、溝1条である。

また、掘立柱建物2棟 (2× 1間)が確認されている。出土した遺物は、縄文土器が小コンテナ1箱、剥片石

器が側点、礫石器4点、陶磁器片が4点、寛永通宝1点である。

1 :50,000 人首

焼土遺構 フラスコ状土坑

掘立柱建物 陥し穴状遺構
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発掘調査概報

しんでん

(14)新田Ⅱ遺跡

所  在  地 遠野市綾織町下綾織第 5地割49-2ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業  名 東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業

発掘調査期間 平成21年 4月 10日 ～ 8月 31日

調査終了面積 2,800∬

調 査 担 当 者 晴山雅光・福島正和・丸山浩治・北田 勲

主 要 な時 代 縄文・平安

遺跡の立地

新田Ⅱ遺跡は、JR釜石線岩手二日町駅の南東約1.5kmに位置し、猿ヶ石川南岸の河岸段丘上に立地す

る。調査区は国指定史跡綾織新田遺跡の北東に近接 し、綾織新田遺跡よりも低い場所である。調査区

の標高は約260mで あり、調査前の現況は北半が草地、南半が水田、北東端部が山林 として利用されて

いた。

調査の概要

今回の調査では、縄文時代中期の竪穴住居26棟、掘立柱建物 4棟、柱穴状土坑約70個、墓媛と考え

られる土坑21基等を検出した。また、調査区南側では平安時代の上師器を伴う土坑 6基を検出した。

遺物は縄文土器が大コンテナ16箱、縄文時代の石器 。土製品が合計中コンテナ8箱、土師器・須恵器

が中コンテナ 1箱出上した。遺跡は縄文時代中期の集落の中心域と考えられ、弧状に竪穴住居群が配

置されている。また、この弧状に連なる竪穴住居群の内区では、掘立柱建物や墓壊群が検出されている。

墓媛群も竪穴住居同様におおむね弧状に配置されており、当該期の集落形態を読み解く上で貴重な調

査成果である。

航空写真 (上が北)
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発掘調査概報

お ろ せ

(15)下嵐江 I・ Ⅱ遺跡

所 在  地 奥州市胆沢区若柳字東下嵐江地内

委  託  者 国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所

事 業  名 胆沢ダム建設事業

発掘調査期間 平成21年 4月 10日 ～10月 30日

調査終了面積 5,690だ          ´

調査担 当者 本寸木 敬・濱田 宏・藤田 祐

主要 な時代 十日石器時代・近世

遺跡の立地

遺跡は石淵ダムの南西約 2 km、 胆沢川と前川の合流地点に位置し、北東に細長 く突き出た舌状地形

の緩斜面上、標高345m前後の河岸段丘に立地する。段丘の内陸部側が下嵐江 I遺跡、先端部側が下嵐

江Ⅱ遺跡と両遺跡は隣接 している。

調査の概要

調査は昨年度より継続して行われてお り、今年度は主に下嵐江 Ⅱ遺跡を調査 している。旧石器時代

と近世の遺構や遺物を検出したが、それらは段丘の尾根部を中心にほぼ全域に及ぶ。

今回の調査では後期旧石器時代の石器集中区10箇所、近世の掘立柱建物跡20棟、土抗22基、溝跡 3条、

柱穴745個 を検出した。出土遺物は旧石器7,859点、縄文土器20点、近世陶磁器大コンテナ4.5箱、銭貨

55枚、鉄製品40点などである。

1 :50000 焼石岳

調査区全景 掘立桂建物跡

石器集中区 石器出土状況
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発掘調査概報

(16)

所  在  地 奥州市胆沢区若柳字大平野 l-1ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所

事  業 名 胆沢ダム建設事業

発掘調査期間 平成21年 6月 1日 ～6月 30日

調査終了面積 600ゴ

調査担 当者 濱田 宏・藤田 祐

主要 な時代 縄文

遺跡の立地

遺跡は、奥州市胆沢総合支所の南南西約19km、 石淵ダムの南西 4 km付近にあって、前川によって形

成された河岸段丘上に立地する。調査区は南東向きの緩斜面となっており、その標高は358m～ 371m

ほどである。遺跡周辺は、かつてはレジャー施設などに利用された土地であったが、現在ではほぼ全

域が原野化し、広大な荒地となっている。

調査の概要

今年度は、昨年6月 中旬に発生した「岩手・宮城内陸地震」の影響もあって未了となっていた600ど

を対象に実施した。

調査では、縄文時代中期から後期に属すると思われる土坑 5基、時期不明の柱穴28個、集石 l箇所

が確認され、その精査とともに沢の氾濫により形成された遺物包含層 5箇所の掘削を行った。遺物は、

縄文時代中期後葉から後期前葉を主体として、前期前葉、晩期後葉などの上器が大コンテナ1.5箱、石

器類は中コンテナ 1箱出土した。

今回の調査によって、遺跡を三分するように流れる小寒沢右岸の縄文集落の様相がさらに明らかと

なった。ここには、縄文時代中期後葉から後期前葉の竪穴住居跡 5棟のほか、土坑は30基あまりが検

出され、特にもその中に礫が環状に配される住居跡や墓媛に転用された土坑が認められていることは、

何か祭祀的な様相も感じとられる。一方、左岸にはこれまで右岸では見つかっていない後期後葉以降

の遺構 。遺物が存在していることから、小寒沢両岸を主体とした時期別の占地についても本報告に向

け検討を深めたいと思う。

跡泣退Ⅱ
の野騨平

鵜大

1 :50,000 焼石岳

小寒沢氾濫部の様子 重複する土坑
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発掘調査概報

かねはま

(17)金浜 I遺跡

所  在  地 宮古市大学金浜第 2地割字古舘16ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業

発掘調査期間 平成21年 4月 14日 ～5月 1日

調査終了面積 101∬           ´

調査 担 当者 村田 淳

主要 な時代 縄文 。平安

遺跡の立地

本遺跡は、」R山田線津軽石駅から約 2 km北方、宮古湾の最奥部に位置している。西側の丘陵から派

生する尾根とそれに付随する谷部 (沢跡)か らなり、尾根を境界として北側が金浜 I遺跡、南側が金

浜Ⅱ遺跡である。平成20年度にも当センターで発掘調査を実施しており、今回は前年度未了部分の調

査である。今年度の調査区は遺跡範囲の西側、高圧電線用鉄塔が建てられていた部分及びその周辺で

あり、谷状地形の中央付近に位置する。検出面標高は20m前後である。

調査の概要

前年度の試掘により竪穴住居の存在を確認していたため、今年度の調査はこの住居跡の精査を中心

に行った。竪穴住居は一辺約 4mの方形で、石組のカマドを有する平安時代に属するものである。住

居内からは比較的多量の遺物が出上しているが、特にカマド周辺から製塩土器や土製支脚の破片がま

とまって出上していることが特徴である。隣接する金浜Ⅱ遺跡でも竪穴住居内から土製支脚の破片が

出土しており、これらの事例は本遺跡内及びその周辺で平安時代に土器製塩が行われていたことを示

す資料といえる。

この他に検出した遺構としては、縄文時代のフラスコピット1基、古代の焼± 1基、縄文～古代の

柱穴16個がある。遺物はほとんどが竪穴住居からの出上で、土師器・製塩土器・縄文土器が小コンテ

ナ 1箱、土製支脚・羽口小コンテナ 1箱、その他礫石器、鉄津等が少量出土している。

今年度調査区の北側で過去に宮古市教育委員会が実施した発掘調査では、古代の竪穴住居を中心と

した集落の存在が確認されている。検出した竪穴住居がその集落の南端にあたる沢跡の縁に位置して

いること、これより南側では尾根の反対側斜面に位置する金浜Ⅱ遺跡まで古代の遺構が存在しないこ

とから、今回の調査では本遺跡における古代集落の南限を明らかにすることができたと思われる。

筋

1 :50,000 宮古

平安時代の竪穴住居 土製支脚出土状況
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発掘調査概報

(18) 跡遺弾来”
野謗沢

ぎ木や
八 第 3次調査

所 在  地 宮古市大字八木沢第8地割字駒込121-2ほ か

委 託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

事  業 名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業

発掘調査期間 平成21年 4月 8日 ～6月 30日

調査対象面積 1,770ど

調査担 当者 丸山直美・村田 淳・佐々木智久

主要 な時代 縄文

遺跡の立地

本遺跡は」R山 田線磯鶏駅の南西約3.9kmに位置し、宮古湾に向かって北流する人木沢川の西岸に形成

された小起伏山地の先端部に立地する。標高は43～46mを測る。

調査の概要

調査は平成20年度からの継続である。検出された遺構は、縄文時代前期の竪穴住居 2棟、焼土遺構

24基、土坑 7基、埋設土器 1基、集石遺構 1箇所、柱穴状小土坑39個、遺物包含層437だ、古代以降の

可能性のある鍛冶炉 1基である。遺物は縄文時代前期の上器を主体 として、石器、陶磁器、鉄製品、

鉄津などが総量で大コンテナ35箱分出土した。調査の結果、調査区東半部を中心 として縄文時代前期

を主体とする集落跡、および遺物包含層が形成されていることが判明した。

1:501000 宮古

調査区全景 (北 から) 縄文時代の竪穴住居(南東から)

遺物包含層掘削風景 (南から) 出土した縄文土器
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発掘調査慨報

や ぎ さわこまきめ

(19)八木沢駒込 I遺跡

所  在  地 宮古市大字八木沢第 8地割駒込38-1ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業

発掘調査期間 平成21年 4月 8日 ～ 6月 30日 、

8月 3日 ～ 8月 12日 ´

調査終了面積 2,535だ

調 査 担 当者 杉沢昭太郎 。菅野 補

主 要 な 時 代 縄文・中世・近世

遺跡の立地

本遺跡はJR山 田線磯鶏駅の南西約3.6kmに位置し、宮古湾に向かい北流する人木沢川の西岸に立地し

ている。調査地点は遺跡の南端部にあたる山地の斜面部と、そこから広がる緩斜面～平坦面からなる。

標高は20～ 50mを測る。

調査の概要

検出された遺構は、縄文時代の住居跡 2棟・焼±23基 。陥し穴状遺構 6基・集石 1基、古代の炭窯

跡 1基、中世の竪穴建物跡 2棟、近世の掘立柱建物跡 4棟・溝跡 2条・墓壊 6基、時期不明土坑22基

である。遺物は縄文土器が中コンテナ 6箱、石器類が中コンテナ l箱、陶磁器 。金属製品などが小コ

ンテナ l箱出土している。

今年度調査区である遺跡南端部の斜面部並びに緩斜面～平坦面は、前年度の調査区並びに隣接する

人木沢駒込 Ⅱ遺跡とは小規模な沢によって隔てられてお り、この部分だけで独立 した遺跡範囲として

捉えることができる。上記 した遺構・遺物が得 られたことにより、縄文時代中期後半には小規模な集

落であったことが明らかになった。縄文時代早期・前期・弥生時代の遺物 も出上していることから、

この時期も集落として利用されていたようである。陥し穴状遺構も点在しており、集落が営まれてい

なかった時期には狩猟場となっていたことが分かった。古代には斜面部に炭焼窯が築かれていた。中

世後半にも竪穴建物跡を有する小規模な集落があり、これが近世の建物跡へ時期的に連続する可能性

がある。建物跡には3段階の変遷があるほか、屋敷墓も6基検出している。

筋

1 :50,000 宮古

縄文時代中期住居の炉跡 中世後半の竪穴建物跡
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発掘調査概報

(20)

所  在  地 宮古市大宇八木沢第 8地割字駒込75-1ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業

発掘調査期間 平成20年 5月 25日 ～ 7月 3日

調査終了面積 3,600∬

調 査 担 当 者 杉沢昭太郎・菅野 補

主 要 な時 代 縄文・古代

遺跡の立地                                  ・ 50,000宮古

本遺跡は、JR山 田線磯鶏駅の南西約3.8kmに位置しており、宮古湾に向かって北流する八木沢川西岸

に立地する。今回の調査区は遺跡中央部から西部にあたり、地形は尾根部と沢部、沢を下った所にあ

る平坦部からなる。標高は33～65mで現況は山林であった。

調査の概要

今回の調査では、遺跡の中央から東側を調査 したことになる。遺跡内では最も標高の高い尾根の頂

部を調査 し、そこから土坑を 1基検出した。遺物は出上しなかったが、昨年度に出土 した古代の和鏡

や飾金具との関係が考えられる。東側の平坦面には遺構はなく、人木沢川の旧河道であったようである。

遺跡北部は一昨年の調査により小規模な縄文時代中期の集落、狩猟の場として利用されていたことが

判明しているが、縄文時代の遺構は今年度調査区までは広がらなかった。

出土遺物は縄文土器・石器類が小コンテナ0.5箱 である。

跡遺Ⅱ勤込裁駒諦沢ぎ木や八

遺跡違景
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発掘調査概報

ほそ や ち

(21)細谷地遺跡 第24次調査

所  在  地 盛岡市向中野字野原27-3ほ か

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 5月 18日 ～ 6月 19日

調査終了面積 1,224∬          ´

調 査 担 当者 羽柴直人 。本多準一郎・田中美穂

主 要 な 時 代 古代

遺跡の立地                                  1:50,000盛 岡

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線仙北町駅から南西約1.3kmに位置 し、雫石川右岸に形成された

河岸段丘に立地している。調査区は遺跡範囲の南西隅部分に相当し、北側調査区と南側調査区の 2地

点に分かれる。両調査区は約25m離れており、両地点ともに標高は約122m、 調査前は宅地として使用

されていた。

調査の概要

北側調査区では平安時代前半の竪穴住居跡 1棟、平安時代前半には埋没が完了していた沢跡 1条が検

出された。竪穴住居跡は一辺約2.3mの小規模な建物で、カマドは北壁に設置されている。住居に伴う遺物

はロクロ不使用の上師器長胴奏、須恵器邦などがカマド周辺から出土している。沢跡は第14次調査で検出

された沢跡に連続するものである。出土遺物、遺構の切り合いはなかったが、第14次調査等の知見から8

世紀以前には埋没したものと判断されている。

南側調査区では果樹の植栽痕と推測される穴が等

間隔で連続して検出されたが、出土遺物から20世紀

中葉以降の所産と判断された。このように本調査次

の遺構密度は非常に小さいことが明らかになった。

これまでの遺跡全体の遺構配置の状況から、本調査

区は平安時代の集落の南端部に相当すると予測され

ていたが、その予想に合致する調査結果であった。

竪穴住居跡 (R A180)

北側調査区全景 南側調査区全景
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発掘調査概報

(22) 第25次調査

所  在  地 盛岡市向中野字野原9-5ほか

委  託  者 独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所

事  業 名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 6月 15日 ～9月 11日

調査終了面積 946だ

調査担 当者 羽柴直人・田中美穂

主要 な時代 古代

遺跡の立地                                  1:50,000盛 岡

遺跡は盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西約1.3kmに位置し、雫石川右岸に形成された河

岸段丘に立地している。調査区は遺跡範囲の中央やや北寄 りに相当する。標高は約122m、 調査前は道

路と自動車整備工場敷地として使用されていた。

調査の概要

検出遺構は平安時代前半の竪穴住居跡 7棟 (内 l棟は20次調査で一部調査 )、 土坑 2基、中世以降の

掘立柱建物跡 1棟、馬の埋葬墓 1基が検出された。また、今次調査範囲内において、細谷地遺跡の北

東部に接する向中野館遺跡を囲む堀跡の一部が検出されたが、この堀については、使宜的に向中野館

遺跡に含まれるものとして扱い、ここでは検出遺構にカウントしないこととする。出土遺物は土師器、

須恵器類が大コンテナ 5箱、近世陶磁器類が大コンテナ 1箱出土している。この他に埋葬されていた

馬骨が一頭分出土している。骨の残存状況は不良である。

竪穴住居跡はいずれも出土遺物から9世紀以降に属するものである。道路敷や水道管、排水溝等で

著 しく攪乱を受けている住居が多 く、カマ ド位置が不明のものもある。カマ ド位置が明らかなものは、

北壁が 1棟、西壁が 2棟、東壁が 1棟である。調査区最南端で検出された竪穴住居跡 R A181は 1辺8.1

mの大規模な建物である。掘立柱建物跡 R B025は竪穴住居 R A185と 重複 しており、R B025が新 しい。

3間 ×5間で西側に庇が付 く。形態等から中世以降の建物と判断されるが、確実に共伴する陶磁器が

なく詳細な時期は不明である。馬の埋葬墓は時期不詳であるが、近世以降の所産と推測される。また、

近世陶磁器が調査区北西隅の攪乱部分からまとまって出土した。この攪乱は用水路改良のヒューム管

設置の際のもので、近世陶磁器は近世の用水路に起因する出土状況と推測される。

跡遺ち地や谷践細

竪穴住居跡 (R A181) 掘立桂建物跡 (R B025)
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発掘調査概報

(23) 第12次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田 2地割133-2ほ か

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 6月 16日 ～ 9月 ll日

調査終了面積 633ゴ           ´

調 査 担 当 者 羽柴直人・田中美穂

主 要 な 時 代 古代・中世

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西約1.2kmに位置し、雫石川右岸に形成された

河岸段丘に立地している。調査区は遺跡範囲の南西隅部分に相当する。標高は約122m、 調査前は道路、

神社境内として使用されていた。

調査の概要

古代の遺構は竪穴住居跡 7棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑 2基が検出された。中世以降と推測される

遺構は堀 1条、掘立柱建物跡 2棟、溝 3条が検出された。また、近代以降と推測される豚の頭骨を埋

納 した土坑が 1基検出されている。出上遺物は土師器、須恵器が大コンテナ 5箱、近世陶磁器中コン

テナl箱、永楽通費 (模鋳銭)4枚が重なって出土した。古代の竪穴住居のうち2棟が8世紀以前、

5棟は9世紀以降に属するものである。古代の掘立柱建物 (R B016)1ま 2× 2間の総柱建物である。

形態から古代の建物と判断した。堀跡は第10次調査等で検出された堀に連続する同一のもの (RG
012)で、向中野館を囲む大規模な堀である。今次の調査範囲では堀の南辺が検出され、これにより向

中野館の南北の内法幅が約50mであることが明らかになった。また、従前の調査では堀の西辺と北辺

の内側に土塁の存在が確認されていたが、今次検出の南辺では土塁の痕跡は確認できなかった。調査

範囲は道路範囲であり、その工事の際に完全に土塁が破壊された可能性も高い。中世以降と推測され

る2棟の掘立柱建物は堀内部に位置し、向中野館に伴う建物の可能性が考えられる。また、永楽通費

の模鋳銭は向中野館の年代を示す資料であるが、この他に中世に属する陶磁器類は1点 も出土してい

ない。このような中世遺物の寡少さが、向中野館の存続年代推定を困難にしている。

跡遺Ⅸ館の野
抄中”向

1:50,000 盛岡

竪穴住居跡 (R A037) 掘立柱建物跡 (R B016)
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発掘調査概報

(24) 第13次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田2地割133-2ほ か

委  託  者 独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所

事  業 名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 6月 16日 ～9月 11日

調査終了面積 615∬

調査担 当者 羽柴直人・田中美穂

主要 な時代 古代 。中世

遺跡の立地

遺跡は盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西約1.2kmに位置し、雫石川右岸に形成された河

岸段丘に立地している。調査区は遺跡範囲の南西端部に相当する。標高は約122m、 調査前は道路 とし

て使用されていた。

調査の概要

検出遺構は古代の竪穴住居跡 3棟、時期不明の土坑 1基、中世以降の堀 1条、近世以降の溝 1条、

古代には埋没が完了していた低地 1箇所が検出された。出土遺物は土師器、須恵器が中コンテナ 1箱、

近世陶磁器類が小コンテナ 1箱出土した。

古代の竪穴住居は 3棟いずれも9世紀以降のもので、カマ ド方位は2棟が西側、 1棟が不明である。

堀は向中野館を囲む大規模なもので、第10次調査や、今年度調査がおこなわれた第12次調査で検出さ

れた堀 (R G012)と 同一のものである。本調査次では南西隅のコーナー部分が検出された。向中野館

の堀の南辺は近代に到るまで農業用水路として、堀のラインを踏襲して使用 してお り、今次調査区と

東側に連続する12次調査区の堀埋土からは近世陶磁器や近代以降の廃棄物が多数出土 している。堀の

南西コーナー部分の西側に溝 R G019が連結する形で位置しており、西側から延びる用水路と堀跡踏襲

の用水路部分を通結する溝と判断される。低地は隣接する12次調査区で終息 してお り、沢ではなく低

地とした。低地の堆積土最上部に十和田 a降下火山灰が散布 してお り、平安時代前半にはすでに埋没

していたと理解される状況であった。古代の竪穴住居 R A042は低地の推積土を掘 り込んで構築してお

り、埋没時期を知る手がかりになる。低地堆積土からの出土遺物はなかった。

跡遺頷館の野め中い向

竪穴住居跡 (R A019)堀跡 (R G012)
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発掘調査慨報

(25)矢盛遺跡 第23次調査

所 在  地 盛岡市向中野字野原49-3ほ か

委 託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 7月 1日 ～7月 30日 、

10月 16日 ～11月 26日 ´

調査終了面積 5,720∬

調査担 当者 高木 晃 。須原 拓 。北田 勲・小林弘卓

主要 な時代 縄文・近世

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南に約 3 km、 仙北町駅から南西に約1.6kmに位置し、

雫石川によって形成された沖積段丘上に位置する。標高は123m～124mで、隣接する第18次調査区 (平

成20年度)よ りも約 lm高い。

調査の概要

検出遺構は、縄文時代に帰属すると思われる陥し穴 4基、近世に帰属する掘立柱建物跡15棟、土坑

34基、墓坑16基、井戸 5基、溝 9条、柱穴状土坑375基である。

縄文時代の陥し穴は調査区北端と、飛地の南側調査区からみつかった。遺物を伴わず、具体的な時

期は不明であるが、遺構の形態から縄文時代のものと判断した。陥し穴は過去の調査でもみつかって

おり、それらに続 く一連の遺構 と思われる。

近世の遺構は調査区北側に集中する。特に調査区北東側では 5時期にわたると推定される掘立柱建

物跡群が重複 しながら分布する。また墓坑や井戸は掘立柱建物跡を避けた場所に位置し、掘立柱建物

跡群と墓、井戸は一連の遺構群 と想定する。近世墓は重複 してお り、形態が定かでないものも見受け

られたが、人骨、副葬品はほぼ良好な状態で出上した。

出土遺物は掘立柱建物跡の柱穴内から陶磁器片数点と銭貨 (古寛永)が、また近世墓坑の副葬品として

陶磁器類11点、鏡 (柄鏡・ガラス製)7面、銭貨 (古
。新寛永、洪武通宝)48枚、袋状製品 (布か皮製)

5点、警 1点、釘 2点、煙管吸い口1点、他に丼戸の底から木枠が出土した。遺構・遺物の時期は、出土

した陶磁器片から17世紀後半～18世紀中頃に比定されるものと思われる。

1:50.000 盛岡

掘立柱建物跡群
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発掘調査概報

(26)矢盛遺跡 第24次調査

所  在  地 盛岡市向中野字野原49-3ほ か

委  託  者 独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 7月 1日 ～ 7月 30日 、

10月 16日 ～ll月 26日

調査終了面積 425ゴ

調 査 担 当者 高木 晃・須原 拓 。北田 勲 。小林弘卓

主 要 な 時 代 近世

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南に約 3 km、 仙北町駅から南西に約1.6kmに位置し、

雫石川によって形成された沖積段丘上に位置する。標高は123m～124mで、隣接する第18次調査区 (平

成20年度)よ りも約 lm高い。

調査の概要

検出遺構は、近世に帰属する掘立柱建物跡 6棟、土坑 5基、墓坑 8基、溝 3条、焼土遺構 2基、柱

穴状土坑43基である。隣接する第23次調査区と同様の性格の遺構群であり、両方の調査区をまたいで

いる遺構 も多い。掘立柱建物跡群は重複関係と各建物の長軸方向のあり方から、 5時期の変遷がたど

れるものと思われる。また掘立柱建物跡群の北側に位置する近世墓は重複が激 しいものの、人骨と副

葬品の残存状態は、ほぼ良好であった。

出土遺物は主に近世墓からの副葬品であ り、銭

貨33枚、陶磁器 8点、鏡 (柄鏡、ガラス製)4面、

警 1点、袋状製品 (布 か皮製)3点 がみつかって

いる。遺物の時期は出土 した陶磁器から17世紀後

半～18世紀中頃に比定される。遺構 もその頃に帰

属するものと思われる。

1:50,000 盛岡

調査区全景

掘立柱建物跡 近世墓
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発掘調査概報

だい た ろう

(27)台太郎遺跡 第66次調査

所  在  地 盛岡市向中野字向中野40-25ほか

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 6月 1日 ～11月 27日

調査終了面積 11,911だ         ´

調 査 担 当 者 羽柴直人・本多準一郎・中村絵美・田中美穂

主 要 な 時 代 古代 。中世～近世

遺跡の立地

台太郎遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西約900mに位置する。雫石川によって

形成された河岸段丘上に立地し、標高は120m程度である。台太郎遺跡は昭和60年 から調査が開始され、

今回はその66次 目にあたり、調査区は遺跡範囲の南西部に位置している。

調査の概要

検出された遺構は、奈良時代以前の竪穴住居跡 5棟、中世から近世の掘立柱建物跡72棟・竪穴建物

3棟・カマド状遺構 7棟・柱穴約2300個、古代以降の土坑84基 (う ち墓媛 2基)・ 溝跡51条である。竪

穴住居跡はお互いある程度距離を持って点在するが、掘立柱建物跡は調査区内でも比較的標高の高い

場所に複数軒重複して建てられており、その集中箇所は3つ に分かれている。遺物は中コンテナで5箱、

大半が奈良時代以前の上器で、これ以外に中世～近世の陶磁器・銭貨、時期不明の刀子などが出土し

ている。

1:50,000 盛岡

調査区全景
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発掘調査概報

いいおかさいかわ

(28)飯岡才川遺跡 第16次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田2地割39-3ほ か

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業 名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成21年 9月 1日 ～12月 4日

調査終了面積 5,921ゴ

調査担 当者 金子昭彦・藤原大輔

主要 な時代 縄文・平安

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線盛岡駅から南に約 2 kmに あり、雫石川によって形成された沖

積段丘上および周囲の旧河道に立地する。遺跡の南を画する才川は、縄文時代には幅数十mも あった

ようで、西から東に向かって流れ、遺跡は、才川に沿って東西方向に600m以上延びる。推定面積は約

62,000だ で、既に推定範囲の2/3以上を調査している。標高は120～ 124mである。

調査の概要

今回の調査区は、二か所に分かれるが、ともに遺跡の南端に位置する。南限東端に相当する東側調

査区 (1,369だ)は、予想通り平安時代 (約 1,100年前)の村の中心の一つで、南限中央付近に位置する

西側調査区 (4,552∬)は、その村の西のはずれであることがわかった。また、遺跡の南限である才川

に沿って、縄文時代の陥し穴状遺構 (溝状)力ⅥO基以上掘られており、今回も検出された。

東側調査区では、縄文時代陥し穴状遺構 4基、平安時代竪穴住居跡 9棟 (周囲の調査区からの続き

2棟含む)、 掘立柱建物跡 2棟 (周 囲の調査区からの続きl棟含む)、 住居状遺構 2基、土坑19基、溝

跡 1条 (周 囲の調査区からの続き)が検出された。特筆されるのは、一辺 7mを越える大形住居跡、

柱間2間 ×2間の総柱掘立柱建物跡、土師器焼成坑と推測される土坑 2基などで、大形竪穴住居跡を

区画するかのような大溝跡 (幅約 lm、 最深)が注目される (写真参照)。

西側調査区では、縄文時代陥し穴状遺構 6基、平安時代掘立柱建物跡 l棟、溝跡 1条検出された。

出土遺物は、東側調査区では、平安時代土器大コンテナ3箱、フイゴ羽口 1点、石器 (砥石)約 30点、

鉄製品4点、鉄津 1点、西側調査区では、平安時代土器小片 1点のみである。

1:50,000 盛岡

7mを越える大形住居跡 大形住居を区画する?大溝跡
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発掘調査概報

さ ばら

(29)佐原Ⅱ遺跡

所  在  地 宮古市佐原三丁目10番 1ほか

委  託  者 宮古市

事  業  名 北部環状線道路改良事業

発掘調査期間 平成21年 7月 6日 ～10月 9日

調査終了面積 1,300だ

調 査 担 当者 杉沢昭太郎・菅野 補

主 要 な 時 代 縄文 。弥生

遺跡の立地

本遺跡はJR山 田線宮古駅の北北東約 2 kmに 位置している。西から東に延びる二つの尾根に挟まれた

傾斜地と平坦面からなり、調査前の現況は杉林と雑種地であった。遺跡の標高100～ 110mを 測る。

調査の概要

調査区は三つに分かれている。北側調査区からは上幅約 9mの沢跡が見つかり鉄滓・羽口などが出

土しており、周辺に鉄生産 (鍛冶施設)遺構が想定される。西側調査区は尾根先端部にあたり、弥生

時代の竪穴住居跡が 1棟検出された。この時期の小規模な集落が西側にも広がっている可能性が高い。

縄文時代の落とし穴も1基検出されている。南側調査区は最も標高が高 く堆積土の状態も良好であっ

たものの、遺物は少なく焼上を6基検出したのみであった。

出土遺物は縄文土器が中コンテナ 1箱、弥生土器が中コンテナ 1箱、石器類が小コンテナ 1箱、鉄淳・

羽口が中コンテナ 2箱、陶磁器類が小コンテナ 1箱である。

1:50,000 宮吉

弥生時代の住居跡
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発掘調査概報

こ や の

(30)小屋野遺跡

所  在  地 盛岡市川目第 5地割122-82ほ か

委 託  者 盛岡地方振興局土木部築川ダム建設事務所

事  業  名 簗川ダム建設事業

発掘調査期間 平成21年 8月 3日 ～11月 13日

調査終了面積 2,780∬

調査担 当者 丸山浩治・鳥居達人・北村忠昭・小林弘卓

主要 な時代 縄文

遺跡の立地

本遺跡は、JR盛 岡駅の南東約9,2kmに 位置し、築川左岸の河岸段丘上及び南西丘陵からのびる小規模

な扇状地に立地する。標高は190～ 215mで ある。崖錐性堆積層が幾重にも重なり、地点により内容や

層厚が異なるため土層堆積様相は極めて複雑である。現況は山林である。なお、今年度調査予定面積

は5,700ど であったが、北東部2,920だ が未了となり、次年度以降の調査となった。さらにその北東側の

周知遺跡範囲およびその隣接地について新たに試掘調査が実施され、縄文時代の遺構・遺物が確認さ

れている。

調査の概要

遺構・遺物は、調査区北東側の低位部緩斜面上で検出された。検出面は、縄文時代中期後半から平

安時代以降までの5面が存在する。検出遺構は、縄文時代の竪穴住居 l棟 (晩期)、 土器埋設遺構 1基

(後期)、 土坑 l基、柱穴状土坑 4個、縄文時代晩期～弥生時代の上坑 5基、焼土遺構14基、炭化物集

中4箇所、中世のカマド状遺構 2基、時期不明の土坑 1基、畑跡 l箇所、溝 5条、柱穴状土坑 3個で

ある。このほか、未精査であるが、縄文時代中期後半の焼土遺構 2基、後期の竪穴住居 2棟、竪穴住

居状遺構 1棟を検出している。これらについては、次年度以降の精査となる。

出土遺物は縄文期のものが主体で、土器 (中～晩期)大コンテナ6.5箱、石器大コンテナ4箱、土偶

1点、円盤状土製品 1点、石棒類 2点、炭化種実 (オ ニグルミ等)が出土している。このほかには、

弥生土器大コンテナ0.5箱、銭貨 1点 (元豊通賓)、 近世～近代の鉄製品2点 (蹄鉄・釘各 1点 )、 陶磁

器 6片がある。

盛岡 。日詰
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縄文時代晩期の竪穴住居 縄文時代晩期～弥生時代の上坑
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発掘調査概報

う の きみなみだい ち

(31)鵜ノ木南台地遺跡

所  在  地 奥州市水沢区黒石町字鵜ノ木50-3ほか

委  託  者 県南広域振興局土木部

事  業  名 緊急地方道路整備事業

発掘調査期間 平成21年 8月 3日 ～10月 30日

調査終了面積 1,736∬          ´

調査担 当者 北田 勲・小林弘卓

主要 な時代 縄文・平安

遺跡の立地

鵜ノ木南台地遺跡はJR東北本線水沢駅の南東約 4 kmに 位置し、大田代川左岸のユ可岸段丘上に立地し

ている。現況は宅地で、標高は34m前後。

調査の概要

検出した遺構は、縄文時代後期～晩期の遺物包含層 (捨て場)590ゴ、竪穴住居跡 1棟、土坑 5基、

配石遺構 2基、焼土遺構13基、上器埋設遺構 9基、柱穴状土坑21個、平安時代の竪穴住居跡 2棟、平

安時代以降の堀跡 1条である。

縄文時代の遺物包含層 (捨て場)は、Ⅲ a層・礫混黒色土 (層厚20cIIl)縄 文時代晩期中～後葉、Ⅲ

b層 。礫混黒褐色土 (層厚60～ 90cm)後期中～後葉、Ⅲ c層・褐色土 (層厚10～ 20clll)後 期前葉、Ⅲ

d層・礫混黒褐色粘土 (層厚30～50cm)後期初頭から構成され、多量の遺物が層位的に出土した。

1:50,000 水沢

遺物包含層断面 北区旧沢跡断面

土器埋設遺構 遺物出土状況
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発掘調査概報

さかい

(32)境遺跡

所  在  地 北上市稲瀬町地蔵堂1901ま か

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局土木部

事  業  名 緊急地方道整備事業下門岡工区

発掘調査期間 平成21年 4月 8日 ～ 7月 14日

調査終了面積 1,240∬

調 査 担 当者 鳥居達人・北村忠昭・菅 常久・小林弘卓

主 要 な 時 代 縄文・弥生・中世

遺跡の立地

境遺跡は、北上川の東岸に所在 し、」R東北本線北上駅から南に約4.5km、 奥州市江刺区稲瀬と隣り合

う北上市稲瀬町地蔵堂に位置する。現況は水田及び更地となっている。

遺跡周辺の地形は谷底平野及び氾濫平野を主とし、その中に自然堤防が点々と形成されている。遺

跡は、その自然堤防上に立地し、平成18年度から開始された 3年間の調査において、縄文時代晩期末

葉から弥生時代前葉にかけての竪穴住居跡、弥生時代中後期の上坑、平安時代の竪穴住居跡、古代か

ら中世にかけての配石遺構や堀跡・溝跡、中世の上葬墓などが検出されている

調査の概要

今回調査の検出遺構は、竪穴住居跡 1棟、竪穴住居状遺構 2基、土坑50基、焼土遺構 2基、溝跡12条、

柱穴状土坑314個、炭化物集中区 2ケ 所である。縄文時代から弥生時代にかけての遺構には、竪穴住居

跡と土坑がある。古代から中世には、竪穴住居状遺構 2基、火葬跡 と思われる2基の焼成上坑 と墓墳

と思われる土坑群、溝跡や柱穴状土坑群があり、当期に置いて集落があった可能性を示す。

遺物は、縄文～弥生土器が大コンテナで 5箱出土している。縄文土器は、大半が縄文時代中期末葉

の土器で、他には少量であるが後期前葉、晩期中後葉のもの、弥生土器がある。古代 。中世土器では

土師器 3点、須恵器15点、かわらけ1点、陶磁器は8点の出土である。陶磁器には、中国産の青白磁や

渥美産の陶器などがある。石器は中コンテナ 3箱で、黒曜石製の石鏃や頁岩製のスクレーパーなどが

あるが、磨石状の不明な礫が多い。その他では鉄製品が32点、鉄淳は1535g、 羽口と思われる破片が

15点、古銭 1点が出土している。

1150,000 】ヒ上

中世の土坑群 縄文土器出土状況
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発掘調査概報

(33)

所  在  地 一関市花泉町字五輪堂14-1ほか

委  託  者 県南広域振興局一関総合支局土木部

事  業  名 一般国道342号花泉バイパス建設事業

発掘調査期間 平成21年 7月 1日 ～10月 9日

調査終了面積 4,680∬          ´

調 査 担 当者 村田 淳・高橋静歩・佐々木智久

主 要 な 時 代 縄文・古代・中世・近世

遺跡の立地                                   ■50,000若柳

本遺跡は、」R東北本線花泉駅から南東へ約2.5km、 金流川右岸のユ可岸段丘上に位置する。今回は、遺跡

範囲の西端及び一部その外側に続く範囲の調査を行った。調査前は休耕田であったが、昭和30年代以降に

行われた固場整備により調査区全域が大幅に削平されていた。検出面の標高は17.5～21,Omで ある。

調査の概要

検出した遺構は、土坑10基、堀 1条、溝49条、柱穴66個 である。出土遺物及び遺構の重複関係から、

土坑 2基 と溝16条が古代、土坑 1基 と堀 l条が中世に属すると考えられ、その他は近世もしくは時期

不明のものである。遺物は、土師器・須恵器小 コンテナ2.5箱、かわらけ 3点、常滑産陶器奏片 1点、

伊豆沼産の可能性がある陶器片口鉢片 1点、近世陶磁器小コンテナ 1箱、石鏃 4点、石臼 1点、鉄鏃

1点、木製品 (下駄・杭など)大コンテナ 2箱分などが出上している。

中世の堀は、北西―南東方向に走る長大なもので調査区内では約47m検出しているが、北西側・南東側

ともさらに延びるものと考えられる。遺存状況の良かった地点の観察によると、断面形は箱形で、本来の

上面幅は2.5m以上あったと考えられる。また、堆積上の状況から本遺構が一定期間滞水していたこと、近

世に一度掘り返しが行われていることも確認した。この他、調査区南側では東西方向に平行して掘削され

ている古代の溝、調査区中央では常滑産陶器片が出上した中世の上坑などを検出している。

本遺跡の位置する涌津五輪堂地内は、過去に地名の由来にもなった国の重要指定文化財である鉄製

五輪塔地輪が出上したと伝えられる場所である。今回の調査でもこの直接的関連は不明ながら中世に

属する遺構 (堀跡)や遺物 (国産陶器)が検出されてお り、鉄五輪塔が造立された時期に近接する時

期の資料を追加できたことが成果といえる。

跡遺巧堂」輪む五

中世の堀跡 古代の溝跡
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発掘調査概報

(34) I遺跡
謗沢肺飼こ子

所  在  地 気仙郡住田町世田米字子飼沢 2ほか

委  託  者 大船渡地方振興局土木部津付ダム建設事務所

事  業  名 津付ダム建設事業

発掘調査期間 平成21年 6月 1日 ～ 9月 30日

調査終了面積 7,500ポ

調 査 担 当 者 星 雅之・佐藤里恵・高橋静歩

主 要 な時 代 縄文・古代・近世

遺跡の立地

本遺跡は、住田町役場の西約15km、 種山高原の東約 5 kmに 位置し、大股川右岸の河岸段丘上に立地

する。平成20年度 。21年 度の 2カ 年に亘 り調査が行われた子飼沢 Ⅱ遺跡の南側にあり、沢を挟んで近

接する。標高336～862mで、現況は山林であった。

調査の概要

検出遺構は、縄文時代の上坑 5基、古代の上坑 l基、近世の鍛冶炉 1基・焼土遺構 4基、炭窯 3基・

土坑 1基である。遺物は、縄文土器大コンテナ1.5箱、須恵器片 lJ点、石器類大コンテナ l箱、鉄滓大

コンテナ 1箱が出土した。土器の主体は、縄文時代後期初頭で門前式に相当する。

1:50,000 陸中大原

遺跡全景 (上が西 )
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発掘調査概報

こ がいさわ

(35)子飼沢Ⅱ遺跡

所  在  地 気仙郡住田町世田米字子飼沢 l-3ほか

委 託  者 大船渡地方振興局土木部津付ダム建設事務所

事  業  名 津付ダム建設事業

発掘調査期間 平成21年 4月 9日 ～8月 31日 ´

調査終了面積 2,200∬

調 査担 当者 星 雅之・佐藤里恵 。高橋静歩

主要 な時代 縄文 。近世

遺跡の立地

本遺跡は、住田町役場の西約15km、 種山高原の東約 5 kmに位置し、大股川右岸の河岸段丘に立地する。

今回の調査は、平成20年度からの継続調査で、未了であった2,200ど を対象に実施した。本遺跡の南側

にある子飼沢 I遺跡とは沢を挟んで近接する関係にある。標高337～370mで現況は休耕田であった。

調査の概要

今年度の検出遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 6棟・土坑19基・粘土採掘坑 1箇所、近世の製鉄炉と

その上屋建物 (掘立柱建物跡)。 鍛冶工房跡 1棟 (鍛冶炉・カマ ド状遺構・土坑など)・ 溝跡 1条・焼

土遺構 1基・土坑 2基・粘土採掘坑 4ヵ 所 。性格不明遺構 1基・排滓場 1カ 所である。遺物は、縄文

土器大コンテナ3.5箱、石器類大コンテナ 3箱、鉄製品中コンテナ 2箱、鉄津・炉壁・羽口など大コン

テナ約500箱が出土した。

1:50,000 陸中大原

製鉄炉跡 (西から)
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発掘調査概報

(36) I遺跡

所  在  地 紫波郡紫波町南日詰字小路口26-2ほ か

委  託  者 盛岡地方振興局農政部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業

発掘調査期間 平成21年 4月 8日 ～11月 17日

調査終了面積 5,825だ

調 査 担 当者 阿部勝則・川又 晋 。中村絵美・八重畑ちか子

主 要 な時 代 縄文・古代・近世

遺跡の立地

南日詰小路口 I遺跡は、」R東北本線日詰駅の南東約 l km、 北上川西岸の河岸段丘に立地する。調査

前の現況は、水田・宅地で、標高92～93mである。遺跡の北西側には、12世紀の樋爪 (比爪)氏の居

館 と推定される比爪館跡が位置している。東北新幹線を挟んで西側に同Ⅱ遺跡が位置する。

調査の概要

検出遺構は、平安時代の溝跡40条、道路状遺構 l箇所、井戸跡 6基、土坑35基、近世の溝跡 5条、

土坑 5基などである。部分的な調査ながら、溝跡には区画を意識 した溝跡や、幅 8mの大溝跡も確認

されている。主な出土遺物は、12世紀のかわらけ大コンテナ20箱、陶磁器大コンテナ 3箱、木製品大

コンテナ 3箱である。比爪館周辺に位置する遺跡 として、樋爪氏に密接に関連する遺跡であると考え

られる。

大溝跡 (北から)

錦口じ路嚇小効士四

ひ

口
凹弗南

桂根出土状況

区画溝と道路状遺構 (南から) 遺物出土状況
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発掘調査概報

みなみ ひ づめしよう じ ぐち

(37)南 日詰小路口Ⅱ遺跡

所  在  地 紫波郡紫波町南日詰字小路口54-1ほ か

委  託  者 盛岡地方振興局農政部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業南 日詰地区

発掘調査期間 平成21年 4月 8日 ～11月 17日

調査終了面積 6,461∬          ´

調 査 担 当者 阿部勝則・川又 晋 。中村絵美・八重畑ちか子

主 要 な時 代 縄文・古代 。近世

遺跡の立地

南日詰小路口Ⅱ遺跡は、JR東北本線日詰駅の南東約 l km、 北上川西岸の河岸段丘に立地する。調査前の

現況は、水田・宅地などで、標高は92～93mである。遺跡の北西側には、12世紀の樋爪 (比八)氏の居館と

推定される比爪館跡が位置している。東北新幹線を挟んで東側に同I遺跡が位置する。

調査の概要

検出遺構は、平安時代の竪穴住居跡 3棟、掘立柱建物跡 3棟、溝跡23条、井戸跡 7基、土坑13基、

近世の溝跡 4条、掘立柱建物跡 3棟、土坑 8基などである。平安時代の溝跡や掘立柱建物跡、井戸跡は、

出土遺物から12世紀と推定される。主な出土遺物は、土師器・須恵器大コンテナ 2箱、12世紀のかわ

らけ大コンテナ 2箱、陶磁器大コンテナ 2箱、木製品大コンテナ 7箱、近世の陶磁器大コンテナ 3箱

である。比爪館周辺に位置する遺跡として、樋爪氏に密接に関連する遺跡であると考えられる。

1:50,000 日詰

古代の竪穴住居跡 (西から) 12世紀の区画溝と掘立柱建物跡 (南から)

部材と陶磁器が出上 した井戸跡 近世の屋敷地跡 (北から)

-142-



発掘調査概報

(38)水尻遺跡

所  在  地 奥州市前沢区古城字水尻135ほ か

委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室

事  業 名 経営体育成基盤事業古城 2期地区

発掘調査期間 平成21年 10月 1日 ～11月 27日

調査終了面積 1,496ど

調査担 当者 米田 寛 。高橋静歩

主要 な時代 旧石器・縄文・古代

遺跡の立地

本遺跡は、JR東北本線陸中折居駅より南へ約 2 km、 北上川西岸の水沢高位段丘面上に形成された微

高地に立地する。標高は35～40mで調査前の現況は水田、畑地である。

調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、石器集中部 6箇所、掘立柱建物 4棟、竪穴住居状遺構 1基、土坑

7基、柱穴列 4条、柱穴状土坑218個、周溝 1条、溝10条、不明遺構 4基である。遺物は旧石器305点、

縄文土器47点、土師器・須恵器片大コンテナ1.5箱、緑釉陶器 1点、土錘 7点、石鏃・石錘・剥片など

の剥片石器 4号 1袋、敲石などの礫石器数点が出土した。

周溝 (南から)

1:50,000 水沢

掘立桂建物 (西から)

土坑内遺物出土状況 (南から) 旧石器出土状況 (南から)
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(39)

所  在  地 奥州市前沢区古城字宿ノ前140-1ほか

委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業古城 2期地区

発掘調査期間 平成21年 10月 1日 ～11月 27日

調査終了面積 1,285だ          ´

調 査 担 当者 村田 淳・星 雅之・佐藤里恵

主 要 な 時 代 縄文・古代 。中世 。近世

遺跡の立地

本遺跡は、」R東北本繰陸中折居駅から南東へ約2.2km、 北上川西岸低位段丘の微高地上に位置する。

調査前は畑地・水田として利用されており、過去の圃場整備により調査区全域が大幅に削平されていた。

検出面の標高は31～ 32mである。

調査の概要

調査区は道路・水田を挟んで4つ に分かれており、それぞれの調査区で遺構・遺物を検出した。検

出した遺構は、縄文時代の陥し穴 2基・土坑 2基、古代の竪穴住居 3棟・土坑25基・溝 8条・焼± 2基、

平安時代末の陶器埋設遺構 l基、中世の井戸 3基、近世の堀 2条 。滞 1条、近世及び時期不明の掘立

柱建物 5棟、時期不明の上坑17基、柱穴399個などである。遺物は、土師器・須恵器中コンテナ4箱、

縄文・弥生土器十数片、渥美産陶器大甕中コンテナ 1箱、常滑産陶器片 2点、剥片石器 (石鏃 2・ 石

匙 1・ 剥片数点)、 砥石 2点、礫石器中コンテナ4箱、石帯 (九輛)1点、鉄製品 (鏃 2・ 馬具 1)、

鉄津少量、寛永通宝 1点、木製品 (杭 ?)4点などがある。

本遺跡では古代に属する遺構・遺物が最も多い。竪穴住居のうち 1棟は、燃焼部が住居外側へ張り

出す形態のカマドを有するもので、岩手県内でも検出例の少ないタイプである。土坑は焼土や土器を

意図的に廃棄したと考えられるものが多く、そのうちの 1基からは石帯 (九輛)が出土している。

陶器埋設遺構は渥美産の大甕を埋設したもので、後世の撹乱により大部分は失われていたが、陶器

の上面に積まれていたと思われる礫が遺構内に多量に落ち込んでいたことから本来的には礫を使用し

た塚状の遺構であった可能性がある。この他、常滑産陶器が出上した中世の井戸、近世の環濠屋敷 1こ

関わる可能性がある堀など、多岐にわたる時代の遺構・遺物が検出されている。

跡遺”丁陣八
膊方嚇城こ古

1:50,000 水沢

竪穴住居のカマ ド 陶器埋設遺構
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(40)四反田 I遺跡

所  在  地 奥州市前沢区古城字四反田154-1ほか

委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業古城 2期地区

発掘調査期間 平成21年 10月 1日 ～ll月 16日

調査終了面積 471だ

調 査 担 当者 丸山直美・佐々木智久

主 要 な時 代 平安・近世以降

遺跡の立地

本遺跡はJR東北本線陸中折居駅の南東約2.lkmに位置し、北上川西岸に形成された低位段丘の微高地

上に立地する。標高は31m前後で、調査前の現況は畑地および水田である。

調査の概要

検出された遺構は、平安時代の竪穴住居 1棟、掘立柱建物 1棟、土坑14基、時期不明 (一部は平安時

代に属する可能性有り)の溝跡 6条、小柱穴36個、近世以降の性格不明土坑 1基、畑跡 l箇所である。

遺物は土師器を主体として、須恵器、土製品 (土錘 1)、 炭化種子などが合わせて中コンテナ4箱分

出上している。調査の結果、本遺跡が平安時代の集落跡であることが判明した。また、近世末以降に

は畑が作 られるなど、周囲より微かに高い地形を生かした土地利用が断続的になされていたことが判

明した。

1:50.000 水沢

平安時代の竪穴住居 (北から) 平安時代の掘立柱建物 (東から)

土坑内火山灰堆積状況 (南東から) 土坑内遺物出土状況 (東から)
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発掘調査慨報

し たん だ

(41)四 反田Ⅱ遺跡

所  在  地 奥州市前沢区古城字四反田 6

委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業古城 2期地区

発掘調査期間 平成21年 10月 1日 ～11月 16日

調査終了面積 60だ           ´

調 査 担 当者 九山直美・佐々木智久

主 要 な 時 代 平安 。近世以降

遺跡の立地

本遺跡はJR束北本線陸中折居駅の南東約 2血に位置し、北上川西岸に形成された低位段丘上の微高

地に立地する。標高は約32mで、調査前の現況は水田である。

調査の概要

検出された遺構は、近世の上坑 1基、時期不明の上坑 2基、溝跡 5条、小柱穴 5個である。遺物と

しては木製品を中心に小コンテナ l箱分が出上している。内訳は土師器 (奏片)、 須恵器 (奏壷類片)、

陶磁器 (皿・鉢片)が各数点と、木製品 (下駄 2点・加工痕のある木片 3点)である。

土坑 (西 から)

1:50,000 水沢

調査区全景 (南から)
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発掘調査脱報

(42)西部遺跡

所  在  地 花巻市大迫町外川目第27地割144ほ か

委  託  者 県南広域振興局花巻総合支局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業中居地区

発掘調査期間 平成21年 9月 1日 ～11月 19日

調査終了面積 1,450だ

調 査 担 当者 杉沢昭太郎・菅野 補

主 要 な 時 代 縄文

遺跡の立地

本遺跡は稗貫川の支流である中居川を1.5血程遡った東岸の中位段丘に立地している。現況はその多

くが水田となっており、段丘面の北半部 (約 16,000ポ )が遺跡の範囲とみられている。

調査の概要

遺跡の西～南西側と中央部の一部を調査し、縄文時代前期の住居跡 6棟、縄文時代の上坑 6基、焼土。

炉跡21基、集石 1基、中世の掘立柱建物跡 2棟、近世以降の溝跡 l条、時期不明の土坑 3基、時期不

明の採掘坑約20箇所が検出された。縄文時代の住居跡では上幅 3mの円形を呈する小形の住居や、長

軸方向で20mに達するであろう大形住居の一端を検出している。また、 3棟の住居跡が重複して検出

された地点もある。住居跡は遺跡中央から北側に展開する傾向が窺える。

遺物は縄文土器が中コンテナ8箱、石器類が中コンテナ2箱、銭貨 2点、石製品3点ほかが出土した。

大形住居跡出土土器

大形住居跡の一部 小形住居跡
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発掘調査概報

ふな と

(43)舟渡 I・ Ⅱ遺跡

所  在  地 北上市更木 6地割36-1ほ か

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業更木新田地区

発掘調査期間 平成21年 5月 11日 ～11月 13日

調査終了面積 11,847ゴ         ´

調 査 担 当者 菅 常久・溜 浩二郎・山田めぐみ

主 要 な 時 代 弥生 。古代・近世

遺跡の立地

遺跡は、JR東北本線村崎野駅の北東方向約6.Okm、 北上市の北東部に位置し、北上川左岸に形成され

た自然堤防上に立地している。北方向から東方向へ屈曲するかのように、北上川が遺跡の南側を流れ

ている。遺跡の標高は64～ 66mを 測り、現況は主に水田、畑地である。当該事業に係る記録保存目的

の発掘調査は、平成18年度から実施され今年度で終了する。

調査の概要

今回の調査面積は、本発掘調査区5,331∬、確認調査区6,516ゴ の計11,847だ が対象である。検出され

た遺構は、竪穴住居跡 5棟 (古代)、 焼成遺構1基 (古代)、 焼± 1基 (時期不明)、 土坑23基 (弥生 3、

時期不明20)、 溝跡31条 (弥生 1、 時期不明30)、 柱穴状土坑65個 (近世以降)、 墓獲16基 (近世)であ

る。出土遺物は、弥生土器、古代の土師器を主体

として、縄文・弥生土器 (大コンテナ3.5箱 )、 土師

器・須恵器 (大コンテナ3.5箱 )、 石器 (小 コンテナ

1箱 )、 近世陶磁器14点、金属遺物 (鎌 1点、鋼銭

22点、鉄銭10点以上、煙管 5点、板状鉄製品 1点、

その他 1点)である。

古代の集落の所在を物語る竪穴住居跡は5棟し

か検出されなかったが、遺物の出土状況等から、

調査区外にも所在しているものと思われる。また、

隣接する野沢Ⅱ遺跡と類似するような遺物も出土

している。

花巻・北上

調査区 (県道より東側 :上が北)

調査区 (県道より西側 :上が北) 古代の竪穴住居跡 (上器出土状況)
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発掘調査概報

の ざわ

(44)野沢Ⅱ遺跡

所  在  地 北上市更木19地割143-1ほか

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室

事 業 名 経営体育成基盤整備事業更木新田地区

発掘調査期間 平成21年 4月 10日 ～8月 5日

調査終了面積 4,500ど

調査担 当者 菅 常久・溜 浩二郎・山田めぐみ

主要 な時代 縄文・弥生・古代 。近世

遺跡の立地

遺跡は北上市役所の北束約6.5kmに位置し、北上川左岸の沖積段丘の微高地に立地する。遺跡の標高は

63～64m前後で、調査前の現況は水田・畑地である。当遺跡の調査は昨年も実施されているが、今回の

調査はその南側に隣接した箇所である。全体面積のうち2,290ど は検出のみの確認調査区である。

調査の概要

今回の調査で見つかった遺構は、竪穴住居跡 5棟 (弥生 1・ 古代 4)、 土坑 3基 (弥生 1。 近世 2)、

井戸跡 1基 (近世)、 掘立柱建物跡 1棟 (近世)、 柱穴状土坑137個 (近世以降)、 溝跡 9条 (古代 1、

近世 8)、 性格不明遺構 1基 (近世)である。

遺物は土器が大コンテナ3箱、石器が小コンテナで 1箱、石製品 1点、陶磁器19点である。土器は

縄文・弥生土器が遺構外、土師器・須恵器は竪穴住居跡およびその周辺から出土している。

1:50,000 花巻・】ヒ上

遺跡全景 (上が北) 竪穴住居跡

掘立柱建物跡 弥生土器出土状況
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ふ  り  が  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

武道V遺跡

津
玉
め
道

理
腑
ぶ
武

”
盛
茶
字

”響く区

め
岩
韓
山

58-151ま か

03201 KE57-1125

39度

51分

21秒

141度

10分

32秒

20090409

20090515
3,741ド

国道 4号渋民バイ′

ス建設事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

武道V遺跡 狩 り場
健文時代 陥し穴状遺構 6基 縄文土器 土器は遺構外から出土

不 明 焼土遺構 1基

要 約

縄文時代の陥し穴状遺構が6基検出され、縄文時代の狩り場であることが明らかになった。遺物は縄文時代晩期の上碁

が 1片のみの出上である。この上器片の存在から、調査区周辺に集落の存在が予想される。

ふ り が な

所 収 遺 閉 名

ふりがな

所在地

コード 北緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

落合 2区 I遺跡
岩手県花巻市東和

町 落合2区57地 内
03205 A/1E38-0293

度

分

秒

141度

13分

らR乖少

20090901

20090917
1,515ポ

東北横断自動車道釜

石秋田線新直轄事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

落合2区 I遺跡
集落

4護者疏

縄文時代 土坑 5基 縄文土器・石器 近世 と考えられる石切場

近世 石切場 陶磁器

要 約

縄文時代晩期の上器片を含む土坑を検出した。また、調査区内には多量の花商岩転石が認められ、これらの中に矢穴を

残すものが存在する。このことから、ここで石切り作業がおこなわれたと考えられる。調査所見から時期を特定すること

は困難であるが、花巻城の石垣の石材がこの周辺からもたらされたという史料もあり、近世初頭の石切場であつた可能性

が考えられる。

ふ  り が  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 緯

″

東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

立花館遺跡

岩手県北上市立花

第 5地 害」108-4

1ま 力】

03206 ME66■ 263

度

分

秒

141度

08分

07秒

20090901

20090930
1,250ぽ

北上川中流部治水対

策事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

立花館遺跡 集落跡

健 又

弥 生

土坑 1基 縄文上器 弥生上器・石器

上偶

古 代 畝間状遺構 1箇所 土師器 須恵器

要 約

弥生時代の上器 石器が出土した。時代の特定できる遺構は弥生時代前期の上坑 1基のみである。今回の調査区に隣惨

する東側に、縄文時代～古代の集落の中心が存在する可能性が高い。

ふ  り が  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北繹 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市 町村 遺跡番号

平根原 I遺跡

い
胆
ね
根

し
市
“
平

”馴善膊

』
県
♭
若

て手
く
区

め
岩
わ
沢

原 51

03215 NE31 1090

39度

05分

34秒

140度

52分

31秒

20090901

20090930
12,000ポ

胆沢ダム建設事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平根原 I遺跡 散布地 縄文時代 な し な し

要 約 今回の調査区域では遺構 遺物は確認されず。
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ふ  り が  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北 緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市 町村 遺跡番号

矢盛追跡

第25次 調 査

岩手県盛岡市飯岡

新田4地割471ほか
03201 LE26-0139

39度

40分

27秒

141度

08分

05秒

200909 15

200909 17

1,234だ

盛岡南新都市土地区

画整理事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

矢盛遺跡

第25次調査
集落跡

平安時代
な し な し

中近世

要 約

矢盛遺跡は、縄文時代の狩猟 採集の場、平安時代の集落跡、中近世の居館・集落跡である。今回の調査箇所は、遺跡

推定範囲の南東端に当たる。 トレンチを入れたが、表土直下に地山砂層が検出され、遺構 遺物の出土はな く、今回の調

査箇所は、既に遺跡範囲から外れている可能性が高いぃ

ふ  リ  カS  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 緯

″

東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市 町 村 遺跡番号

矢盛遺跡

第26次 調 査

岩手県盛岡市飯 岡

新田4地割49‐ 1ほか
03201 LE26-0139

度

分

秒

３

４

２

141度

08分

05秒

200909 15

200909 17

334�

盛岡南新都市土地区

画整理事業

所収追跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

矢盛遺跡

第26次調査
集落跡

平安時代
な し な し

中近世

要 約

矢盛遺跡は、縄文時代の狩猟・採集の場、平安時代の集落跡、中近世の居館・集落跡である。今回の調査箇所は、遺跡

推定範囲の南東端に当たる。 トレンチを入れたが、表土直下に地山砂層が検出され、遺構 遺物の出土はなく、今回の調

査箇所は、既に追跡範囲から外れている可能性が高い。

ふ り な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北 緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

一『一抑
岩手県盛岡市本宮

字小幅3-3 03201 LE16-2036

39反

41介

08秒

141度

07介

04秒

20090601

20090630
2,000だ

主要地方道盛同和賀

線飯同地区道路整備

事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺精 主な遺物 特記事項

大宮北遺跡

第 15次調査
集落跡

古墳時代 竪穴住居跡 1棟 土HV器

平安時代 蒔跡 1条 上師器 須恵器

要 約

今回の調査において、7世紀後半の竪穴住居跡 1標 と10世紀代の清跡 1条が確認された。

営まれ、平安時代後半には区画溝によって□まれた建物群が存在したことが明らかとなつた。

む地形であることも確認された。

古墳時代終末期には集落が

遺跡北側は旧河道に落ち込

ふ  リ  カS  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北 緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市 町村 遺跡番号

高屋敷 H遺跡

た
田
や
屋

”
住
か
高”『一叫蛉的

03441 NF13-1389

度

分

秒

141度

28介

41秒

20090701

20090824
1,190ド

一般国道397号 線高

屋敷地区道路改良事

業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高屋敷 H遺跡 集落

縄文時代 竪穴住居跡 1棟

土坑 4基、焼土遺構 1基

縄文土器 (早期 後期・晩器 )

弥生土器 (前期 )

石器、土製円盤時期不明 性格不明遺構 2基

土坑 1基、焼土遺構 1基

要 約
縄文時代晩期の遺構 遺物が出上した。今回の調査は、遺跡範囲の北部を対象とし、結果、集藩の先端部の様相を明ら

かにした。縄文集落の主体は、調査区南側に広がる宅地や畑地範囲に存在する可能性が高い

ふ  リ  カ`  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北 緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

八幡遺跡

減
前
説
幡

し
市
』
八

嚇州
濯字

ゆ
奥
織
山

防
県
め
自

か

て手
く
区

ほ

め
岩
部
沢

９‐

03215 NE46-2317

度

分

秒

141度

09分

00秒

20090501

20090529
740∬

経営体育成基盤整婿

事業白山地区

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八幡遺跡 散布地

縄文時代 住居状遺構 1棟

陥し穴状遺構 1基

縄文土器 石器 石製品

平安時代 住居状遺構 1棟

土坑 2基、溝跡 2条

柱穴状 ピット1個

土師器 須恵器

近現代 濤跡 1条 砥 石

時期不明 土坑 1基

柱穴状 ビット29個

要 約
今回の調査から縄文時代後期前葉、平安時代中期の遺構 。遺物が出土し、明後沢川の河岸に立地する縄文時代 平安時

代の複合遺跡であることが確認された。遺跡の範囲は調査区北側及び明後沢川河畔まで拡がると考えられる。

※緯度・経度は世界測地系における数値である。
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